
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　ナイトという新しい家族ができたことにより、地球の方でも生活が充じゆう実じつし始めた矢先、異世界では、レクシアさんたちとの約束を果たそうと王城に向かうはずが、謎なぞの襲しゆう撃げき者によって中断されてしまった。

　そしてその謎の襲撃者が、短い時間とはいえ一いつ緒しよにこの【大魔ま境きよう】で修行した────ルナだった。

　何な故ぜ、ルナがレクシアさんを襲おそったのか、その理由は分からない。でも王女であるレクシアさんを襲った今、彼女は重罪人という扱あつかいを受けるだろう。

　レクシアさんを助けるためとはいえ、ルナを攻こう撃げきして倒した俺は、すぐに引き渡わたさずにせめて傷が癒いえるまでは家で面めん倒どうをみたいと告げると……何と、そのまま俺の家までレクシアさんまで付いて来てしまった。

　後ろからオーウェンさんが追ってきているのを振ふり切った時点でもう後には引けない俺は、仕方なくレクシアさんもここでルナの面倒をみることを許可するのだった。




　　　　＊＊＊




「────それで、ユウヤ様。ユウヤ様とこの子の関係は何となく分かったわ。じゃあ、さっきこの家に一いつ瞬しゆんで移動した魔法は何かしら？」

「え？」

　少しの間、様子を見るためにルナの寝ねているベッドの近くに座っていると、どこか真しん剣けんな表情をしたレクシアさんがそう訊きいてくる。

「何って言うか……移動用に創つくった魔法です」

「創った!?」

「は、はい」

　あれ、何か変なことを言っただろうか？

「ゆ、ユウヤ様？　貴方あなた、一体どれほどすごいことをしたか分かってる？　転移魔法といえば、伝説上でしか語られないような魔法なのよ!?」

「そ、そうなんですか？」

「そうなのよ！　だから貴方の魔法は歴史に残る大偉い業ぎようよ！　あらゆることが根本から覆くつがえされるわ！」

　真ま面じ目めな表情ながらも興奮を抑おさえきれないといった様子でレクシアさんは俺に詰つめ寄る。

「ユウヤ様の魔法があれば、街を移動するときに盗とう賊ぞくや魔物の被ひ害がいを抑えることもできるし、何より有事の際はすぐに現場に駆かけ付けることもできる、御お伽とぎ噺ばなしの中だけの魔法……のはずだった。ユウヤ様が発動させるまではね」

「そ、そこまで……」

　俺としては野外学習のために必要だったから創ったわけで、それ以外は今のところ【大魔境】の探たん索さくがしやすくなったなぁとか、便利な魔法という認識でしかなかった。

　しかし……。

「でも……これは公表できないわね」

「ど、どうして？」

「言ったでしょう？　あらゆることが根本から覆されるって。それには……戦争も含ふくまれているわ」

「っ！」

　よく考えてみれば、レクシアさんの言う通りだ。

　地球でさえ、もし俺のような力があれば、いくらでも悪用することができる。

　そしてこの世界でも、それは当てはまるんだ。むしろ、どうしてその可能性を考えなかったのか……自分の楽観ぶりが恐おそろしい。

　今さらながら転移魔法の危険性に気付き、顔を青くしていると、レクシアさんはそんな俺をよそに目を輝かがやかせる。

「ま、私が黙だまっていればいいんだし、何より便利なことに違ちがいはないわ！　さすがユウヤ様ね！」

「え、軽っ!?　そんな軽いノリでいいんですか!?」

「いいのよ。あ、でもユウヤ様。その魔法、無む暗やみに人に教えちゃダメよ？」

「も、もちろん！」

「それならいいわ。まあ教えてもらっても、使えるとは思わないけどね」

「え？　どうして？」

　思わず素でそう訊くと、逆にレクシアさんが不思議そうな表情を浮うかべた。

「どうしてって……転移魔法なんて言う伝説級の魔法、どれほど複雑で難解な魔法理論が詰め込まれているか分かったもんじゃないもの。少なくとも、今の最さい高こう峰ほうの魔法使いでも無理でしょうね」

「……」

　さすが賢けん者じやさん。本当に無意識に魔法を創ったり使ったりしてたけど、賢者さんの魔法回路様々です。むしろ賢者さんの魔法回路じゃなかったら、俺の想像するような魔法は一つも使えなかっただろうし。

　まあ魔法理論の他に、俺の転移魔法には写真を撮とってその場所を記録するといった、地球ならではのアイデアも含まれているから、たとえ人に教えることになってもそういった点で異世界の人には理解してもらえないかもしれないからね。

「で？　いつまで寝たふりを続けるのかしら？」

「ギクッ」

「え？」

　そんな会話をしていると、レクシアさんは唐とう突とつにベッドで眠ねむるルナに声をかけた。

　驚おどろいてベッドに視線を向けると、ルナが気まずそうな表情でゆっくりと起き上がる。

「……何時いつから気付いていた？」

「最初からよ。この家に着いた時には起きてたでしょう？」

「え？　え!?」

　起きてたの!?　この家に着いた時から!?

　まさかの事実に驚きを隠かくせないでいると、ルナは頰ほおを引きつらせた。

「そ、そこまで分かっていたのか……だが何故指し摘てきしなかった？」

「そりゃあもちろん、ユウヤ様と二人っきりでおしゃべりするためよ。まあユウヤ様は優しいから、気付かないフリしてこの部屋で貴女あなたの様子を見守ってあげてたけど」

「うっ……」

　え、そんな理由でルナが起きていることを指摘しなかったの？　貴女襲われたんですよ!?　それに俺、気付いてなかったし……。

「わふ」

「ふふ。ナイトがいるから二人っきりはどのみち無理だったわね」

「ワン！」

　啞あ然ぜんとする俺をよそに、ナイトが可愛く吠ほえると、レクシアさんはナイトを優しく撫なでた。

「でも、そろそろ私を襲った理由を説明してもらえるかしら？」

「……そう言われて、素直に話すと思うか？」

「あら、貴女こそどうして話さないなんて選せん択たく肢しがあると思っているのかしら？」

「……」

　な、なんだ、この空気。映画や物語のような心理戦が繰くり広げられているのか？　わ、分からん……。

　レクシアさんとルナのやり取りに驚いていると、やがてルナが小さな溜ため息いきを吐ついた。

「……フン。私が話したところでお前を襲った事実は変わらん。殺せ」

「そうね。私を襲ったことに変わりはないわ。でも私が貴女のことを知りたいの」

「知って何になる？」

「さあ？　でも貴女は私を殺せなかった。その時点で貴女は負けたの。負けたんだから、大人しく勝者である私に従いなさい！」

　王族らしい威い厳げんで胸を張ってそう告げるレクシアさんに、ルナは圧あつ倒とうされた様子で目を見開いた。

　そして……。

「……私はお前が羨うらやましいよ」

「え？」

　どこか悲し気に微笑ほほえむと、ルナは視線を落とした。

「何、大した話じゃない。どこにでも転がっているようなつまらない話だ。……それでも聞きたいか？」

「ええ」

「俺も……俺もルナのことを知りたい」

　レクシアさんだけじゃない。俺自身、短い間とはいえ、一緒に修行してきたのに、ルナのことを何も知らなかったのだ。だからこそ、ルナのことを知りたかった。

「……はぁ、二人には負けたよ。さっきも言ったが、大した話じゃない。私は孤こ児じで、その日を生きるのに必死だった。ゴミを漁あさり、泥どろ水みずを啜すすり、盗ぬすみを働く……幸いそれで何とか生きられたから、身売りをすることはなかった。まあ身売りをしたところで、あの頃ころの薄うす汚ぎたない私なんて誰だれも買わなかっただろう」

「……」

「そんな生活以外にも自分の身を護まもるため、私なりに力を身に着けた。そしてある日、私はある人物に拾われた。その人物は私を育ててくれた暗殺業の師し匠しようで、どうやら私の盗みの動きや私なりに身に着けた力に何かを感じたらしい。それからは師匠と一緒に行動した。師匠は私に様々な知識や技術を与あたえてくれた。……そして、その技術は主おもに暗殺関係のものが多かった。まあ師匠の仕事が、その道だったからな」

「……闇やみギルドね」

「闇ギルド？」

　聞き慣れない言葉に首をひねると、ルナが教えてくれる。

「闇ギルドと言うのは……まあ言ってしまえば犯罪者の集団だ。窃せつ盗とう、詐さ欺ぎ、薬物、殺人……特定の仕事に縛しばられず、ありとあらゆる犯罪行こう為いを依い頼らいとして受ける場所だ」

「……基本的には悪い連中だけど、何事も綺き麗れいごとだけじゃやっていけないように、闇ギルドとの関係は少なからず貴族社会には存在するわ。どうせ、私が襲おそわれたのもその関係でしょうけど」

　き、貴族社会怖こえぇぇええ！　安心して過ごせないじゃん！

　いや、歴史とか勉強しててもドロドロした世界だなあとは思っていたが、本当のお姫ひめ様からそんな話を聞いちゃうと余計にね。

「……王女の言う通り、私も師匠と同じように闇ギルドに所属したわけだが……ある日、師匠が闇ギルドの掟おきてを破り、その始末のために私が選ばれた。自分を育ててくれた人を殺す……様々な葛かつ藤とうがあったが、師匠は私に殺される瞬しゆん間かん、安心した表情で逝いったんだ。それはきっと私がこの闇の世界でも生きていけると思ったからだ。そこから私は師匠の仕事を引き継つぎ、闇の世界で生きていくことを決めた。そして私なりに闇ギルドで仕事をしていく中で、いつしか【首狩かり】などと呼ばれるまでになっていたな」

「く、【首狩り】ですって!?　私でも知ってる凄すご腕うでの殺し屋じゃない！　貴女、そんなにすごかったの!?」

　まったく話についていけないが、ルナはどうもその道ではすごい存在だったらしい。

「……なあ、ナイト。知ってた？」

「わふ？」

「なんか知ってたっぽいなぁ……」

　実際はルナが凄腕の殺し屋だったなんて知らなかったのかもしれないが、それでも最初からルナを警けい戒かいしていたのは何よりナイトだ。やはり何かを感じ取っていたのだろう。さすがウチのナイト。可愛い。

「ともかく、王女の言う通り、私はとある貴族から依頼を受け、お前を殺しに来たのさ。……結果はこの通りだがな」

　ルナはそう締しめくくると、自じ嘲ちようした。

　しかし、その後はどこか晴れやかな表情でレクシアさんの方に視線を向けた。

「さあ、話すことは話したぞ。好きにしろ」

「好きにしろって……」

「ユウヤ。分かっているだろう？　私が王女を襲い、お前に防がれた時点で私はもう死ぬしかないのだ。闇ギルドにおいて、一度の失敗は死に直結する。ここで私を見み逃のがしたところで口くち封ふうじのために闇ギルドが刺し客かくを送り込んでくるだろう」

「そんな!?」

　……頭では分かってる。ルナが王女であるレクシアさんを襲った時点で、もう取り返しのつかないことになっていることは。

　でも……それでも、そう簡単に割り切れない。

　俺の顔を見たルナが、苦笑いした。

「おいおい、ユウヤ。こんな私を心配しているのか？　ユウヤとはただ修行を共にしただけ。それだけじゃないか。それ以上でもそれ以下でもない。だから悲しむ必要も────」

「ないワケないだろ!?」

「っ!?」

　すべてを諦あきらめたように笑うルナに、俺は自然と熱くなっていた。

「何でそんな悲しいことを言うんだ？　俺はルナと一いつ緒しよに修行していた時間は楽しかったし、友だちだと思ってる！」

　恥はずかしくて口には出さなかったが、俺はルナと修行を共にしてから、自然とルナが大切な友だちになっていた。

　それは修行の中で魔ま物もの相手に命を預け合ったり、ちょっとしたことで笑い合ったりしたからだ。

　レクシアさんやオーウェンさんとは違い、地球の亮りようたちのような……異世界で初めて対等の友だちができたと思ったんだ。

「……わふ。ワン」

「……ナイト？」

　ナイトがベッドに飛び乗り、静かにルナに近づくと、優しく頰を舐なめた。

　ナイトも、警戒していたとはいえ、心の中ではルナと仲良くなりたかったんだ。

「なあ、ルナ。ルナにとって、俺もナイトも、本当に一緒に修行しただけの存在なのか？」

「……」

　ルナは俺の問いかけに答えなかった。

「……ユウヤ。君が何と言おうが、もう未来は変えられない。だから────」

「ちょっと、私をのけ者にしないでくれる？」

「「へ？」」

　突とつ然ぜん、頰を膨ふくらませながらレクシアさんがそう言った。

　俺とルナの暗い雰ふん囲い気きとは逆に、どこかコミカルなレクシアさんの雰囲気に思わず呆ほうける。

「貴女ね、私の許可なくユウヤ様とイチャイチャしないでくれるかしら？　ユウヤ様は私が籠ろう絡らくするんだから！」

「え、今までのやり取りがそんな風に見えたの!?」

　かなりシリアスだったと思うんだけど!?

　俺とルナはそう感じていたのだが、レクシアさんには違ちがったらしい。

「それにズルいわ！　ユウヤ様から友だちって言ってもらえて！　私なんて、未だに敬語で話されているのに！」

「そ、それは……すみません。やはり王族相手には……」

「いいんです！　いつか必ず敬語を取っ払ぱらってもらいますから！」

「すごいポジティブ」

　どこまでもレクシアさんワールド全開で、俺はその雰囲気にのまれていた。

　すると自嘲気味に笑いながら、ルナはレクシアさんに訊きく。

「私とユウヤのやり取りがそんな風に見えたのか？　残念だが、そう見えたとしても私はお前を襲って失敗した時点で死ぬことが確定している。安心してユウヤを狙ねらえばいい」

「あのね、何で貴女が死ぬ前提で話しているのかしら？」

「は？」

　ルナだけでなく、俺もレクシアさんの言葉に呆けた。

「な、何でって……王族であるお前を襲ったんだ。死罪は確定だろう？」

「そうね。でも、貴女が襲ったってこと、私とユウヤ様以外は知らないわ。オーウェンは貴女の素顔を見てないし」

「……まさか、見逃すとでも？　さっきも言ったが、見逃されたところで刺客が……」

「違うわよ。せっかくだし、貴女あなた、私に仕つかえなさい」

「………………へ？」

　今日何度目か分からない間ま抜ぬけな顔から間抜けな声が出た。

「だから、私が貴女を護衛として雇やとうって言ってるの」

「お、お前こそ分かっているのか？　私は殺し屋だ。それこそ何人も殺してきた犯罪者なんだぞ？」

「もうっ、いちいち細かいわね！　貴女の実力は確かなんだし、いいから私に雇われときなさいよ！　そうすれば貴女を闇ギルドの刺客から護ることだってできるわ。同じ護衛のオーウェンも強いしね！」

「……」

　ルナはレクシアさんの言葉を考え、ただ固まっていた。

　さすが王族。俺のような小市民とは考えることも器うつわのでかさも違う。

　俺はまだ成り行きがどうなるか分からずオロオロしているが、ナイトは安心したのか、俺の足元で眠ねむり始めた。え、これ大だい丈じよう夫ぶなの？　ルナが無事に済む感じ？

「王女よ。お前が思っているより闇ギルドは強い。それに……私はお前のような光の隣となりに立つには汚よごれ過ぎた。この手で、何人も殺し、汚れ切っているのだ。まっとうに国のために誰かを殺したわけでも……」

「何言ってるのよ。手、綺麗じゃない」

「っ!?」

　レクシアさんは何のためらいもなく、ルナの手を取った。

　そして少しその手を眺ながめると、眉まゆをひそめる。

「……本当に綺麗ね。何をしたらこんなにすべすべになるのよ」

「そ、それはユウヤのお風ふ呂ろが……って違う！　私が言いたいのはそうでは────」

「うるさいうるさい、うるさああああい！　黙だまって私に従いなさい！」

　ベッドの上に立ち、ふんぞり返るようにしてそう言い切ったレクシアさん。

「それに、貴女にユウヤ様をとられるかもしれないし……とにかく！　貴女は私の護衛よ！　決定だからね！」

　あまりにもレクシアさんの勢いがすごすぎたためか、ルナは自然と首を縦に振ふっているのだった。




　　　　＊＊＊




「くっ！　レクシア様、レクシア様あああ！」

　レクシアがルナの説得に成功した頃ころ、オーウェンは急いでレクシアの元へ行くため、必死に【大魔ま境きよう】の奥地へと行こうとしていた。

「だ、ダメです団長！　魔物が強すぎて……！」

「俺たち、本当にこんな場所を通って帰って来たのか!?」

「いや、あれは俺たちの力じゃなくてあの青年のおかげだっただろう！」

「と、とにかく俺たちじゃ無理だッ！」

　しかし、【大魔境】の魔物は圧あつ倒とう的で、ゴブリン・エリートの群れと必死に対たい抗こうしながらも入り口付近まで追いやられていた。

「ああ、クソッ！　陛下が甘やかすからあんなじゃじゃ馬になったんだ！　王都に戻もどったら絶対に陛下に言いつけてやる……！」

　苦労人オーウェンはそう決意をすると、仕方なく【大魔境】から一時撤てつ退たいするのだった。








第一章　ルナとレクシア









　レクシアさんの勢いに押されてレクシアさんに仕つかえることになったルナ。

「ほ、本当にいいのか？」

「もう、心配性しようね。私がいいって言ってるからいいのよ。それと、私も貴女あなたのことルナって呼ばせてもらうわね。私のことはレクシアでいいわ。これも決定ね」

「……なんて横暴な王女なんだ」

　口には出せないけど……オーウェンさん、いつもご苦労様です。

　心の中でオーウェンさんに合がつ掌しようしていると、レクシアさんが思い出したかのようにルナに食いついた。

「あ、そうそう！　さっき、ルナの肌はだがすべすべって話をしたけど、一いつ瞬しゆんユウヤ様の名前が出てこなかった？　一体どういうことかしら？」

「うぇ？」

　話を振られると思ってなかった俺は、完全に油断しており、思わず変な声が漏もれる。

　するとそんな俺に代わり、ルナが自じ慢まんげに語りだした。

「聞いて驚おどろけ。ユウヤは何と、この【大魔ま境きよう】の魔物からお風ふ呂ろのドロップアイテムを手に入れ、所持しているのだ。その風呂に入れば疲ひ労ろうはもちろん、魔力回復に、見ての通り美容効果まで発揮するのだ！」

「何それ!?　ズルいわ！　私も入る！　ユウヤ様、いいですか!?」

「ど、どうぞ!?」

「やった！　ルナ、一いつ緒しよに入るわよ！」

「な、何!?」

「いいからいいから！」

　レクシアさんに言われるがままお風呂をアイテムボックスから取り出そうとしていると、レクシアさんが訊いてくる。

「あ、ユウヤ様も一緒に入る？」

「は、はあ!?」

「お、おおおい、レクシア!?　ユウヤは男だぞ!?　お、お前王女なら、慎つつしみというものを持て！」

　ルナさん。貴女、そう言いながら前、俺の入浴中に入ってきましたよね？

　自分のことは棚たな上あげにしながらそう言うルナに、何な故ぜかレクシアさんは不思議そうに首を傾かしげるばかりだった。

「いいじゃない。どうせ結けつ婚こんするんだし」

「待て待て、ユウヤと結婚するだと!?　適当なことを言うんじゃない！」

「いいのよ！　私の中では決定してるの！」

「横暴すぎるぞ、この王女……」

　頭を抱かかえるルナを見て、俺はもう一度オーウェンさんに合掌した。本当に、いつもお疲つかれ様です。そしてレクシアさん、俺も結婚の話は一度お断りしたはずなんだけどな……。

「えっとその……俺は遠えん慮りよしときます」

　俺は苦笑いを浮うかべながら、お風呂セットを取り出した。

「あら、残念。じゃあルナ、早く入りましょう！」

　そう言うと、レクシアさんはルナの手を引っ張り、そのまま更こう衣い室に向かうのだった。
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「うわあ！　これが、ユウヤ様の持ってるお風呂なの!?　王城にあるモノとは比べ物にならないわ！」

「……ユウヤの風呂、王城の風呂よりいいモノなのか。ますます謎なぞだ……」

　レクシアとルナは、優ゆう夜やの用意したお風呂に入ると、そのままゆったりとお風呂を楽しむ。

「……気持ちいい。やはりユウヤの風呂は最高だ……」

「本当に気持ちいいわ……それにルナの言う通り、魔力が活性化しているような気もするし……」

　レクシアはユウヤの風呂の効果に驚きながらも、その気持ちよさに身を委ゆだねた。

「────それで、ルナはユウヤ様のことが好きなの？」

「ぶっ!?」

　唐とう突とつ過ぎる言葉にルナは噴ふき出すと、顔を赤くしてレクシアの方を向いた。

「な、何を言っている!?　さっきも言ったが、ユウヤとは……その……と、友だちだっ！」

「本当にそうかしら？　私にはどうもそう見えなかったのよねぇ。貴女とユウヤ様のやり取りの間に、微かすかな好意を感じたわ。まあユウヤ様が気付いているかは別だけど」

「……お前の気のせいだろう。それに、友人を好ましく思うのは普ふ通つうだ」

「あら、そう？　それじゃあ私がユウヤ様と結婚しても問題ないわね！」

「そ、それはダメだっ！　はっ!?」

　ルナは口に出した後、慌あわてて口を押さえたが、何もかも遅おそかった。

「はあ……ただの友人なら、私とユウヤ様が結婚したって問題ないでしょう？　でも、それが嫌いやだってことは……私が言わなくても分かるわよね？」

「う……」

　ルナはしばらくの間、何かを言おうと口を動かしたが、やがて諦あきらめたかのように大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……正直、私にはよく分からない。ユウヤとは、本当に修行仲間として過ごしてきたが……お前を襲おそう前、私は確かにユウヤとの時間を惜おしんだ。あの時間が大切だったと、心の底から思えたんだ」

「そう……」

　レクシアはルナの言葉に小さく頷うなずいた後、無言になった。

　そして……。

「……うん、決めたわ！」

「え？」

　いきなり湯船から立ち上がったレクシアは、ルナに指を突つきつけた。

「私は貴女に宣戦布告するわ！」

「せ、宣戦布告？」

「そうよ！　貴女は気付いてないでしょうけど、ちょっとでもユウヤ様に惹ひかれたのなら、それはもう恋こいよ！　そして私もユウヤ様に恋してるわ」

「こ、恋だなんて……」

「ルナは恋じゃないって否定してもいいけど、私はルナがユウヤ様に恋してるって考えて、これから行動するわよ？」

「へ？」

「だーかーらー！　私はルナに負けないよう、そしてユウヤ様を振り向かせるように頑がん張ばるの！　ルナが何て言おうが、諦めるつもりはないわよ！　もちろん、私がユウヤ様と結婚できたら、その時は私の勝ちよ！」

「なっ!?」

「どうする？　貴女は、ユウヤ様を私にとられてもいいの？」

　ルナを真っすぐ見つめるレクシア。

　その視線にルナは気け圧おされながら、レクシアとユウヤが結婚する姿を想像した。

　そしてその想像に、ルナは何故だか泣きたくなり、一つの感情をハッキリと口にした。

「……嫌だ」
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「ん？」

「い、嫌だ！　ユウヤは……わ、私のモノだっ！」

　今はまだ、自分の心に湧わき起こった感情の名前をルナは知らない。

　それでも、ユウヤが誰だれかにとられるということだけは嫌だとハッキリと分かった。

「つまり、私の宣戦布告を受け取るってことかしら？」

「のぞむところだ」

　お風呂に入る前とは違ちがい、ハッキリとした意志の宿ったルナの視線に、レクシアは笑みを浮かべる。

「そう。それじゃあ、これから貴女は私の護衛であり、ライバルね！」

「いいだろう。あとで負けて泣いても知らんぞ？」

　────こうしてルナとレクシアは、襲しゆう撃げき者とその標的という関係から、本当の意味で歩み寄ることができたのだった。




　　　　＊＊＊




　レクシアさんとルナが風呂から上がり、俺は二人と今後のことを相談することにした。

「あの、レクシアさん。こうしてルナも目を覚ましたことですし、一度オーウェンさんの元へ戻もどるのはどうですか？」

　勢いで、襲撃者であるルナと、王女であるレクシアさんの二人を連れてここにいるわけだが、さすがに説明をしなさ過ぎた。

　オーウェンさんたちからすれば気が気じゃないだろうし、何より王都に行く件も話し合いたい。

「ええ!?　嫌よ！　ここに泊とまっていくわ！　それに、ルナの体力だって完全に戻ったわけじゃないでしょう？」

「む？　そんなことは────」

「ルナは黙だまってて！」

「ええ……？」

　レクシアさんの理り不ふ尽じんな言葉に、ルナは完全に困こん惑わくしていた。いや、さすがに理不尽すぎるのでは……？

　とはいえ、レクシアさんの言うことも一理ある。【完治草のジュース】では、傷や病やまいは癒いやせても、体力までは戻すことができないのだ。

　俺は少し考えたが、じっとこっちを見てくるレクシアさんの視線に負けた。

「……はぁ。分かりました。その代わり、今日だけですよ？　それと、オーウェンさんには後でしっかりと説明してください」

「もちろん！　やったわね、ルナ！」

「あ、ああ」

「わふ」

　ナイトもルナと一いつ緒しよにいられるのが嬉うれしいのか、しっぽを揺ゆらしながら可愛らしく吠ほえた。

「さて、それじゃあ少しでも早くルナが体力を取り戻せるよう、ご飯を用意しましょうかね」

　そう言って俺が異世界の家にある台所に向かおうとすると、レクシアさんが目を輝かがやかせて手を挙げた。

「はい！　ユウヤ様！」

「へ？　ど、どうしました？」

「私が料理を作るわ！」

「「え？」」

　俺だけでなく、ルナまでもがレクシアさんの言葉に間ま抜ぬけな声を出す。

　しかし、そんな俺たちをよそに、レクシアさんはやる気を漲みなぎらせていた。

「ここで料理上手な姿を見せれば、ユウヤ様も私にメロメロよね！」

「心の声が駄だ々だ洩もれでは？」

　理由はともあれ、レクシアさんが作ると言って聞かないため、俺はもう諦めた。さすがに王族の人相手に文句は言えません。……あれ？　王族に料理作らせる方が不敬なのでは……？

　あれこれ考えるも、この世界の常識が分からないので今回だけ、レクシアさんに料理を作ってもらうことにした。

　そして台所まで案内し、調味料や食材、調理器具などを用意する。

「ここにあるモノは何でも使って大だい丈じよう夫ぶですよ」

「まあ！　さすがにお城の厨ちゆう房ぼうほど広くはないけど、とても綺き麗れいね！」

　いくら賢けん者じやさんの家とは言え、お城と比べられちゃどうしようもないと思うんです。

　レクシアさんは食材や調理器具を確認すると、ジャガイモを手に取り、そのまま、まな板の上に乗せ、包丁を摑つかむと────。

「えいっ！」

　────勢いよく振ふり下ろした。

「あら？　狙ねらいが外れたわ。意外と難しいわね」

「あ、あの、レクシアさん？　レクシアさーん？」

　冷ひや汗あせを流しながら何度もレクシアさんの名前を呼ぶが、レクシアさんは俺の声に気付かず、ひたすらにジャガイモを相手に戦せん闘とうを繰くり広げていた。

「もう！　何で当たらないの……よっ！　あら？」

「ヒィ!?」

　レクシアさんが振り下ろした包丁は手からすっぽ抜ぬけ、俺の頰ほおスレスレを通り過ぎ、そのまま壁かべに突き刺ささった。こ、怖こわいぃぃぃぃいいいい！

「……おい、ユウヤ。レクシアに料理を任せて本当に大丈夫か？　死ぬぞ？　私たちが」

　ベッドから起き上がり、俺と同じようにレクシアさんの調理風景を見ていたルナが、頰を引きつらせながらそう告げた。

「か、回収ぅぅううう！」

　俺もさすがにこれ以上はダメだということで、急いで壁に刺さった包丁を回収し、レクシアさんの説得に行く。

「れ、レクシアさん！　レクシアさん、お料理の経験は……？」

「え？　これが初めてよ？」

「はいアウトぉ！」

　最初に訊きいておけばよかったね！　俺のミスです！

「レクシアさん、大変申し訳ないんですが……今日は俺に料理させてもらえないでしょうか？」

「え？　どうして？」

「その……ルナの体力回復のためにも、早く料理を提供したいですし、その料理のための食材はこの【大魔ま境きよう】でとれたものばかりですので、慣れた俺の方が早く終わるかと……」

「は、腹が減ったなー。早く食べたいなー」

　ルナも俺の言葉に全力で頷き、棒読みながらも俺のフォローをしてくれた。

「そ、そう？　それじゃあ仕方ないわね」

　レクシアさんもさすがに万ばん全ぜんではないルナの言葉は無視できず、渋しぶ々しぶと言った様子ながらも俺にバトンタッチしてくれた。

「でも、次は私が料理するからね！　二人とも、楽しみにしときなさいよ！」

「あ、あはははは……」

「……せっかく助かったが、どうやら次の機会で王女に殺されてしまうようだ。無念」

　縁えん起ぎでもないこと言わないでくれっ！　ほら、お城にいるシェフとかに習えば多分大丈夫だから！

　避さけることのできない約束をレクシアさんと交わしながら、俺はささっと料理を作り始めた。

　体力がつきやすいように【キング・オーク】の肉を使ったりして、素材には気を遣つかっている。

　そんな俺の料理する姿をレクシアさんとルナはずっと眺ながめていた。

「ユウヤ様、料理までできるのね……」

「ますますユウヤが分からない……何でもできるのか？　本当に同じ人間なのか？」

　うっ……野外学習の時もそうだったけど、人に見られながら料理するのって慣れないなぁ。緊きん張ちようする……何か変だったりしないかな？

　とにかく、二人には美味おいしいモノを食べてもらいたいから、【料理】スキルをフル活用しながら作っていく。

　いつも以上に緊張しながらも何とか作り終えた俺は、二人とナイトの前に料理を置いた。

「さて、それじゃあ食べようか」

「わふ！」

「本当に美味しそうね！」

「ああ……もう腹が減って仕方がない」

　ありがたいことに、二人とも俺の料理を楽しみにしてくれていたようで、俺は一安心した。

「ん～！　これ、本当に美味しいわ！　さすが私のユウヤ様ね！」

「うぇ!?」

　そう言うとレクシアさんは突とつ然ぜん俺の腕うでに抱だき着いてきた。れ、レクシアさん!?

「お、おい、レクシア！　ユウヤから離はなれろ！」

　いきなりのことに固まる俺の代わりに、ルナがレクシアさんを俺の腕から引き離してくれた。ほ、本当にレクシアさんは大だい胆たんだな……。

「そ、その……お口にあったのならよかったです」

　とりあえず、上手うまく作れたとは思ったが、実際にそう言われると嬉しい。

　レクシアさんの言葉に笑みを浮うかべていると、ルナが思案顔で料理を見つめていた。

「？　ルナ、どうかした？」

　俺が声をかけるも、ルナは反応せずに小さく何かを呟つぶやく。

「……レクシアに、ユウヤをとられないようにするには……」

「ん？」

「ゆ、ユウヤ！」

「は、はい!?」

　ルナに急に大声で名前を呼ばれたので、俺は思わず姿勢を正して応こたえた。

　レクシアさんも口に料理を運ぼうとしたまま驚おどろいている。

「ユウヤ……その、ユウヤが食べさせてくれないか？」

「へ？」

「ちょっと、ルナ!?」

「私はまだ体力が戻っていなくてな。体を動かすのも億おつ劫くうなのだ」

「ウソ言いなさいよ！　別に食事に体力とか関係ないでしょ!?」

「そんなことないぞ。激しく動けば傷が開くかもしれない。ああ、仕方ない。ユウヤが私に食べさせてくれるのは仕方なく、当然のことなのだ」

　いや、ルナさん。貴女、さっきまで普ふ通つうに動いてましたよね？　食事以上に体動かしてましたよ？

　頰を引きつらせながらそう思っていると、ルナさんは俺を上うわ目め遣づかいで見てくる。

「……ダメか？」

「うぐっ……」

　ダメというか、何というか……まあもし本当に食事をするのも億劫だと言うのなら、そのダメージは俺がルナに与あたえたわけだし……。

「……分かったよ。ほら、口を開けて」

「う、うん。あー……」

「あー！」

　ルナの隣となりでレクシアさんが絶ぜつ叫きようしているが、俺は気き恥はずかしさからそちらに意識を向ける余よ裕ゆうがなかった。

「……どうだ？」

「……ん。いいものだな、これは……とても美味しい」

　料理を堪たん能のうするルナは一度飲み込むと、レクシアさんに視線を向けた。

「フッ……」

「むきー！　ユウヤ様！　私にも、私にもルナみたいに食べさせてください！」

「ええ!?　で、でも……レクシアさんは別にケガしてるワケじゃ……」

「王女命令です！」

「王族怖い」

　権力はダメ。もうどう頑がん張ばっても逆らえません。小市民なので。

　仕方なくレクシアさんにもルナと同じようにすると、今度はまたルナが催さい促そくをしてきて……俺は自分の料理を食べる時間がなかった。何故だ。

　何とか二人にすべての料理を食べさせ終え、俺はようやく自分の食事にとりかかれる状態になった。

「も、もう大丈夫だよな。俺は今から食べるから、少し待ってて────」

「いいえ、ユウヤ様！　今度は私たちがユウヤ様に食べさせてあげるわ！」

「へ？」

「そうだぞ、ユウヤ。先ほどの礼だ」

「……」

　俺は二人の発言に開いた口が塞ふさがらなかった。てかルナさん。俺に食べさせる体力があるなら、自分で食べればよかったのでは？

　呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、二人は俺の食器にある食べ物をそれぞれが差し出してきた。

「はい、あーん！」

「さあ、遠えん慮りよせず食べろ」

「……はい」

　一つだけ言おう。今日の食事は、とても疲つかれた。
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　食事の後、寝ね床どこをどうするかなどで一ひと悶もん着ちやくあったりしたが、精神的に疲れていた俺はそれを何とか乗り切り、無事に寝ることができた。

　そして翌日、一日休んだルナの体調も大だい丈じよう夫ぶだと分かり、改めてオーウェンさんたちと別れた場所まで行くことになった。

　転移魔法で移動すれば早いのだろうが、ルナがリハビリも兼かねて体を動かしたいということで、徒歩での移動だ。

　……正直、オーウェンさんに何も説明せずにレクシアさんや襲しゆう撃げき者であるルナを連れていったため、俺としては非常に顔を合わせづらいのだが……素直に謝るしかない。悪いのは俺なんだから。

　それに、オーウェンさんたちがまだあの場所に残っているという保証もないのだ。

「本当、ユウヤとナイトはデタラメだな……【大魔境】の魔物を相手に優位のまま戦闘を進められるだなんて……」

「わふ？」

　ルナがどこか遠い目をしながらそんな風に言うが……俺だって、未だに【大魔境】の奥地にはそんなに行ってないし、正直賢けん者じやさんという存在を知る俺からすれば、まだまだ修行しなきゃと思っている。まあ賢者さんが忠告してくれたように、行き過ぎた力を持つまでにはいかなくても、せめてナイトや友だちを守れるくらいには強くなりたい。

「あ、出口よ！」

　ついに森の出口が見えてくると、レクシアさんは嬉うれしそうに指さしてそう告げた。

　道中、ゴブリン・エリートの群れに遭そう遇ぐうしたりしたが、出口付近に魔物の姿はなく、無事に【大魔境】を抜ぬけることができた。

　すると……。

「あっ！　隊長、隊長！　あそこ、あそこを見てください！」

「っ!?　レクシア様ッ！」

　声が聞こえ、その方に視線を向けると、最初に会った時と変わらずオーウェンさんたちの姿が見えた。どうやら、一日だけとはいえ、ここで待ってたようだ。

　オーウェンさんは俺たちの姿を確認すると、急いで駆かけ寄ってくる。

　そんなオーウェンさんに、レクシアさんはにこやかに告げた。

「あら、オーウェン。ごきげんよう」

「ごきげんよう、じゃないでしょう!?　勝手な行動は慎つつしんでください！　我々は貴女あなたの護衛なのですよ!?」

　さすがに今回の件は悪いと思ったのか、レクシアさんも素直に頭を下げた。

「ごめんなさい」

「あ、あの！　オーウェンさん。すみませんでした。レクシアさんも一いつ緒しよに連れていってしまい……」

　冷静に考えたら、ある種の誘ゆう拐かいみたいなもんだよな。大丈夫かな？　やっぱり罪に問われたりするんだろうか？

　不安に思いながらオーウェンさんの顔を見ると、オーウェンさんは一いつ瞬しゆん何かを言いかけるも、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……色々と言いたいことはありますが、レクシア様の立場とユウヤ殿どのの立場、この二つを考えればレクシア様の言うことに逆らうのは難しかったでしょう」

「そんな！　レクシアさんが悪いんじゃなくて、俺がその場で流されちゃったから……」

　俺もオーウェンさんも互たがいに謝り合っていたが、このままでは話が進まないと一度切り上げた。

「ゴホン！　あー……それで、レクシア様。先ほどから気になっていたのですが、そちらの女性は？　足元の子こ狼おおかみはユウヤ殿の仲間だと聞いていますが……」

「あ、そういえばあの時ちゃんと紹しよう介かいできていませんでしたね。この子は俺の家族で、ナイトと言います」

「ワン！」

　俺の紹介を受けたナイトは器用に前足を上げると、そう答えた。

「……ずいぶんと賢かしこそうな狼ですな。ナイト殿、あの時はレクシア様を救ってくださり、ありがとうございます」

「わふ」

　ナイトは「気にしないでー」と言うように吠ほえた。

「いや、本当に賢い……それで、そちらの女性は？」

「ああ、彼女は────」

　そこまで言いかけた瞬間、レクシアさんが何な故ぜか胸を張って、俺の代わりに答えた。

「彼女は私を襲おそった暗殺者のルナよ！　そして今は私の新しい護衛ね！」

「は？」

「……おい、ユウヤ。この女はバカなのか？」

　頭を押さえながらそう言うルナに、俺も引きつった笑いを返すことしかできない。いや、まさかそこまで正直に言うとは思わなかったから……。

　オーウェンさんもレクシアさんの言葉に表情を凍こおらせるが、すぐにレクシアさんを抱かかえて飛び退のき、ルナから距きよ離りをとると剣けんを抜いた。

　それを合図に他の兵士さんたちも剣を抜くと、ルナに切っ先を向ける。

「ちょっと、オーウェン!?　何ルナに剣を向けてるのよ！　早く下げて！」

「レクシア様こそ何を仰おつしやっているのですかッ！　この女は、貴女を襲った暗殺者なのでしょう!?」

「そうよ。だから護衛として雇やとったわ！」

「その『だから』に辿たどり着くまでが不明すぎるんですが!?」

　レクシアさん、色々と説明を省きすぎです。オーウェンさんも本当に苦労してらっしゃいますね。今回はその一つに俺も関わってしまっているので何も言えないけど。

　剣を向けられているルナ自身は、苦笑いしながら両手を上げ、無抵てい抗こうの意を示していた。

「レクシア。彼らを何とかしてくれ」

「もう、面めん倒どうだからやっちゃっていいわよ？」

「貴様バカだろう」

「何でよっ！」

　レクシアさんの口からまさかの物理的解決を提案されたルナは、半目でそうツッコんだ。

「えっと、オーウェンさん！　ルナのことなんですが、レクシアさんの言う通り、レクシアさんの護衛になったのでもう危険はないです！」

「その言葉を素直に信じろと？　もしそれが暗殺者の狙ねらいだとすれば、レクシア様に危険が及およぶ」

「うっ……」

　本当にまとも過ぎる意見に俺は何も言えない。情けないけど、正規の護衛であるオーウェンさんの言葉は正しい。

　何て言えば信じてもらえるだろうかと必死に考えていると、ルナが一つ溜息を吐いた。

「はぁ……私が信用できないのも仕方ないが、もしレクシアを殺そうと思えば、昨日のうちに……それこそ一緒に寝ている間にできた」

「……レクシア様？」

「何よ。一緒にユウヤ様のところで泊とまってたんだから、一緒に寝るのは当たり前でしょう？」

「…………ユウヤ殿？」

「ごめんなさい」

　俺にはただただ謝ることしかできないです。本当、申し訳ありません。

　色々と言いたげなオーウェンさんだったが、俺やレクシアさんの顔、そしてルナを見て、またも溜息を吐きながら剣を収めた。

「はあ……まだ完全に信用はできんが、剣を向けることだけは止やめよう」

「た、隊長!?　いいのですか!?」

「仕方ないだろう。事実、最初に襲撃した時の腕うでを見れば、レクシア様と一緒に就しゆう寝しんした際に殺すことはできただろうしな。それをしなかったのはユウヤ殿のお力なのか、それともレクシア様の言う通り、護衛になったからなのか……何にせよ、今の我々では判断することはできない」

「もう、いちいち細かいわね。ルナは私の護衛になったんだから素直に喜びなさいよ！　これでも凄すご腕うでの暗殺者なのよ!?」

「これでもは余計だ」

　完全に毒気を抜かれた様子のオーウェンさんは、呆あきれ顔でレクシア様を見た後、すぐに真しん剣けんな表情でルナを見た。

「……では、レクシア様の言葉を信じるとして、護衛になったのだ。君にレクシア様暗殺の依い頼らいをした人物について、話してもらおうか？」

「ふん、いいだろう」

　もう完全に闇やみギルドへの警けい戒かいなどはないのか、ルナは素直に依頼された内容について話した。

「とはいえ、闇ギルドへの依頼をする人物はたいてい素す性じようを隠かくしている。だが、今回は確実に王国の貴族からの依頼だった。それも、第一王子のご機き嫌げん取りのためらしい」

「何っ!?」

「そんな……どうして……」

　俺は完全に蚊か帳やの外だし、お国の事情が分からないので何とも言えないが、今まで天てん真しん爛らん漫まんだったレクシアさんがショックを受けた顔をした。

　第一王子ってことは……え、レクシアさんのお兄さんか弟さん？　いや、でも……王族ってなんだか複雑そうだから、俺の常識にある普ふ通つうの兄妹きようだいとはまた違ちがいそうだし……。

「とはいえ、第一王子のご機嫌取りに関しては、憶おく測そくの域を出ない。裏の世界では第一王子の話はよく上がるが、完全にその話の裏がとれたワケではないからな」

「その話とは？」

「ん？　それはもちろん、第一王子が第一王女……つまり、レクシアを憎にくんでいるということさ」

「ッ……」

　兄弟から憎まれているかもしれないという事実をルナから告げられ、表情を強こわ張ばらせるレクシアさん。

　そんなレクシアさんにナイトが心配そうに近づき、足にすり寄った。

　ナイトに気付いたレクシアさんはそのまま抱だきかかえる。

「あ……な、ナイト」

「わふ……ワン」

「……ありがとう」

　言葉は伝わらないだろうが、それでもナイトが心配していると分かったレクシアさんは、優しく微笑ほほえんだ。

「……話を続けるぞ。とにかく、私はレクシアの暗殺依頼を受けたわけだが……その中の情報に、ユウヤのことも書かれていた」

「へっ!?　お、俺!?」

　完全に俺とは関係のない話だと思っていたもんだから、いきなり俺が話題に出て焦あせった。

「ああ。ただ、ユウヤという存在が完全に知られているのではなく、【大魔ま境きよう】に誰だれかがいるだろうという曖あい昧まいな情報だがな」

「たとえそうでも、どうして俺の情報なんか……」

　俺の言葉に、何故かルナは呆れた様子で答えた。

「あのな、ユウヤ。レクシアは私に襲われる前に、一度襲しゆう撃げきを受けている。その際も手て練だれが向かったようだが、そこでレクシアはあの【大魔境】に逃にげこんだ。まあそこでの手練れのミスは【大魔境】にまで深追いしたことだが、案の定、レクシアの暗殺に仕向けられた者たちは帰ってこなかった────そう、レクシアを除いて」

「あ……」

「気付いたか？　もし魔物に襲撃者たちがやられたんだとすれば、レクシアも襲われてなければおかしい。【大魔境】で身を隠せる技術を持つ者なんて……ああ、ユウヤとナイトは別だが、普通はいない。そしてレクシアは至って普通だ」

「それ、遠回しに俺が普通じゃないって言ってる？」

「……レクシアだけ生き残り、手練れの暗殺者が死んだとなれば、考えられる可能性として何者かに助けられたということになる」

　無視された。

「王女の暗殺を行うというんだ。暗殺者たちは念入りに計画をしていただろうから、オーウェンたち護衛とレクシアは離はなされていただろうし、そうなると第三者の存在を考えざるを得ない。それを魔物と考えてもいいが……そうなると、最初に言った通りレクシアだけ運よく生き残るとは考えにくい。何せ、手練れの暗殺者たちは全員死んでいるんだからな」

「ううむ……」

　ルナの説明を受け、思わず唸うなり声をあげるオーウェンさん。俺自身も頭を抱えたい気分だ。

　ルナの言っている暗殺者がどうとかって言うのは、恐おそらく初めてレクシアさんと出会った時のことだろう。

　あの時はよく分からなかったが、確かにゴブリン・ジェネラルの周囲には血肉が飛び散っていた。つまり、あれが……。

　そこまで考えて、俺はサッと血の気が引いた。

「……わふ？」

「ユウヤ様？」

「えっ？　あ、ああ、ごめん。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　俺の様子がおかしいことに気付いたナイトとレクシアが気き遣づかうような声をかけてくれた。

　人だから命の重さが違うとか、そんなことを言うつもりはないけど、それでも心にくるものがある。

　……散々魔物の命を奪うばっておいて言えることじゃないな。

　そう思った俺は、まだ衝しよう撃げきが抜ぬけきらない中、何とか持ち直すことができた。

「いつかはユウヤ殿どのの存在が周囲にバレることは分かっていたが、予想以上に早かったな……そのためにもユウヤ殿にはぜひとも陛下に会っていただきたい」

「あっ、そ、その件なんですが……」

　オーウェンさんの言葉で、レクシアさんとルナをここへ送り届ける以外にもう一つ目的があったことを思い出し、俺は恐る恐る切り出した。

「えっと……すみません。昨日、出発していれば大丈夫だったんですが……」

「ま、まさか……」

　オーウェンさんの顔がみるみる青くなっていくのを見て、俺はさらに罪悪感に駆かられる。

「すみませんっ！　王様に謁えつ見けんするのはまた次の機会にしてもいいでしょうか？　予定が入ってまして……」

「ええっ!?　ユウヤ様、一いつ緒しよに王都まで来てくれないの!?」

　レクシアさんも驚おどろきの声をあげるが、このゴールデンウイークが終わってしまえば、いつも通り学校が始まってしまうのだ。

「本当にすみませんっ！　次の機会……が果たしていつになるのかは分かりませんが、必ずそちらに伺うかがいますから……！」

　失礼だとは分かっているが、俺には謝罪することしかできない。

　そんな俺に対し、オーウェンさんはまるで魂たましいが抜けたような表情を浮うかべた。

「そ、そう……ですか……はは、はははは……予定があるのでは、仕方ないです、ね……」

「……おい、レクシア。この男は本当に大丈夫なのか？　見るからに死にそうな顔をしているぞ」

「大丈夫よ。いつものことだから」

「それはそれでどうなんだ……？」

　ルナが何とも言えない表情でオーウェンさんを見る。いや、心労を重ねさせてしまい、大変申し訳ないです……。

　必死に謝罪すると、オーウェンさんは気を取り直したように姿勢を正した。

「んんっ！　では、次に会えるのはいつになりそうですか？」

「それが……まだ予定が不確定でして、何とも言えないんです」

　学校の行事がどうなっているのかもまだ把は握あくしきれていないからな。前の高校ならある程度予想は付いたんだけど、今の高校じゃその予想が当てにならないし……。

「そうですか……では、ユウヤ殿の都合のいいタイミングで王都に来ていただきたい」

「えっ？　い、いいんですか？　その……王様のご都合などは……」

　まさかの俺の好きなタイミングで行っていいという発言に驚きを隠せない。だってお国のトップと会うのに、アポイントメントもとらないで会うなんてこと、できるんだろうか？

「来ていただいてすぐというのは難しいかもしれないが、その次の日であれば確実に時間がとれるだろう。最近は大きな争いもなく、外交関係や内政も落ち着いているからな。……まあ第一王子のこともあるが、そちらは彼女の言う通り憶測の域を出ぬしな」

「は、はあ……」

　本当にいいんだろうか？　でも、俺にとって助かるのも事実。

「では……申し訳ありませんが、今度は俺の都合のいいタイミングでお伺いしますね」

「うむ、それで構わない。すぐそこの街道を真っすぐ進むと街がある。そしてその先にも続く一本道を辿たどって行けば、王都まで辿り着けるだろう。残念ながら馬車の手配などはできないが……」

「と、とんでもないです！　すみません、ありがとうございます！」

　オーウェンさんの指差した方には、確かに一本の舗ほ装そうされた道が続いていた。一本道と言うのであれば、俺も迷うことはないだろう。

「さて……では、我々は引き上げることにいたしましょう。色々と調べねばならぬことも増えましたしな」

「同業者の相手や警けい戒かいは任せろ。雇やとわれたからにはそれくらいはする」

「……期待しておこう」

　ルナがどんな扱あつかいを受けるか心配だったが、警戒以上の意識は持たれていないようなので安心した。

「う～……ユウヤ様、本当に来ていただけないの？」

「えっと……すみません。次こそは、俺の方から王都に行きますので」

「……あまり引き留めてもユウヤ様に迷めい惑わくがかかるわね。いいわ、今回は諦あきらめます！　ですが、絶対に王都にいらしてね？　約束よ？」

「はい、約束です」

　レクシアさんは俺の言葉に満足げに頷うなずくと、そのまま用意されていた豪ごう華かな馬車に乗り込んだ。

　その姿を俺とナイトで見届けていると、ルナがソワソワした様子で近づいてくる。

「その……ユウヤ。ユウヤには迷惑をかけたな」

「そんな、迷惑だなんて……色々困こん惑わくしたり、本当に心配したりしたけど、ルナがこうして無事に過ごせることが決まって、俺は安心してるんだ」

「ユウヤ……」

「わん、わんっ！」

「ナイトも……そう、か。私を、心配してくれたのか……」

　嚙かみしめるように小さく呟つぶやくルナ。

　すると帰き還かんの用意ができたのか、馬車の中からレクシアさんがルナに声をかけた。

「ルナー！　もう行くから早く馬車に乗りなさい！」

「ああ、今行く」

　短いやり取りだが、それだけでレクシアさんとも上手うまくやっていけそうだと思った俺は自然と笑みが浮かんだ。これから時間をかけて、どんどん仲良くなっていってほしい。

　ゆっくり進み始める馬車をルナが追いかけようとしたが、ふと立ち止まると、こちらの方に走ってきた。

　そしてルナは俺の頰ほおに────。

「ユウヤ」

「え？　っ!?」

「ああああああああああ!?」

　進みゆく馬車からレクシアさんの絶ぜつ叫きようが聞こえてきたが、今の俺にはそれが何に対するものか全く分からなかった。
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　それほどまでに驚きで固まる俺に対し、ルナは顔を赤くして告げた。

「こ、このキスは……今までの礼と……その……せ、宣戦布告だっ！」

「何の!?」

「さあな！　自分で考えろッ！」

　ルナはそれだけ言うと、すごい勢いで馬車の方に走り去っていく。

「ちょっとオーウェン!?　今すぐ馬車を止めて！　私もっ、私もユウヤ様にキスするから！」

「いやぁ、いい天気ですなぁ」

「オーウェンんんんんんん！」

　レクシアさんの大声とは別に、オーウェンさんは心の底から和なごんだ声でそう言った。

「止めて！　止めなさいよっ！　私も……私もユウヤ様とキスするのおおおおおおおおおおお！」

　馬車から身を乗り出し、必死に手を伸のばすレクシアさん。

　その光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、俺はさっきの感かん触しよくを確かめるように思わず頰に手を伸ばすのだった。








第二章　アカツキ









　ルナたちと別れ、ゴールデンウイークも終わった今日、俺は未だにルナの行動の意味を考え続けていた。

「あれは一体……それに宣戦布告って……分からない……全然分からない……」

　女の子の考えることが全く分からない俺には、ただひたすら頭を抱かかえることしかできなかった。

　そしていつまで経たってもあの光景が頭に浮かび、正直ずっと悶もん々もんとしていた俺は、朝早く起きて、気分をすっきりさせるために異世界を少し散歩していた。

　すると────。

「うわぁ……」

「わふー」

　俺もナイトも、目の前の光景に感かん嘆たんした。

　そこは森の一部がぽっかりと穴の開いた様に拓ひらけていて、朝日を浴びてキラキラと輝かがやく湖が広がっていたのだ。

「すげぇ……こんな場所があったのか……」

「わふ」

　俺とナイトは思わず警戒することも忘れ、湖に近づく。

　湖の水を覗のぞき込むと、驚おどろくほどの透とう明めい度で底の方まで視認できた。

　確か、透明な水は栄養がないって聞いたんだが、水草も生き生きとしているし、湖の中を優ゆう雅がに泳ぐ魚の姿も確認できた。

　かなり大きい湖だから、水すい棲せいの魔ま物ものとかいるのかと思ったが、視認できる範はん囲いと【気配察知】のスキルの両方にそれらしきモノは確認できなかった。

「……そうだ！　ナイト、今日はここでお風ふ呂ろに入ろうか？　こんな景色を見ながらのお風呂なんてそうそう経験できるモノじゃないぞ」

「ワン！」

　ナイトの了りよう承しようも得られたところで、俺はお風呂セットを出現させた。ちょうど散歩でかいた汗あせを流すためにお風呂に入りたかったのだ。

　雰ふん囲い気きは和風というより洋風な気がしたので、今回はジャグジーにしてみる。

　早さつ速そく風呂に入って、目の前の光景を堪たん能のうすると、なんて贅ぜい沢たくなんだと思わずにはいられなかった。

「はぁ～……いい湯だなぁ……」

「わふ～」

「フゴ～」

　…………ん？

　聞き慣れない声が聞こえ、思わず隣となりを見ると……なんだか見たこともない子こ豚ぶたが俺たちと同じようにお風呂を堪能しているのだった。

「お前……どこからやって来たんだ？」

「ブヒ？」

　俺は風呂の中にいつの間にかいた見知らぬ子豚を持ち上げ、目を合わせるが、子豚は可愛らしく首を傾かしげるだけだった。いや、首をひねりたいのは俺なんだが……。

　うーん……考えられるとすれば、お風呂セットを出して姿を隠かくしている時にはすでにお風呂セットの近くにいたとか？

　改めて子豚の姿を見てみると、紅あかく短い毛に覆おおわれていて、瞳ひとみは黒色でこちらに何の敵意もなくただじっと見つめている。

　毛の触さわり心地ごこちはナイトとはまた違ちがった気持ちよさがあり、サラサラとしていた。

「よく分かんないけど、お前もこのまま一いつ緒しよに風呂入るか？」

「ブヒ！」

　俺がそう言うと子豚は俺の足元にスッポリ収まった。……可愛いな、コイツ。

　近づいてきたナイトと一緒に撫なでてやりながら、俺は子豚に【鑑かん定てい】のスキルを発動させてみた。




【孟もう槐じゆ】

レベル：４９０、魔力：６００００、攻こう撃げき力：５０００、防ぼう御ぎよ力：５０００、俊しゆん敏びん力：３０００、知力：１００００、運：１００００




「孟槐？」

「ブヒ？」

　聞いたこともない種族の名前に俺は首を傾げる。

　いや、異世界なんだし、俺が知らない種族の魔物がいるのは当たり前なんだけどさ。でも雰囲気的に中国系統な感じがするんだよなぁ……。

　それにしても、ステータスもだいぶ偏かたよってるな。

　攻撃力や防御力はレベルの割に低すぎるし、その代わり魔力だけはずば抜ぬけて高い。

「お前変わったヤツだなぁ～」

「ブヒヒ～」

「いや、特に褒ほめてるワケじゃないよ？」

　器用に子豚は前足を使って頭をかくような仕草をした。まあ可愛いからいいんだけど。

　そんなことを考えていると不意に目の前にメッセージが現れた。

『スキル【鑑定】が一定以上の習熟度を満たしたため、【鑑別】へと変化しました。【孟槐】のテイムに成功しました』

「何で!?」

　どこでテイムする要素があった!?　いや、今一緒に風呂に入ってるけど！

　あれか、裸はだかの付き合いをした仲ってことなんですかねぇ!?

　別に困るどころか、コイツ可愛いし俺としては大歓かん迎げいなんだが……。

「なあお前、俺にテイムされてることになってるけど……いいの？」

「フゴ？　……ブヒィ!?」

　お前も気付いてなかったの！

　すごく驚いた様子の子豚だったが、やがて一つ頷うなずいて俺の方を向いた。

「ブヒ。ブヒブヒ」

「何言ってんのかサッパリ分かんねぇ……」

　内容は詳くわしく理解できないが、何となくコイツは俺たちと一緒にいることに納得したようだ。それでいいのか？　野性よ。

　というより、ナイトもそうだが【全言語理解】のスキルが働いていない。何となくだが、正しく言語化されたモノじゃないっていうのと、そもそもナイトたちも言葉として鳴き声で同種と意い思し疎そ通つうをしてるんじゃなく、本能的な部分で意思疎通や合図をしているから【全言語理解】のスキルが働かないのだろう。その代わり、ハッキリとした言語は分からないが、何となくこう言ってるなぁってのは伝わってくる。

　そんなやり取りをしていると、ナイトが俺の方を見上げた。

「わふ？」

「ん？　ああ、コイツはたった今仲間になったらしい。仲良くしてやってくれ」

「ワン！」

　……ん？　ナイトとは子豚とよりは意思疎通がある程度できてるな……まあいいか。ナイトも完全に言ってる内容が分かるわけじゃないし。それにナイトとの方が付き合いが長いんだから、分かるのも当然か。子豚もそのうち慣れて分かるようになるだろ。

「とりあえず、こうして仲間……いや、家族になったわけだし、名前を付けないとな」

「ワンワン！」

「ブヒっ！」

　んー……何がいいかねぇ……。

　そもそも【孟槐】なんて名前を聞いたこともないし……。

　俺は子豚を眺めながら名前を考える。

　そして俺はナイトの時と同じように、見た目から名前を決めた。

「……うん。お前は【アカツキ】だ」

　紅い毛と黒い瞳から、俺は何となく夜明け前の空を想像したため、コイツにアカツキという名前を付けることにした。もう完全に俺の感覚の問題なので、文句は受け付けません。

　名前を付けられたアカツキは、嬉うれしそうな声をあげた。

「ブヒ！　ブヒブヒ！」

「おお、嬉しいか。そりゃよかった」

　変な名前にならないように気を付けたけど、喜んでもらえて嬉しいな。

　早速ナイトとアカツキはお互たがいに何やら話し合い、俺から少し離はなれた位置でお風呂を楽しみ始めた。

　さて……。

「……【鑑別】ってなんだ……」

　一度放置していたが、アカツキの名前を決めたのでこのスキルに関して考えることにする。

　メッセージの表記を見るに、俺が【鑑定】を使い続けたことで習熟度？　とやらが一定値まで達したから変化したらしいけど……どう違うんだ？

　それに、この変化があるってことは、もしかしたら他のスキルも変化するかもしれないってことだよな？

「……せっかくだし、この【鑑別】で【鑑別】のことを調べてみるか」

　すぐにスキルを発動させてみると、こう表示された。

【鑑別】……【鑑定】の上位スキル。【鑑定】より詳しく調べることができ、対象のスキル構成なども見ることが可能。

「よく分からんが、便利になったんだな」

　もっと感想や驚きがあってもいいんだろうが、俺としてはこれが一番の感想だった。

　取りあえず、この対象のスキル構成が見られるってことは今まで見ることができなかった敵のスキル……つまり、攻撃手段などを知ることができるってわけだ。それはとてもありがたい。これでより一層危険を回避できるわけだからな。

　ただ、人間とかのステータスやスキルを見るのはどうなんだろう？

　一つの個人情報みたいなものなんだろうし、無む暗やみに使うのもよくないような……。

　そこら辺のスキルの使い方が微び妙みように分からないから、今は魔物だけに留めておこう。

　というワケで、せっかくなのでナイトたちのスキル構成を見てみることに。

「なあ、ナイト、アカツキ。お前たちのスキルを確認したいんだけどいいか？」

　ステータスは勝手に見ているくせに、ここだけ確認をとるのも変な話だが俺は一応訊きいた。

「ワン！」

「ブヒ！」

　二人？　からも許可を貰もらったところで、俺はナイトのスキル構成から見ることにした。




【ナイト】

【嚙ごう撃げき術：10】、【爪そう術：10】、【魔力操作】、【無詠えい唱しよう】、【気配察知】、【見切り】、【弱点看破】、【超ちよう感覚】、【夜や神しん狼ろうの神かむ威い《現在使用不可》】




「お前メチャクチャだなぁ!?」

「わふ？」

　俺のツッコミにナイトは可愛らしく首をひねるだけだった。

　いやいやいや、何なのこのぶっ飛んだスキルの数々は！

　いつの間にか【無詠唱】を習得してるし、爪や嚙かみつき攻撃は熟練度最大で、何より【夜神狼の神威】って何!?　今は使えないみたいだけどさ！

「ナイト……お前は将来大物になるぞ。間違いない」

「わふ？　クゥン」

　頭を撫でてやると、ナイトは俺に体を擦こすり付けてきた。将来大物になるだろうけど、今は甘あまえん坊ぼうで可愛い。可愛いから何でもいいか！

「よし、じゃあアカツキはどうだ？」

「ブヒ」

　アカツキのスキル構成を見ると……。




【アカツキ】

【魔力操作】、【祓ふつ魔ま】、【解かい呪じゆ】、【聖域】




「お前も大たい概がいだなぁ!?」

「ブヒ？」

　戦せん闘とうに使えるのかよく分からんスキルばっかりだが、【聖域】ってどう考えてもおかしいだろ。

「なあ、アカツキ。この【聖域】ってスキル、使ってみてもらってもいいか？」

「フゴ」

　正直どんな内容のスキルなのか想像もつかなかった俺がアカツキにそう訊くと、アカツキは何の躊躇ためらいもなくスキルを発動させた。

　すると……。

「おお！」

「わん！」

　アカツキを中心に、何だか温かい光があふれだし、森全体に広がった。

　そしてその光を受けた湖は淡あわい光を放ち、木々や草花はより一層生き生きとした状態に変化した。

「これって……もしかしてだけど、回復させたりするスキルなのか？」

「ブヒ」

　アカツキは俺の考えが正しいと言うように、可愛らしく頷いた。

　だが、正直この【聖域】というスキルにはもっと効果があるように思える。

　それは綺き麗れいとはいえ、それ以外は普ふ通つうの湖が淡く光っていることもそうだが、周囲一帯が浄じよう化かされたような……なんだか清すが々すがしい気分になったのだ。

　今はこれ以上調べることはできないが、ひとまずアカツキはナイトのようなバトルタイプではなく、回復や支し援えんで大活かつ躍やくできそうだなと思った。

「とりあえず、お前も凄すごいヤツだってことが分かったよ」

「ブヒ～」

　スキルが新しくなったり、アカツキが家族になったりといろいろとあったが、どれも悪いことではないのでいいだろう。

　俺がアカツキとナイトを撫なでながらたっぷりとお風ふ呂ろを堪たん能のうしていると、突とつ然ぜんナイトがお風呂から飛び出し、家の方に駆かけていく。

「え、ナイト!?」

　思わずナイトを追いかけようとするが、服を着ていないことを思い出し、急いで着ていると、ナイトが何かを咥くわえて帰ってきた。

「わふ」

「一体どうしたんだ？　急に駆け出して……ビックリしただろ？」

「わふ。わん！」

「え？　これ？」

　持ってきてくれたのは時計で、ナイトは器用にそれを俺の前に置くと、可愛らしく足でテシテシと叩たたいた。

　よく見ると、いつもなら学校へ行くために着替え始めている時間になっている。

「えっ！　もうこんな時間!?」

　ゴールデンウイークが終わったということは、普通に授業が始まるわけで、俺は急いで支し度たくをする。

「すまん、ナイト！　助かった！　アカツキも早々に悪いが、今すぐ帰るぞ！」

「わふ～」

「ブヒっ！」

　慌あわてて転移魔ま法ほうで家まで帰った俺は、すぐに着替えを終えると軽い朝食をとり、そのまま家を飛び出した。

　そしてそのころには、頭もスッキリしており、結果的に気分を切り替かえることに成功したのだった。




　　　　＊＊＊




「よーし、ホームルームを始めるぞー」

　いつも通りのやる気のない声で沢さわ田だ先生がそう告げると、今日の予定を軽く話した。

　予定を告げた後、沢田先生はふと何かを思い出した様子で、嫌いやらしい笑みを浮うかべた。

「お、そういえば……そろそろ球技大会の時期だなぁ」

　沢田先生が呟つぶやいたその言葉に首をひねっていると、俺以外のクラスメイトたちはやる気を漲みなぎらせていた。

「よっしゃあああ！　ここでいい成績残して、学園祭の予算をゲットだぜ！」

「球技大会は予算ゲットのチャンスが大きいからな！」

　どうやら野外学習の時のように、球技大会の順位などで学園祭の予算が変わるようだ。

　というより、そもそもそんなに予算の差で出店が変わるのか？

　俺が不思議に思っていると、それに気付いた沢田先生が教えてくれた。

「ん？　この間の野外学習で軽く学園祭については説明したと思うが……ああ、規模が分からないのか」

「え？　あ、はい」

「そうか……軽く説明するとだな、ウチの学園祭は、よそとは規模がまるで違ちがう。まず、毎年テレビ局が取材に来るし、超有名アーティストの生演奏も行われたりする」

　すでに次元が違ちげぇ！

「最低限の予算で出せる出店ってのはまあ他の高校と大差ないモノだな。屋台のつくりも他教室から机とか借りてきて、セッティングするんだ」

「はぁ……」

　まあそれはどこの高校もそんなもんじゃないのか？

　俺がそう思っていると、沢田先生はニヤリと笑った。

「だがな？　ウチの学園祭で豪ごう華かなところは、全部の屋台を業者に頼たのんで作ってもらうこともできるし、お化け屋や敷しきなら内装やカラクリも本職の物を使える。劇をするなら豪華な衣装も予算で使えるし、舞ぶ台たい装置や照明器具も全部外部発注でいけるってわけだ」

　何それ、本当に学園祭か!?　ちょっと俺の予想してなかったレベルなんだけど？

　あまりの規模の大きさに絶句していると、沢田先生は満足そうに頷うなずいた。

「よし、ウチの学園祭がどれだけすごいか分かったようだなー。じゃあそれを踏ふまえたうえで言うが、今から行事が増え始めるぞ。まずは球技大会だが、知っての通りここでの成績も学園祭に反映されるから、頑がん張ばれよー」

　どれもこれも重要な行事ってことか……。

　とはいえ、今の俺は楽しみだという気持ちでいっぱいだった。

　他の皆みなも楽しみにしているようである。

「よし、それじゃあ今日も一日適当に頑張れー」

　沢田先生は最後にそう告げて、ホームルームを終しゆう了りようした。




　　　　＊＊＊




　ホームルームで沢田先生が言っていた球技大会に向け、今から行う体育の授業はその事前練習に当てられることになった。

　サッカー、バスケ、ドッジボール、テニス、卓たつ球きゆうなどの種目の中から一人一つを選び、クラスのチームを決めるらしい。

　それぞれの種目の１位は10点、２位は５点、３位は３点となり、それ以外は１点で集計し、最終的に得点の高かったクラスが優勝となるようだ。

「さて、今日はサッカーをしてもらう。チーム分けはこっちで適当に決めたから、そのチームで動け。ポジションとかはチーム内で決めるように。あと、先に言ってしまえば次の体育の授業ではバスケをするからそのつもりで」

『はーい』

　体育の担当である大おお岩いわ先生の言葉に、全員が元気よく返事をした。

　大岩先生の発表したチーム分けを見ると、亮りようと慎しん吾ご君の二人と同じチームになれたが、晶あきらは敵のチームとなった。

　それに、よく見ればどうやら球技大会は男女混合のチーム戦らしく、楓かえでと凜りん、それに雪ゆき音ねも俺たちのチームのところに名前があった。

「やっほー、みんな！」

「同じチームだな。頑張ろうぜ！」

「亮がいるなら安心だねぇ」

「……そうだね」

「ぼ、僕はそんなに役に立たないけど……頑張るよ」

「俺はそもそもサッカーをちゃんとやったことがないからなぁ」

　小学校や中学校の時にもサッカーの授業はあったが、詳くわしいルールを説明されたことはない。まあルールなんてあってないようなもんだったし。

　しかも、学校側は幼少時からサッカーや野球をして遊んでる前提で教えてくるため、本当にサッカーや野球をして遊んだことのない俺は詳しいルールが全然分からないのだ。調べたらいいのかもしれないけど、興味なかったからなぁ……おかげでメチャクチャ馬ば鹿かにされたっけ。

　思わず遠い目をしていると、亮たちも俺の発言に目を見開いていた。

「優ゆう夜や、サッカーしたことないのか？」

「うん……昔から外で遊んだりしなかったし、学校でもルールは習わなかったからね」

「そうか……なら、キーパーは分かるか？　ゴールの前に立って、相手が蹴けったボールをとればいいんだが……」

「あ、それは分かるよ。でもなんか、どこからどこまでが手を使っていいとかは分からないなぁ」

　キーパーもただボールをとればいいってわけじゃなく、位置によっては手を使ってとっちゃダメな場合もあるらしい。よく分からん。

　すると亮は親切にフィールドまで移動し、とある線を指した。

「この線の中までなら手を使っても大だい丈じよう夫ぶだぞ。それで、もし詳しいルールが分からないんなら、今回はゴールキーパーとして参加してみないか？」

「俺がキーパーでもいいの？」

「おう。完かん璧ぺきにとは言い切れないが、なるべくゴールに近づけさせないようにするからよ」

「そうそう！　それに優夜君なら守り切れるよ！」

　亮は白い歯を見せて笑い、楓も笑顔でそう言ってくれた。

「じゃあ、今回はキーパーをしようかな」

「ぼ、僕はその近くにいるし、時間があればその都度ルールを教えるよ」

「本当？　ありがとう！」

「おやおや、ずいぶんと消極的だねぇ。ま、今回は優夜にルールを教えるって意味ではいいのかもね」

「……それも一つの戦略」

　慎吾君は運動が苦手なのが分かっているため、前回のサッカーの時もゴール付近にいたし、だからこそ時間があれば俺にルールを教えてくれるそうだ。本当にありがたい。

　しかも今回は味方に亮がいるのでかなり安心して体育の授業に臨のぞめる。

　そうやって俺以外のポジションやら動きやらも確認していると、ついに試合が始まった。

　案の定、亮はボールをキープするとすさまじい勢いで敵てき陣じんに突つっ込んでいく。

「だああああ！　マジで亮が強すぎる！」

「ここで絶対に止め────あ、抜ぬかれた」

「抜かれるの早すぎるだろ!?」

「さっすが亮君！」

「やっぱり仲間だとありがたいね！」

　女子たちも男子に負けないようにうまい具合に亮のサポートをしていた。

　快かい進しん撃げきを続ける亮だが、途と中ちゆうで敵のほぼ全員に囲まれ、身動きが取れなくなってしまった。

「くぅ……！　こうなると動けねぇ……！」

「ハハハハ！　どうだい!?　王星学園の貴公子であるこの僕の足さばきは！」

「いや、晶！　亮のボール狙ねらうのはいいが、その動き、同じチームの俺らからしてもなかなか邪じや魔まだぞ!?」

　かなり距きよ離りがあるが、異世界でレベルアップしたおかげで上じよう昇しようした視力で、亮たちが激しくボールを奪うばい合う光景が目に入った。

　だが、さすが亮と言うべきか、相手の隙すきを見つけると近くの仲間にパスを出し、一気に攻せめ始める。

　そしてそのまま仲間同士でパスを回して相手を攪かく乱らんすると、そのままゴールを決めた。

「よっしゃあ！」

「クソッ！　亮が強すぎる……！」

「球技大会の時は味方だからいいけど、敵に回るとウザすぎるだろ！」

　確かに球技大会って面から見れば、俺たちは全員仲間なので、これ以上心強い味方はいないだろう。

　その後も亮は最初の発言通り、俺の守るゴールに相手を寄せ付けず、どんどんシュートを決めていった。

「おお……本当に亮が無む双そうしてる……」

「あはは……他のクラスや先せん輩ぱいたちには亮君と同じかそれ以上の人もいるみたいだけどね」

「マジで!?」

「うん。サッカー部は全国大会の常連だよ？」

　たった今、目の前で無双を続ける亮以上が存在しているかもしれないという事実に、俺はただただ驚きよう愕がくする。

　王おう星せい学園ってエリートの通う場所って認識はあったけど、そんなにスポーツも強いのか……。

　とはいえ、徐じよ々じよに亮の動きを止めるために連れん携けいが上手うまくなったのか、相手チームにボールをとられる頻ひん度どが多くなった。

　すると、何やら凜が悪い笑みを浮うかべ、楓に近寄って行く姿が見えた。

「そうだ、楓。ちょっといい作戦を思いついたんだけど、やってみない？」

「いい作戦？」

「そうそう。何、難しいことじゃないよ。ただジャンプすればいいんだ」

「じゃ、ジャンプ？」

　試合中だというのに暢のん気きに会話をしていた二人だったが、突とつ然ぜん楓がその場でジャンプを始めた。

「えっと……こんな感じ？」

「「ぶっ!?」」

　その瞬しゆん間かん、大きく揺ゆれた楓の胸に、俺も慎吾君も噴ふき出して急いで視線を外した。

　だが、フィールド内で激しい戦いを繰くり広げていた男子たちはそんな楓を食い入るように見つめる。

「ぬおおおお！　揺れている、揺れているぞ……！」

「あんな場所に桃とう源げん郷きようが……」

「サッカーやめて、観察会しない？」

「バカなのか!?　今試合中なの分かってる!?」

　敵味方関係なく鼻の下を伸のばす男子たちに亮も戸と惑まどい、女子たちは呆あきれた表情を浮かべた。

「まさかここまで効果が出るとはねぇ……」

「ちょっと、凜ちゃん!?　一体何の話!?　何でみんな突とつ然ぜん噴き出したの!?」

「……楓はちょっと無防備すぎると思う」

「そうだぞ！　この歩くおっぱい兵器め！」

「凜ちゃん、酷ひどくない!?　って……あっ……何を……!?」

「「「ブハアアアアアアアアアア！」」」

　その時、凜が悪ふざけなのか楓の胸を揉もみ、その姿を見ていた男子たちはほぼ全員鼻血を噴いて倒たおれた。

　俺はレベルアップした身体能力をフル活用して目を逸そらしたので、被ひ害がいに遭あうことはなかった。……まあ顔がすげぇ熱いんだけどね！

　慎吾君も他の男子と同じで大変刺し激げき的な光景をしっかり見てしまったらしく、顔を真っ赤にしながら目を逸らしていた。どうやら、凜はこの状じよう況きようが狙いだったようだ。お、恐おそろしい子……！

　阿あ鼻び叫きよう喚かんとなるフィールド内で、顔を赤く染める亮が頰ほおをかく。

「あー……今のうちに攻めるか」

　そして何度目になるか分からないシュートを亮は決めた。

「さすが楓ね。男子たちほぼ全ぜん滅めつじゃない」

「……悩のう殺さつだね」

「これ、球技大会でも使えないかね？　多分優勝できるよ」

「～～～！　凜ちゃんッ……！」

「ごめんごめん！　ほら、とりあえず男子たちのサポートしよ？」

「どんな顔してサポートすればいいわけ!?　ああ……恥はずかしい……」

「……でも多分、この試合中は胸見られ続けるね」

「い、いやあああああああっ！」

　楓たちも楓たちで非常に盛り上がっていた。うん……楽しそうで何よりだ……何人もの男子が犠ぎ牲せいになったけどさ……いや、この場合一番の被ひ害がい者しやは楓かな？

　改めて試合が再開すると、倒れていた男子たちはフラフラになりながらも立ち上がる。

「ふ……ふふふふふ……見える……見えるぞ……大きく揺れる桃源郷が……！」

「ああ……力が湧わき上がってくる……」

「この調子なら、もう亮のヤツに後おくれは取らねぇ……！」
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　非常に分かりやすいもので、さっきの光景を思い出した男子たちの目には激しい闘とう志しが宿っていた。それは敵味方関係ないので、いいかどうかは分からないけど……少なくとも闘志を漲みなぎらせる理由としては不純だよね。一周回って純じゆん粋すいだけど。

　全体的に今まで以上にみんなの動きがよくなった中、特にいい動きをしていた晶が、遂ついに亮のボールを奪った。

「しまった……！」

「あはははは！　どうだ！　これ以上無ぶ様ざまな姿は見せられないからね！　ここからの僕は無敵なのさ！」

　理論は無茶苦茶だが、実際晶はすさまじいボールさばきで俺の味方の攻こう撃げきをかわし、どんどんゴールに近づいてくる。

「くらえ、優夜！　この【サッカーの貴公子】と謳うたわれた僕のシュートを……！」

　前回の授業の時はあらぬ方向に蹴け飛とばした晶だったが、今回は俺の守るゴール目め掛がけて強きよう烈れつなシュートを放ってきた。

　しかも普ふ通つうの人であればキャッチするのが困難な速度でこちらを目掛けて飛んできたのである。

「わわわ！　ご、ごめん、優夜君！　これは無理……！」

　あまりの速度に慎吾君も追いつけず、誰だれもキーパーである俺の前に立つ者はいない。

　さらに、ボールは急カーブを描えがき、ゴールポスト目掛けて突き進んでいた。

　それを見ていた誰もがゴールを確信する中、俺は一いつ瞬しゆんでそのボールに反応し、そのままボールをつかみ取った。

「え？」

「お、おい……今、瞬間移動したように見えたんだけど……？」

　するとどうやら俺の動きは他の人には目で追えなかったらしく、瞬間移動したように見えたようだ。

　同じように呆ぼう然ぜんとしている亮に、ひとまず俺は尋たずねる。

「これ、ボールをとったらどうしたらいいの？」

「あ、ああ……俺らの誰かにパスしてくれればそれでいいぞ。それか、相手ゴール付近まで思いっきりぶん投げるか蹴ってくれれば俺らの誰かがアシストするからよ」

「いいの？」

「おう、せっかくだし、思いっきりぶん投げてみろよ」

「……分かった」

　亮はそれだけ伝えると晶と一いつ緒しよに離はなれていく。

　うーん……とりあえず、遠くに飛ばせばいいんだよな？

　よし、できるだけ遠くに飛ばしてみよう。

　亮に教えられたラインから出ないように注意しつつ、俺はボールを持った。

　そして、いつも【絶ぜつ槍そう】を投げているので、それを意識しながら投げると────。

「ほっ」

　空気が揺れた。

「「「ぎゃああああああ！」」」

「…………あれ？」

　すさまじい速度のボールはまるで衝しよう撃げき波はのようなモノを放ち、ボールが通り過ぎるたびに近くにいた男子たちが吹ふき飛ばされていく。

　誰もが驚おどろく中、最終的に相手のゴールキーパーを巻き込んで、俺の投げたボールはそのままゴールネットを揺らした。

　…………。

「……これ、得点になるの……？」

『今それ気にする!?』

　全員からツッコまれるのだった。
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　体育の授業で一通りの種目を体験した後、俺のクラス内ではとある緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

「────さあ、球技大会のチームメンバーを決めよう！」

「「「うおおおおおおおおお！」」」

　男女ともにあがる声。

　実は、今度行われる球技大会の種目ごとの参加選手を決める会議が行われていたのだ。

　司会進行役は学級委員の影かげ野の統おさむ君だ。

　統君は見るからに真ま面じ目めそうな子で、切りそろえられた黒い前まえ髪がみに、眼鏡がよく似合っている。

　普ふ段だんは冷静で、頭もよくとても優しいんだけど、こういう行事の時はみんなと同じで熱くなって盛り上がるらしい。こういう子って中々いないから、本当にすごいなって思う。

　あれから体育の授業を使って主な種目は体験できたおかげで、それぞれが得意な種目を選ぶことができるわけだが……俺はとても悩なやんでいた。

　未だに力を制せい御ぎよするのが下手へたくそな俺がボールを蹴ると、前回と同じように周りの皆に被害が出るかもしれない。そうなるともう試合どころじゃないよね。

　それ以外の種目も似たり寄ったりで、結局どれになっても俺は大だい丈じよう夫ぶというか、むしろ困るというか……一番いいのは何もしないことで、そうすればトラブルもなく終わるのだが、こればかりは学校の行事なのでどうすることもできない。俺としても参加したいし。

　俺が頭を悩ませている中でも会議は進んでいき、いつの間にか俺以外のクラスメイト達はそれぞれ出場する種目を決めてしまっていた。

　そして一いつ斉せいに俺の方に視線を向けると、全員難しそうな表情で唸うなる。

「「「優夜は……ううむ……」」」

「な、なんかごめんね？」

　俺だけじゃなく、皆も俺をどこに入れるべきか悩んでいたようで、思わず謝ってしまった。

「気にするなよ！　むしろ贅ぜい沢たくな悩みなんだぜ？」

「そ、そうだよ。優夜君はどこに入れても活かつ躍やくできそうだし……だからこそ、悩んじゃってるんだ」

「……そうかな？」

　亮と慎吾君の言葉に救われる。本当にごめんね、厄やつ介かいな体になってしまったので……たいていは助かってるんだけど、こういう時は困るよね。

　すると、皆が頭を悩ませているところに、楓が手を挙げた。

「はいはいはい！　それじゃあ、種目ごとにリーダーを決めて、そのリーダー同士でジャンケンして勝った人が優夜君を引き込むことができるってのはどうかな？　元々優夜君はどこでも活躍できそうなんだし、こういう決め方の方がいいと思うんだけど……」

「「「それだっ！」」」

　楓の案が採用されたようで、すぐにそれぞれの種目ごとにリーダーを決め、ジャンケンを始めた。

　そのジャンケンは異様な雰ふん囲い気きを放っており、全員真しん剣けんな表情を浮うかべている。

「……これに勝てば、優夜を手に入れることができる……」

「優夜を手に入れれば、試合で勝ち進む確率が上がるわけだ」

「……それはつまり、勝ち進む俺たちの応おう援えんに女子がやって来ることを意味する」

「ならば────」

「「「この勝負、負けるわけにはいかねぇ！」」」

「動機が不純すぎねぇか!?」

　ジャンケンにかける意気込みに対し、亮が思わずツッコんでいた。

　……まあ理由はどうであれ、こんな風に俺を必要としてくれるっていうのがとても嬉うれしい。

　昔は邪じや魔ま者扱あつかいで、何をするにしても足を引っ張っていたから、こうやって頼たよられる状況が本当に嬉しい。

　ちょっと皆より気を付けなきゃいけないことが多いけど、どの種目になってもできる限り頑がん張ばりたいと思った。

「……ッ！　見えた！　この手で、俺は優夜を手に入れる！」

「フッ……俺はすでに、このジャンケンに勝つための計算を終えている！」

「何を言っているのかな？　この【ジャンケンの貴公子】である僕が勝つに決まってるじゃないか！」

「「「ジャンケン────」」」

　勝敗は一瞬だった。

　たった一人、この勝負に勝った人がいる。

　それは……。

「か、勝っちゃった……」

　なんと、慎吾君だった。

　他の皆はチョキを出す中、慎吾君だけグーを出していたのだ。

「ぐああああああああ！」

「ま、負けた……完かん璧ぺきな計算だったはずが……！」

「……僕、そろそろ【不ふ遇ぐうの貴公子】を名乗った方がいいのかな？」

　負けた面々が打ちひしがれるのを慎吾君がおろおろして見ていると、いつも通り冷静な統君が頷うなずいた。

「うん。慎吾君は卓たつ球きゆうだったな。それじゃあ優夜君、君を卓球チームに入れようと思うんだけど……いいかい？」

「あ、はい」

　────こうして俺は、球技大会は卓球をすることに決まったのだった。
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「いやぁ、なんていうか……一番意外なところになったなぁ」

「そうかな？」

「う、うん……勝っちゃった僕が言えることじゃないけど、優夜君ならバスケとかドッジボールとか、そういう種目で活躍するんだとばかり……」

　放課後、亮たちと一緒に帰宅しながら、今日の会議の内容について話し合っていた。

「俺なんかよりも、サッカーに出る亮とかの方がすごいと思うよ？　授業であんなに活躍してたんだし……それにバスケに出場する晶も【バスケの貴公子】って言ってたくらいだから、すごいんだと思うけど……」

「アイツの貴公子はもう何でもアリだな」

　確かに、晶はありとあらゆる面で貴公子を自じ称しようするからね。黙だまってれば本当に貴公子？　って言われててもおかしくなさそうだけど。果たして貴公子と呼ばれる機会があるのかは分からないけどさ。

「卓球は正直未知数だから何とも言えないけど、全力で頑張るよ」

　卓球は授業でやってないので、俺がどこまでできるか分からない。

　それでも、こんな俺に期待してくれるクラスメイトの期待に応こたえられるよう、頑張りたいなと思った。

「────すみません、天てん上じよう優夜さんですか？」

「はい？」

　そんな風に亮たちと会話しながら歩いていると、不意に後ろから声をかけられた。

　声の方に顔を向けると、黒いスーツ姿の男性と、一人の女性が立っていた。

「そうですが……あの……どうして俺の名前を？」

　思わずそう訊きくと、男性は一枚の名めい刺しを差し出した。

「私、芸能事務所に勤めております、黒くろ沢さわと申します」

「芸能事務所？　……え!?」

　俺だけでなく、亮たちも目の前の男性────黒沢さんの言葉に目を見開いた。

　すると黒沢さんは、そんな俺たちの様子を無視して、そのまま続けるのだった。

「天上優夜さん……芸能界に興味はありませんか？」








第三章　スカウト









「いや、芸能界に興味ありませんかって……」

　あまりにも突とつ然ぜんすぎる黒くろ沢さわさんの言葉に、俺はただ呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

　そもそも、なんで俺なんだ？

　さっきは流されちゃったけど、俺の名前を知っているってことは最初から俺を探してたんだろうし……。

　芸能事務所の人が何で俺なんかを知っているのか分からなかった。

　すると、そんな俺の心情を察したかのように黒沢さんは無表情のまま続けた。

「実は私の勤めております事務所に、以前優ゆう夜やさんと撮さつ影えいを行った美み羽うや、カメラマンの光ひかるなどが所属しているのです。そして彼らから優夜さんの話を聞いた社長がぜひうちにということでして……ああ、後ろにいるのがうちの社長です」

「は、はぁ……」

　なんと、美羽さんと光さんのつながりからそんな話になったようだ。

　もうモデル撮影といったものとは無む縁えんになると思っていただけに驚おどろきが大きい。

　てか軽く流しかけたけど、黒沢さんの後ろにいる人が社長なの!?　さっきから一言も話してないけど、社長さん自ら俺の元に？　でも確かに、ずっと腕うでを組んでて、どこか余よ裕ゆうのある感じがお偉えらいさんっぽい。偏へん見けんかもしれないけど。

「す、スゲェじゃねぇか、優夜！　芸能界だぞ!?」

「そ、そうだよ、優夜君！　あの時の写真、本当に格好良かったもんね！」

　俺と同じように驚いていた亮りようたちも、我に返ると興奮した様子でそう言ってくれる。

「いやあ、優夜はオーラが違ちがうからなあ。いつか絶対に芸能界に入るとは思ってたけど……」

「む、むしろ、今まで無名でここまでこれたことの方がすごいくらいだよね……」

「あ、確かに。優夜みたいなヤツの話、聞いたことなかったもんなぁ。優夜が前に通ってた高校や中学も俺の通ってた中学と近いここら辺の地域にあったのにな」

　亮の言うような話が出なかったのも、俺がこの容姿になったのがそもそも最近の話だし、それは仕方ないというか……それ以上に、俺も亮のような爽さわやかでカッコいい子がいるなんて知らなかったわけだから、人が思っている以上に地域内でもそういう人の話なんて出回らないんだろう。

　一人で納得していると、相変わらず無表情のまま、黒沢さんは淡たん々たんと訊きいてくる。

「それで優夜さん。どうでしょう？　芸能界に興味はありませんか？」

「えっと……その……すみません。お話をいただけたのはとても嬉しいんですが、あまりにもいきなりすぎて……そう簡単に決めることはできません。ごめんなさい……」

　俺がそう言って頭を下げると、黒沢さんは一いつ瞬しゆん眉まゆを動かし、亮たちは目を見開いた。よく見ると、黒沢さんの後ろで腕を組んで立っていた社長さんも驚いている。

「ゆ、優夜!?　いいのか？　芸能界だぜ？」

「て、テレビに出てるアイドルや声優さんとも知り合いになれるかもしれないんだよ？　もしそうなったら紹しよう介かいして！」

「慎しん吾ご君は気が早すぎじゃない？」

　アイドルも声優もよく分からないけど、慎吾君がここまで食いついてくるのは珍めずらしい。亮も若じやつ干かん驚いてるし。

　すると、今まで黙っていた社長が少し焦あせった様子で初めて口を開いた。

「ちょ、ちょっと！　貴方あなた、本当にこの話を断るつもりなの!?　みんなが憧あこがれる芸能界よ？　しかも、ウチの事務所は最近業績を伸のばしてて将来性もあるのに……！」

「確かに亮や慎吾君、そして貴女あなたの言う通り、芸能界ってみんなの憧れなのかもしれませんが、俺はまだこれから先、自分がやりたいと思えることを見つけてないんです。少しでも『これだ！』って思えるような、心の底から好きだと言えるようなことも……それに、俺は今こうして友人と普ふ通つうに高校で過ごせることが嬉しいんです。俺はそんな時間をもっと楽しみたいと思ってます。まあ……何より芸能界に入ったとしても、上手うまくいくなんて到とう底てい思えませんしね……」

　俺は異世界でレベルアップをして、今の生活を楽しく過ごすことができている。

　まだ何をしたいか決まってないからこそチャレンジすべきって言うかもしれないけど、一度始めてしまえばもう無責任に辞めるなんて言えないと思う。

　将来、俺がどんな風に過ごしているのか分からないけど、もう少しだけ……こうして余裕ができたからこそ、しっかり考えたいんだ。

　俺の言葉を受けて、亮たちは苦笑いを浮うかべた。

「はぁ……優夜なら成功するのは間違いないと思うけど……まあでも、確かに芸能界に入っちまったら優夜とこうして気軽に帰ることもできなくなって寂さびしいだろうし、何より優夜がしたいようにするのが一番だと思うぜ」

「も、もったいない気もするけど……でも、優夜君がそう思うんなら、僕たちはそれを尊重するよ」

　今までの人生、否定ばかりだったからこそ、亮たちの言葉は本当に嬉うれしかった。

「えっと……本当にお話は嬉しかったです。でも、俺は今すぐ芸能界だとか考えることができません。ごめんなさい」

　そう言って黒沢さんと社長さんに頭を下げた。

　すると、社長さんが狼狽うろたえた様子で黒沢さんを少し離はなれた場所に引っ張っていき、相談を始めた。

「ちょ、ちょっと、黒沢!?　話が違うじゃないの！」

「社長。話が違うも何も、このスカウトは社長が言い始めたことでは？」

「う、うるさいわね！　いいから、何とかしなさいよ！」

「はあ」

　もう相談はいいのか、再び黒沢さんが俺の元にやって来ると、無表情のまま淡々と告げた。

「では、スカウトは諦あきらめましょう」

「え？」

「ちょっと黒沢!?」

　黒沢さんの背後で社長さんが啞あ然ぜんとしているが、黒沢さんは全く気にした様子を見せない。

「何か？」

「あ、いえ、その……あまりにもアッサリと認められたので……」

　やっぱり、亮たちが騒さわぐほど黒沢さんたちは俺を求めてないのかもしれないな。

　本当に欲しい人材ならもっと色々手を尽つくそうとしてきそうだし……ただ、社長さんがずっと黒沢さんに何か言っているけど大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

　とにかく、黒沢さんの反応から、何だか真ま面じ目めに考えてたことが恥はずかしくなってきた……自意識過か剰じようだなぁ、俺。

　思わず赤面する俺をよそに、黒沢さんは淡々と告げた。

「アッサリも何も、私は社長から『コンタクトをとる』ように言われただけで、必ず芸能界に入るように説得せよなどとは言われておりません。ただ、私自身が芸能事務所に所属しておりますので、一応スカウトをしただけです」

「屁へ理り屈くつこねてんじゃないわよ！　コンタクトをとれって言えば、スカウトするのが普通でしょうが！」

　まさかの黒沢さんの言葉に俺たちは啞然とした。いや、その……社長さんの言葉が普通だと思うんですが、その社長さんの目の前で堂々とそんなことを言える黒沢さんがすごい。

「社長。よく考えてください。無理やり芸能界に入れたとして、それが周囲に知られれば一気に叩たたかれますよ？　どこの事務所も結局他事務所を蹴け落おとそうとしているんですから。ここでそんな隙すきを与あたえるのはよくないかと」

「で、でも芸能界よ!?　若い子なら普通飛びつくでしょう!?」

「その普通ではないから、今断られたのでは？」

　え、今俺が普通じゃないって言いました？

　黒沢さんの歯に衣きぬ着せぬ物言いに啞然とする中、社長さんは諦めきれないのか、悔くやしそうに顔をゆがめた。

　すると、社長さんたちの背後から、一人の女性が近づいてきた。

「社長、あまり優夜さんに無理を言わないであげてください」

「み、美羽さん!?」

　なんと、黒沢さんたちの仲裁に入ったのは、社長さんの事務所に所属している美羽さんだった。

「ちょ、ちょっと美羽まで！　貴女は優夜君をスカウトしてもらうために呼んだのよ!?」

「そうかもしれませんが、ハッキリと優夜さんが断った今、無理強じいするのはよくないと思います」

「ぐぬぬ」

　美羽さんの意見に黒沢さんは頷うなずき、社長さんは唸うなる。

「す、スゲェ……人気モデルの美羽さんまで優夜のために来てるぞ……」

「う、うん……前の写真集で一いつ緒しよだったのは知ってるけど、本物を見られるなんて……」

　そんな社長さんたちとは別に、亮たちは美羽さんを前に感動していた。美羽さんは超ちよう有名モデルらしいから、本来俺なんかと一緒に写真撮とられたりするような人じゃないんだよなぁ……俺はそんな人と一緒に仕事ができて、本当に運がいい。

　しみじみとそう感じていると、社長さんが何かを思いついた様子を見せた。

「そ、そうだわ！　それじゃあ、雑誌の特集企き画かくなんてどう？」

「は？」

「と、特集？」

　何がどうしてそんな代案が出たのだろうか。

　俺と同じように亮と慎吾君も互たがいに顔を見合わせ、首をひねっている。

　困こん惑わくする俺たちをよそに、社長さんは得意顔で続けた。

「貴方は以前、ウチの美羽と一緒に写真を撮り、それが雑誌として世に出たわ。確かにどこの事務所にも所属していないかもしれないけど、すでに芸能界に一歩足を踏ふみ入れた状態ではあるの」

「は、はあ……」

「とはいえ、まだ一いつ般ぱん人であることも確か。だから、少しコンセプトを変えてみようと思うの」

「あ、あの……全然話が見えてこないんですが……？」

　結局どういうことなんだろうか？　何がどうすれば特集という話に繫つながるんだ？

「貴方たち、【王おう星せい学園】の生徒よね？」

「は、はい」

「【王星学園】って言えば、学園祭や体育祭、とにかく様々なイベントに力を入れている学校。近々球技大会があるんじゃなかったかしら？」

「そうですが……何な故ぜそれを？」

「貴方をスカウトするにあたり、色々調べるのは当然でしょう？」

　え、当然なのか？　俺のプライバシーは？

「話が逸それたけど、【王星学園】の特集ってことで、その球技大会の様子を雑誌の大特集として取り上げようと思ってね。【超名門！　王星学園の球技大会に大潜せん入にゆう！】なんて記事はどうかしら？」

「ええっ!?」

　り、理り屈くつとしては何となくわかるけど……。

「あの……失礼ですが、芸能事務所の方ですよね？　そんな雑誌の特集って組めるもんなんですか？」

　すると、俺たちの話を聞いていた亮が、一つ疑問を口にした。た、確かに。

「あら、舐なめてもらっちゃ困るわ。最近はアイドルや声優、ゲームと、ほぼ何でも雑誌になるような業界よ？　それに、私の事務所にも当然出版社への伝つ手てがあるわ。それを使えば、いくらでも特集をねじ込むことは可能よ」

「その交こう渉しようは我々がするんですがね……」

「仕事なんだから当然でしょう」

　黒沢さんがどこかげんなりとした様子でそう言うも、社長さんは全く気にした様子を見せなかった。

「それで、どうかしら？　これなら芸能界とか関係なく貴方のことを取り上げることができるんだけど？」

「えっと……」

　そもそもスカウトされた……ってことでいいのかは分からないが、それを断ったうえで特集だけでいいのだろうか。断った俺が言えることじゃないかもしれないけどさ。

　そして、わざわざ俺なんかのためにここまで来たのに、断って終わりというのも申し訳ないというか……ダメだ、俺。めっちゃ優ゆう柔じゆう不ふ断だんだな……。

　それでも、俺は素直に今の気持ちを社長さんに伝えてみた。

「その……特集の件ですが、芸能界と関係ないというのであれば、俺自身はできるだけ協力したいと思います。ただ、学校のことなので、俺が決めることは……」

　どこまで伝わったか分からないが、俺なりの気持ちを伝えると、社長さんは目を輝かがやかせた。

「それだけ聞ければ十分よ！　黒沢ッ！」

「はい」

「今すぐ【王星学園】の理事長にアポ取りなさい！」

「私は面めん倒どうなので、社長がやればいいのでは？」

「アンタ、そろそろ仕事しなさいよ!?　てか、私アンタの上司なんだからね!?　とにかく、あそこの理事長は話の分かる人だから、多分優夜君が協力的って伝えれば許可してくれるはずよ！」

「はあ……分かりましたよ」

　黒沢さんは本当に嫌いやそうな表情を浮うかべながら、学園の方に歩いていく。あ……アポイントメントって電話じゃなくて直接向かうんだ……。

「優夜君」

「は、はい」

「これで理事長が許可したら、協力してくれるのよね？」

「はい……ただ、先ほども言いましたが、芸能界に入るわけではないですし、写真の撮られ方も素人しろうとなので何も分かりませんよ？」

「そんなこと気にしなくてもいいわよ。一応建たて前まえとして【王星学園】の特集ってことにするんだから、変に意識した写真じゃさすがにまずいもの。……まあでも、一度ウチのところから出してしまえば、後々どうとでもできるしね」

「え？」

「いいえ？　こちらの話よ。とりあえず、理事長の許可待ちになるから、今回は引き上げるわ」

　社長はそれだけ言うと、俺たちに背を向け……。

「それじゃ、また会いましょう」

　そのまま去って行った。

　すると、美羽さんが申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「優夜さん、大おお事ごとになってしまい、ごめんなさい。どうしても社長が優夜さんのことを知りたがって……」

「い、いえ、気にしないでください。それに、これでまた、何か俺自身の中で気持ちが変わるかもしれませんし……」

　俺は本心からそう言うと、美羽さんは安心したように笑みを浮かべた。

「そう言ってもらえると、ありがたいです。……あ、私もそろそろ行きますね」

　美羽さんはそう言うと、社長さんと同じ方に去って行った。

　その姿を見送り、俺たちは顔を見合わせる。

「……なんだか話が大きくなったな」

「そ、そうだね。とりあえず、優夜君だけの話から学園全体にまで及およんで……」

「な、なんかごめんね？」

「謝る必要なんてねぇよ！　むしろ、どんな風に写真撮られるのかワクワクするくらいだ」

「うん。僕も楽しみ」

　俺個人の話からだいぶ大きくなってしまったが、亮たちは笑って楽しみだとまで言ってくれた。
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　後は理事長がどうするかなんだけど……。

　────その後、理事長の司つかささんが喜んで協力するということで、球技大会に正式に黒沢さんたちの事務所が撮さつ影えいに来ることになるのだった。








第四章　ウサギさん









「キシャアアアア！」

「ナイト、そっちに行ったぞ！」

「ワン！　ガアアアッ！」

　俺たちは今、異世界でレイスという魔ま物ものと戦っている。

　見た目としては骸がい骨こつ型の幽ゆう霊れいで、ホラーは得意ではないものの腰こしを抜ぬかすほど苦手ではない俺は何とか戦えていた。

　幽霊と言うだけあって、体は半はん透とう明めいで物理攻こう撃げきが一切通らず、ナイトの爪つめによる攻撃や嚙かみつきなどは無効化されていた。

　ただ、賢けん者じやさんが残した【全ぜん剣けん】や【絶ぜつ槍そう】は霊体なんてお構いなしにダメージを与あたえられているので、不利と言うほどではない。

　それに新たに増えた魔法を使った戦法もレイスには効果的だったので、ナイトも積極的に攻撃に参加していた。

　今も、ナイトは口内に圧縮した水を出現させると、レーザーのようにレイス目め掛がけて射出する。

　だがレイスも魔法によるダメージは受けると分かっているため、ギリギリのところで攻撃を躱かわした。

「相手は俺もいるぜ！」

「キシャア!?」

　攻撃を躱したことで隙すきを見せたレイスに近づくと、俺は首の関節をめがけて【全剣】を振ふり抜いた。

【全剣】は何の抵てい抗こうも感じることなくレイスの首を斬きり飛ばす。

　そしてレイスは光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「ふぅ……魔法を上手うまく使いながら戦うのはまだ慣れないなぁ」

「わふ」

　今回、ナイトは物理攻撃が効かないと分かるとずっと魔法を使っていたので問題はなかったが、俺は【全剣】の攻撃と魔法の攻撃を織り交ぜて戦うには圧あつ倒とう的に経験が足りなかった。

　どうしても片方の戦法だけを続けちゃうんだよなぁ。

　まあ反省は家とか落ち着いた場所でしっかりするとして、俺はドロップアイテムを拾いに行ったのだが、Ｓランクの魔石が一つ落ちているだけだった。

「ええ？　せっかく倒たおしたのに魔石だけかぁ……まあ幽霊が何か持ってるって方がおかしいんだろうけど、少しショックだなぁ」

「わふ……」

　ガッカリした気持ちのまま、俺は空を見上げた。

　現在、先ほどのレイス戦のように、この異世界で戦せん闘とう経験を多く積むようにしていた。

　地球では、球技大会に向けての準備が進んでいるが、この異世界でもなるべく近いうちに王都に行かなきゃいけないので、もしもの事態に備えて鍛きたえているのだ。

【全剣】や【絶槍】を使った戦闘は最初のころに比べて格段に慣れたが、それでも魔法を上手く織り交ぜた戦闘がまだまだなので、ナイトと一いつ緒しよにそこを意識して戦っている。

　今日も学校を終え、家で予習復習を終えたり散歩をしたりした後はずっと異世界に籠こもっていたので、気付けば空は暗く、満天の星が広がっていた。

「……この世界は空気が綺き麗れいなんだなぁ。星がこんな近くに見えるなんて……」

「ワン」

　ナイトにとっては見慣れた夜空かもしれないが、俺にとってはそうじゃない素敵なモノだ。地球で人類が発展と引き換かえに失ったものは確かにあるわけだから。

「……」

　空を見上げながら、俺はふと今までの戦闘を思い返す。

「これ以上、俺は一人じゃ強くなれないのかな……？」

「わふ？」

　俺の呟つぶやきに、ナイトも首をひねっている。

　今日のレイス戦では魔法しかダメージを与えられなかったわけだが、俺は魔法と武器を組み合わせた戦い方をちゃんと知らない。それどころか魔法も賢者さんから受け継ついだだけだし、武器も本を読んで我流で何とかやっている状じよう況きようだ。

　……もしかしたら、どこかで一度、ちゃんと教えを受けた方がいいんだろうか。

　そんなことを思いながらも、明日も学校があるので、もう少し探たん索さくを続けたら帰ろうと決め、俺たちは再び探索を始めるのだった。




　　　　＊＊＊




　レクシアさんたちと別れた時からずっと思っていたことだが、これから王城に行くことは確定しているわけで、より一層しっかりしないとと思い、ナイトやアカツキを守るためにどこでも問題なく過ごせるようにと、俺はさらに戦闘や基き礎そ的な体力・筋力トレーニングをするようになった。

　次にレクシアさんやルナと再会した時に、ちょっとでも成長した姿を見せたいしね。こちらの都合で王都に行くのを引き延ばしているんだから、そこは頑がん張ばりたい。

　そして、最近は家の近くでは成長が望めなくなったため、ナイトとアカツキを連れて森の奥に向かうことにした。

「お？　なんか雰ふん囲い気きが変わったな……」

「わふ？」

　家を出てからだいぶ森の奥に行くと、突とつ然ぜん周囲の気配が変わった。

　というより、周囲に生えている木々の見た目が一気に変わったのだ。

　今までは普ふ通つうの木だったのだが、今俺たちの周りに生えているのは何となく黒炭っぽい色の木で、葉は真っ黒だ。なんだ？　この木は。

　思わず【鑑かん別べつ】のスキルを発動して見ると、こう表示された。

【黒こつ堅けん樹じゆ】……非常に堅かたい黒色の樹。並なみ大たい抵ていの攻撃や衝しよう撃げきでは折れるどころか傷一つ付かない。植生域は謎なぞに包まれており、非常に貴重な素材としてオークションなどではすさまじい金額が動くこともある。エルフ族の【精せい霊れい魔法】やドワーフ族の秘伝の技を使わなければ伐ばつ採さいも加工もすることはできない。

　なんかすごい樹だった。

　というより、植生域が謎に包まれてて貴重って書いてあるけど、目の前にめちゃめちゃありますよ？　どうなってるんですか？

　まあこの森のこんな奥地に気軽に来ることができる人なんてそれこそ賢者さんとかのレベルなんだろうから、知られていなくてもおかしくはないか。遭そう遇ぐうする魔物の危険度を考えると、とりに来るのは割に合わないと俺は思う。確かに頑がん丈じような木材で家とか作れば安心だろうけど、別にこの木じゃなくても立派な家は作れるしね。

　それにエルフ族？　やドワーフ族？　とやらしか伐採と加工ができないらしいし、扱あつかいづらさを考えたらなおさらだね。

「ナイト、アカツキ。今までも気を付けてたけど、ここからはさらに危険になると思うから、今まで以上に気を付けてね」

「わふ」

「ふご」

　話し声もあまり大きくせず、二匹ひきも小さな声で返事をした。

　うーん……俺自身は伐採できないけど、この木は中々厄やつ介かいだな。

　戦闘の時にどう影えい響きようしてくるかまるで見当がつかない。仮に俺が攻撃を受け、吹ふっ飛ばされてこの木に叩たたきつけられたらそれでも大ダメージを受けそうだしな。

　しばらくスキル【同化】を発動させながら慎しん重ちように進んでいると、今日初めての魔物を見つけた。

　ソイツを説明するのなら、恐おそらく猪いのししって言葉が正しいんだと思う。

　だが、大きさは中型トラック程度で、鋭するどい牙きばが二本、下した顎あごから伸のびている。

　さらに体は白銀色に輝かがやき、体毛らしきものは確認できない。

　見た目だけは猪なんだが……なんだ？　コイツ。

　俺は早さつ速そくスキル【鑑別】を発動させた。




【ミスリル・ボア】

レベル：10、魔力：１０００、攻撃力：４００００、防ぼう御ぎよ力：５００００、俊しゆん敏びん力：３００００、知力：２０００、運：５００

スキル：【突とつ撃げき】、【鉄てつ壁ぺき】、【魔法反射】、【超ちよう嗅きゆう覚かく】




　ちょっと待て。

　なんだ、そのステータス!?　レベル10で防御力５万、攻撃力４万って何!?

　しかもスキルにある【魔法反射】って……魔法攻撃が効かないってことか!?

　名前にあるミスリルって文字も気になるし……本当に何なんだ？

　そのメチャクチャなステータスに驚おどろいていると、不意にミスリル・ボアは鼻を忙せわしなく動かし始めた。

　首を傾かしげていると、今まで俺たちに気付いていなかったはずのミスリル・ボアが、いきなり俺たちの方に視線を向けてきた！

　何な故ぜバレた!?　……まさか、【超嗅覚】ってスキルか！

「っ!?」

「わふ!?」

「ぶひぃ！」

　いきなり俺たちの存在がバレたことで驚いていると、それを超こえる衝撃が俺たちを襲おそう。

　ミスリル・ボアは一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かん、高速で俺たちに突撃してきたのだ。

　助走していないにもかかわらず、あまりにも強きよう烈れつなその突とつ進しんは、俺たちの認識できる限界をはるかに超えていた。

　突進してきたと思った時には、もう俺の目の前にいたのだ。

　その結果、避よけることができなかった俺はすさまじい勢いで吹き飛ばされる。

　その勢いで黒堅樹に背中を強打して、やっと俺は止まることができた。

「ガハッ！」

「わ、ワン！」

「ふご！」

「くっ、来るなっ！」

　吹っ飛ばされた俺にナイトたちは急いで駆かけ寄って来ようとするが、俺はそれを止めた。

　何故なら────。

「ブヒィィィィイイイイ！」

　アカツキとは比べ物にならない、大迫はく力りよくの叫さけび声。

　そして再び俺の体は簡単にミスリル・ボアによって吹き飛ばされたのだ。

「ぐぅう!?」

　二度目の突撃は何とか防御の構えをとれたものの、その威い力りよくはすさまじく、鎧よろいを着ていてもとんでもない衝撃が全身を襲った。

　何とか隙すきをついて急いで【完治草のジュース】を飲むが……俺は冷ひや汗あせが止まらなかった。

　なんせ、未だにミスリル・ボアの攻こう撃げきが見えないのだ。

　気付いた時には吹っ飛ばされている。

　今は何とか防御でき、なおかつ【完治草のジュース】があるからいいが、それも無限にあるわけじゃない。ちょっとでも防御をミスしたり、回復する時間が与あたえられなければすぐに詰つんでしまうだろう。

　確かに家の周辺では問題なく戦えるようになったが……まさかここまでヤバいヤツがいるなんて……！

　Ｓ級の魔ま物ものを倒せるようになり、もう大だい丈じよう夫ぶだと勝手に思っていたが、それは俺の思い上がりでとんでもなく傲ごう慢まんなことだった。

　今の俺のステータスに、１万を超える部分は一つもない。

　それなのにＳ級の魔物と渡わたり合えていたのは賢けん者じやさんの武器があってのことだと身をもって思い知らされているような気がした。

　こ、このままじゃ……。

「……ナイト、アカツキ。今すぐここから逃にげろ」

「わふっ!?」

「ブヒっ！」

　俺の言葉にナイトもアカツキも驚きの声を上げ、首を振ふる。

　だが、この状況に二匹を巻き込むわけにはいかないんだ。これは俺が無意識に傲慢になっていたことと、実力差を見誤った結果なんだから。

　それでも、この二匹を逃がすためには……俺はすぐに死ぬわけにはいかない。

　折れそうになった心を強く持ち、必死にミスリル・ボアを見み据すえていると────。

《助けてやろう》

「え？」

　ドン！

　腹の底に響ひびくような空気の振しん動どうが辺りに広がった。

　そして俺は、その音の正体を偶ぐう然ぜん目でとらえることができた。

　ナイトやアカツキと同じくらいの白色の何かが、ミスリル・ボアを真横から吹っ飛ばしたのだ。

　いきなり現れたその白色の何かは、ありえないような速度でミスリル・ボアに突撃すると、空中で数回転し、華か麗れいに着地する。

　その正体は────。

「う、ウサギ？」

《そうだ、ウサギだ》

　なんと、可愛らしいウサギだった。

　全身真っ白な体毛に包まれたウサギは、驚く俺たちを一いち瞥べつすると、すぐにミスリル・ボアへと視線を戻もどす。

　俺もつられてミスリル・ボアに視線を向けると、ミスリル・ボアはその大きな鼻と口から血を噴ふき出し、怒いかり狂くるっていた。

「ブビィビィィイイイイイ！」

《あ？》

　しかし、目の前のウサギは気負うことなくそれを見つめると、器用に片足でつま先立ちになり、もう片方の足をゆっくりと上げていった。

　そして────。

《うるせぇ》

　ドッ！

　再び、森全体の空気が揺ゆれた。

　俺には何が何だか分からなかったが、さっきまでミスリル・ボアがいた場所には赤い血と肉が飛び散っており、それ以外は何もなかった。

　さらに並なみ大たい抵ていな攻撃や衝しよう撃げきじゃ傷一つ付かないと説明にあったはずの黒こつ堅けん樹じゆは、十数メートル先までへし折られて飛ばされ、根を張っていたところはまるで何かにえぐり取られたかのように地面が大きく削けずられていた。

　その光景を俺とナイトたちは呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

《ザコが》

　そんな俺たちとは異なり、ウサギはつまらなそうに鼻を鳴らしながら、普ふ通つうに両足で立っているのだった。




　　　　＊＊＊




《さて……》

「っ！」

　俺たちの方に視線を向ける白しろウサギ。

　というか、何で俺は白ウサギの声が副音声として聞こえるんだ？　普通の鳴き声に重なるように、その見た目とは結び付かないとても渋しぶい声が聞こえてくるのだ。いや、本当にいい声。

　色々謎なぞはあるが……。

　ナイトと一いつ緒しよに警けい戒かいしながら白ウサギを見る俺たち。

　……このウサギは……敵……なんだろうか……。

　もし敵だとすれば、勝ち目はない。

　なんせ、俺が手も足も出なかったミスリル・ボアを瞬殺してしまうような相手なのだから……。

　どこまでも余よ裕ゆうなウサギとは対照的に、俺とナイトたちは最大限に警戒しながら見つめ返す。

　少しでも情報が欲しい俺はスキル【鑑かん別べつ】を発動させた。

『スキル【図鑑】を習得しました。スキル【鑑別】がアップグレードされました』

「うぉ!?」

《ん？》

　スキルを発動させた瞬間に目の前にメッセージが現れ、思わず声を上げてしまった。

　まずい！　と思って慌あわてて口を押さえるが、ウサギは不思議そうに首を傾げるだけで攻撃してこない。

　……まあミスリル・ボアを倒たおす姿を見る限り、警戒してても俺の反射速度を超える攻撃で殺されそうだ。
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　新たに手に入れたスキルや、アップグレードとやらの確認をしたいところだが、今はそれどころじゃない。

　不意のメッセージへの驚きを飲み込み、改めて俺はウサギのステータスを確認した。




【キック・ラビット】

レベル：４、魔ま力りよく：10、攻撃力：５０００００、防ぼう御ぎよ力：10、俊しゆん敏びん力：５０００００、知力：５０００００、運：５０００００

【種族スキル】

《兎蹴術（Ｒレア）：Ｍマスター》、《兎耳術（Ｒ）：Ｍ》

【固有スキル】

《蹴聖術（Ｕユニーク）：Ｍ》、《耳聖術（Ｕ）：Ｍ》

【武術スキル】

《魔ま闘とう術（ＳＳＲ）：Ｍ》、《嚙かみつき（Ｎノーマル）》、《体当たり（Ｎ）》

【通常スキル】

《愛あい嬌きよう（Ｒ）》、《気配察知（Ｒ）》、《魔力察知（ＳＲ）》、《心眼（ＳＲ）》

【称しよう号ごう】

《蹴聖》、《耳聖》、《二天聖》、《流離さすらいの兎》、《癒いやしの死神》




　なんかやべぇええええええええええええ！

　てか、いきなり色々見えるようになってるけど……これがアップグレードした結果ってヤツかな？

　そんなことより、このウサギさんツッコミどころありすぎるだろ！

　まさか魔力と防御力以外のステータスが五十万とか……それなのにレベルは４って意味が分からない！

　スキルもぶっ飛びすぎだが、称号も色々聞きたいことが多いんですけど……。

　呆然とする俺をよそに、ウサギさんはのんきに自分の毛を整え始めると、俺に視線を向けてきた。

　……あれ？　もしかして、俺がスキル使って確認してたりするの、バレてる？

　何となくだが、『待っててやるから、早くしな』と言うように、その場から立ち去る様子がない。

　俺たちに何の用があるのか知らないが、ありがたいことに変わりはないので、俺は色々と追加されたものを確認していく。

　まず、スキル【鑑別】のアップグレードは目の前のウサギさんを見て分かる通り、より詳しよう細さいに見られるようになった。

　その結果、スキルが細分化され、しかもレア度までが追加されている。

　このレア度はスキルの習得難度や習得率から決められているらしいが、ウサギさんはそんな中でも最高レア度の『Ｕユニーク』を持っているのだ。

　さらに、武術スキルの横にある『Ｍマスター』という文字は、そのままの意味でそのスキルを完全に使いこなせるようになったという証あかしらしい。

　アップグレードの確認はこんなもんだが、俺の新たに追加された【図鑑】というスキルは、これまた便利なモノだった。

　俺の持っているドロップアイテムや採取したもの、そして討とう伐ばつした魔物が登録され、生息域やどの魔物を倒せばそのドロップアイテムが手に入るかなどが詳細に記録されているのだ。

　しかも、俺が戦ったことのない魔物でも、どこか書物などでその魔物の存在などを確認すれば、それも追加されるようだ。

　魔物の特とく徴ちようや弱点なども記録されているから、俺が知識をつければつけるほど、戦いや採取の際には有利になる、本当にありがたいスキルだ。

　────さて、俺のスキルの確認はほどほどに、俺は気になるウサギさんのスキルや称号などを見ていくことにする。

　本当ならこんな場所で長時間留まり続けるのは危険なのだが、ウサギさんが時折、森や茂しげみの奥に視線を向けると、何か生き物が慌てた様子で去っていく気配を感じたため、ウサギさんがいる限りここは安全なのだろう。ウサギさん、すごすぎる。

【兎蹴術】……兎系統の魔物や種族が習得している蹴けりを主体とした武術。

【兎耳術】……兎系統の魔物や種族が習得している耳を使った武術。

【蹴聖術】……蹴りを極きわめた者だけが扱あつかうことの許される技。その蹴りは星を砕くだく。

【耳聖術】……耳を極めた者だけが扱うことの許される技。その耳はすべてを聴きき取る。

【魔闘術】……魔力で体をコーティングし、強化する武術の技法。達人になって、初めて至る境地。

【気配察知】……気配を察知することができる。

【魔力察知】……魔力の流れなどを察知することができる。

【心眼】……【見切り】スキルの究極系。相手のスキルの発動すら察知する。

　ちょっと意味が分からない。

　俺の理解の範はん疇ちゆうを超こえたスキルの数々に、俺は眩暈めまいがした。

　ただ、俺が【鑑別】を使っているのがバレたのは、【心眼】のスキルを持っていたからだということだけ、とりあえず納得できる。それ以外はもう俺知らない。手に負えません。

【蹴聖】……蹴りを極め、頂点に至った者に与あたえられる称号。その蹴りは神の領域にまで達している。

【耳聖】……耳を極め、頂点に至った者に与えられる称号。その耳は神の領域にまで達している。

【二天聖】……『聖』の称号を二つ得た者。二つの分野において、神の領域に足を踏ふみ入れた者。

【流離の兎】……武む者しや修行の旅を続ける兎。

【癒しの死神】……その愛くるしい見た目とは異なり、敵対者には死をもたらす。

　だからもうお腹いっぱいだって。

　なんなの？　このウサギさん。蹴りを極めって……そりゃああんな化物じみた蹴りを見れば、それも分かるけどさ。でも神の領域に達したって書いてあるよ？　え？　じゃあこの【聖】っていうのは神様と同等ってこと？　もう無茶苦茶じゃない？

　それにスルーしてたけど、蹴りだけじゃなくて耳まですごいってどうなの？　ミスリル・ボアを倒した時は本当に片手間だったわけ？　本気の時は耳まで使うってことでしょ？　誰だれが倒せるの？　このウサギさん。そもそも神の領域に達した耳って何？

　そんな風に考えていると、いきなりウサギさんの【キック・ラビット】の生態が書かれたメッセージが出現した。どうやら【図鑑】スキルが発動したらしい。

【キック・ラビット】……戦闘種族である【ファイター・ラビット】の突とつ然ぜん変へん異い種。蹴りを極め、頂点へと至った唯ゆい一いつの個体。蹴りだけでなく耳を使った戦闘もすさまじいのだが、その相手ができる敵はまずいない。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです」

《ん？》

　漫まん画がに出てきそうな戦闘民族感あふれる説明に、俺は考えることを放ほう棄きした。もう知らね。

　とにかく時間はかかったが、確認したいことは確認し終わったので改めてウサギさんに声をかけると『もういいのか？』と言わんばかりに首を傾かしげてきたので頷うなずいた。

　するとウサギさんはすっくと立ち上がり、俺を器用に耳で指してくる。

《おい、お前。蹴りを見せてみろ》

「え、えっと……？」

　色々とツッコミどころが多いが、何な故ぜかウサギさんは俺の蹴りをご所望らしい。

　たった今、蹴りを極めた存在だって知ったばかりなのに、そんな相手に俺の蹴りを見せろと言われ困こん惑わくしていると、今まで黙だまっていたアカツキが突とつ然ぜん前に出た。あ、アカツキさん？

「ぶひ。ぶひぶひ」

《お前がやるのか？　まあやってみろ》

　いきなり前に出たアカツキを邪じや険けんにせず、ウサギさんは興味深そうにアカツキに蹴るように指示を出した。するとアカツキは短い脚あしを可愛らしく動かした。

「ぶひ！　ぶひ！」

《論外》

「ぶ、ぶひぃい!?」

　端たん的てきに告げられた言葉に、アカツキはショックを受け、その場で落ち込んだ。ど、どんまい。

「わふ。ワンワン！」

《今度はお前か。見せてみろ》

「わふっ！」

　すると今度はナイトも挑ちよう戦せんするらしく、アカツキとは違ちがって鋭するどい蹴りを披ひ露ろうした。

　そんなナイトの蹴りを見て、ウサギさんは満足そうに頷く。

《まだまだだが、見どころはあるな》

　何故か、ナイトは認められたっぽい。ど、どんまい、アカツキ。

　って言うより、これはどういう状じよう況きようなんだ？　アカツキもナイトも蹴りを見てもらってダメだしされたりしているが……これは俺の蹴りも似たようにダメだしされるんだろうか？

　理由は全く分からないが、今度は俺の番だと言わんばかりに見つめてくるので、俺も蹴りを披露する。せっかく蹴りのスペシャリストが見てくれるって言うんだしな。お言葉に甘えよう。

「ハアッ！」

　俺としてはいい感じに蹴ることができたと思っていると、ウサギさんは何度か頷いていた。

《なるほど……今の時点じゃダメダメだが、才能の片へん鱗りんはうかがえるな》

　器用に耳を使って考える仕草をするウサギさんは、もう一度俺を耳で指した後、よく見とけよと言うようにゆっくりと足を上げ────。

《ふん》

　パン！

　そんな破は裂れつ音が周囲に響ひびき渡わたった。

　よく見ると、ウサギさんが蹴った先にある黒こつ堅けん樹じゆの幹に、小さめの穴が一つ開いている。

　しかもその穴の開いた樹は一本ではなく、その背後に直線上に並ぶ数十本ほども貫かん通つうしているのだ。

　……何が、起きたんだ……？

　俺にはウサギさんが足を上げるところしか認識することができなかった。

　気づいた時には鋭い破裂音とともに、黒堅樹に穴が開いていたのだ。

《やれ》

　呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、ウサギさんは顎あごで促うながしてきた。

　まるで参考にならなかったウサギさんの蹴りに近づけるよう、俺なりに考えて鋭さを出せるように工夫するが、すべてウサギさんにダメだしされる。

　ただ、途と中ちゆうから俺の足の上がり方がおかしかったり蹴り方が変だったりすると、その真っ白な耳を使って器用に矯きよう正せいしてくれた。

　しかもウサギさんは最初に見せてくれた蹴り以外にもわざわざ極限までゆっくりにした蹴りも見せてくれて、少しずつだが確実に俺の蹴りは鋭さを増していった。

　まるで稽けい古このようなことを続けている時に魔物が襲おそって来たりしたのだが、そのすべてをウサギさんが文字通り蹴け散ちらしてくれたので安心して俺は蹴りの練習に集中できる。

　ナイトとアカツキも見よう見まねでそれぞれが蹴りの練習をするが、アカツキだけはウサギさんに『もうやめろ。無理だ』と言われ、静かに泣いていた。あ、アカツキ……お前のスキル構成は戦闘向きじゃないしさ。気にするなよ。

　体感で数時間ほど蹴りの練習を続けていると、ウサギさんは一つ頷いた。

《よし、それじゃあそろそろその木を蹴ってみろ》

「え!?　いや、さすがにそんなすぐに成果が出るとは思わないんですが……」

《いいからやってみろ》

　ウサギさんに促され、俺はひとまず教えてもらったことを意識しながら全力で黒堅樹に蹴りを放った。

　すると……黒堅樹がへし折れた。

「ま、マジかよ……」

《これくらいできて当然だ》

　折れた黒堅樹を前に呆然とする俺とは対照的に、ウサギさんは満足げに頷いていた。

《よし、ここからは実戦だ》

「へ!?」

　俺はウサギさんの言っていることの意味をすぐには理解できなかった。

　え、実戦？　実戦って……まさか……。

　俺は嫌いやな予感がしながらも、ウサギさんに訊きく。

「あの……その実戦の相手というのは……？」

《もちろん俺だが？》

「ですよねー……って無理でしょ!?」

　ようやく黒堅樹が一本折れるようになった程度の俺が、黒堅樹を数十本まとめて貫通させちゃうようなウサギさんとまともに戦えるワケがないでしょう!?

　そんな俺の心からの叫びに対し、ウサギさんは無情にも告げた。

《無理じゃない。やるんだ》

「気合でどうにかなったら苦労しないですって……」

《ごちゃごちゃ文句を言う暇ひまがあったら、今すぐ動け。そら、行くぞ……！》

「えっ、ちょっ！」

　慌あわてふためく俺を無視し、ウサギさんはすさまじいスピードで俺に突つっ込こんできた。

　その速度は異世界でレベルアップした俺であっても、容易に捉とらえられるものではない。

　突っ込んできたウサギさんはその勢いのまま回転すると、蹴りを放ってきた。

　その攻撃に対し、何の武器も用意していなかった俺は、咄とつ嗟さに蹴りでその攻撃を防ぐことに成功した。

　だが、それでもウサギさんの攻撃は強烈で、俺の足は悲鳴を上げた。

「いっ!?」

《ふん、よく蹴りで防いだな。その調子で攻撃もしてみろ！》

　そう言ってくるので、何とか蹴りで防いだ状態から逆の足でウサギさんに蹴り返す。

「全力でいきますっ！」

《いいぞ、その調子だ》

　こんな風に本当に実戦の中で蹴りに対するダメ出しをもらい、戦闘の中で修正させられた。

「わふ～」

「フゴ～」

　そんな俺とウサギさんの戦闘を、アカツキはボーっとしながら眺ながめ、ナイトは少しでもウサギさんの動きを盗ぬすもうと真しん剣けんに見ていた。

　しばらくこうした指導しながらの戦闘が行われたが、それがようやく終了した。

　終了した瞬間、戦闘中は必死過ぎて何とも思っていなかったのに、一気に疲つかれが押し寄せ、その場に座り込んでしまった。

　ここまで疲れたのは異世界でレベルアップして初めてのことで、正直すごく驚いたと同時に新鮮さも感じた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺を見て、ウサギさんは満足そうに頷く。

《さて……今日はここまでだ。明日、お前の家で続きを行うから忘れないように！》

　耳でビシッ！　と俺をさす。え、まさか……明日もやるの!?　今日だけでもういっぱいいっぱいなんですが!?

　驚おどろく俺をよそに、ウサギさんは本当に家まで来るつもりらしく、当然といった顔をしていた。ま、マジか。

　そして────。

《さらば》

　と言うと、ウサギさんはトンッと軽く地面を蹴った。

　だがそれだけでその場から数十メートルも跳とび上がると、さらに信じがたい光景が目に飛び込んできた。

《フッ────》

　なんと、何もない空中を足場に、ウサギさんはとんでもない速度でその場から跳び去って行ったのだ！

　空中を足場にして飛び去った際の衝しよう撃げきはすさまじく、森全体を激しく揺ゆらすほどの衝しよう撃げき波はとなって俺たちにも襲い掛かかった。

「うっ!?」

　なんとか激しい風圧に耐たえきると、もう空中にウサギさんの姿はなかった。

　最初から最後まで嵐あらしのようなウサギさんに呆然としていると、メッセージが出現した。

『称しよう号ごう【蹴聖の弟で子し】を獲かく得とくしました』

　どうやらウサギさんは俺の師し匠しようとなったようだ。

　……。

「……帰るか」

「わふ」

「…………ぶひ」

　なんというか、今日は色々と疲つかれたのだった。
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《来たぞ》

「本当に来た……」

　ウサギさんという師匠を得た次の日、当然と言った様子で俺の家までウサギさんはやって来た。しかも、家の庭まで入ってきているのである。

　今まで賢けん者じやさんの家に侵しん入にゆうしようとした魔ま物ものは一切入って来られなかったのに、ウサギさんは難なく入って来てるし……もしかして、ウサギ師匠って魔物じゃないのだろうか。それとも、単純に俺たちに対して敵意がないから入れたのか？

「ワン、ワンッ！」

「ブヒッ」

　色々と分からないことだらけだが、やって来たウサギ師匠に対し、ナイトはワクワクした様子を見せ、アカツキは今にも唾つばを吐はき捨てんばかりにやさぐれている。あ、アカツキさん。そこまでやさぐれなくても……。

　アカツキを宥なだめていると、ウサギ師匠は賢者さんの家や庭を不思議そうに見み渡わたす。

《ここは……何だ……？　『魔聖』のヤツ以上の魔法が使われている……？》

「え？」

《……まあいい。今日は……》

「あ、あの！」

《ん？》

　再び修行が始まりそうだったので、俺は思わず声をかけてしまった。

「その……どうして俺たちに蹴けりの稽古？　をつけてくれるんですか？」

　そこが俺には分からなかったため、素直に聞くことにした。

　すると、ウサギ師匠は俺の予想の斜ななめ上の回答をした。

《俺の後こう継けい者しやとしてお前を選んだからだ》

「後継者!?　しかも選ばれた!?」

　え、いつの間にか後継者とまで見られてたの!?　まあいきなり弟子にされてるし今いま更さらなのか？

《そうだ。俺たち『聖』を冠かんする存在は、その後継者を育てる義務がある。だから俺はその後継者としてたまたまこの物ぶつ騒そうな森にいたお前を選んだというわけだ》

「『聖』？　それに後継者を育てる義務って……ますます訳が分からないんですが……」

「わふー」

「ふご」

　ナイトもアカツキもウサギ師匠の言ってる意味がよく分からず、首をひねる。

　するとウサギ師匠は呆あきれた様子を見せた。

《お前ら……まさか本当に『聖』を知らないのか？》

「は、はい」

「わふ」

「ぶひ」

《マジか……『聖』を冠する動物を、人々は畏い敬けいの念を込めて〝神しん獣じゆう〟と呼ぶのだが……なら、当然『邪じや』のことも知らないよな？》

「じ、『邪』？」

《よく分かった》

　ウサギ師匠は溜ため息いきを一つ吐つくと、真ま面じ目めな表情で語りだした。

《世界中には俺のように『聖』を冠する連中が何人かいる。それはその分野を極きわめたヤツにこの星が与あたえる称号だな》

「星が与える……称号？」

　称号って、元々世界が勝手にくれるモノじゃないのか？

　新たな疑問が浮うかぶも、今は『聖』のことを聞いているので、黙だまって続きを促す。

《ではなぜ、星が『聖』を冠する称号を与えるのか。それはこの星の自じ浄じよう作用ととらえてくれ》

「自浄作用？」

《ああ。『邪』に対してのな。この『邪』と言うのが、この世界の生物たちの負の側面が結けつ晶しよう化し、命を得た存在だ》

「負の側面!?」

　な、なんてファンタジーかつ概がい念ねん的な話なんだ……全然話についていけない。

　地球じゃまず考えられないような話に俺は頭が痛くなってきた。

《『邪』と言うのは、俺たちの負の結晶だ。だからこそ、俺たちにとっては害でしかない。そんな『邪』から他の生物たちを守るために存在するのが、俺たち『聖』を冠する存在だ》

「おお……」

　つまり、ウサギ師匠は正義のヒーロー的な存在ということなんだろうか？　上手うまいたとえが浮かばないので何とも言えないけど。

《ひとまず、俺がどういう存在かは分かったか？》

「い、一応は……ただ、俺を後継者にってことでしたが、それって断れないんですか？」

《断ることもできるぞ》

「あ、できるんだ」

　てっきり拒きよ否ひ権のないモノだと思っていたので、少し拍ひよう子し抜ぬけした。いや、ありがたいけどさ。意味も分からず責任だけ背負わされても何もできないし。

《話の流れから分かると思うが、『聖』の称号を得れば、『邪』と戦う義務が発生する。それは熾し烈れつを極めた戦いになる。そして、そんな戦いに生半可な実力や気持ちで挑いどめば、すぐに死ぬのは目に見えている。そんな中、俺でさえ底を見ることができない潜せん在ざい能力を持つお前を見つけ、俺は後継者候補として、お前を選んだのさ。お前ならば、『邪』にも対たい抗こうできるであろうと……》

「なるほど……それで、『聖』の称号をいただいたら、その『邪』の称号を持つ相手と戦う義務以外にいいこととかってあったりするんですか？」

《いいことかどうかは分からないが、『邪』と戦せん闘とうする時のみ、俺たち『聖』のステータスは倍以上になる。あとこれはどちらかと言えば悪いことだが、『聖』の称号を持つ者は少なからずその分野の頂点に君臨していることになる。そしてその力は『邪』との戦闘に発揮すべきと世界が定めたため、俺たちは普ふ段だん、『邪』以外の生物相手にはステータスが半減した状態で戦うことになる。まあそれでもだいたいの敵は相手にならないんだがな》

「わふ……」

「ぶひぃ」

　ウサギ師匠に文字通り格の違ちがいを告げられ、驚きで固まる。

　え、じゃあ……俺が【鑑かん別べつ】のスキルで見たステータスって、半減された状態なの!?　しかもそんな状態で【ミスリル・ボア】を倒たおしたわけか!?

　開いた口が塞ふさがらないとはまさにこのことで、俺もウサギ師匠の規格外っぷりに呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

《さて……長々と語ったが、別に『聖』の称号を無理に継つげとは言わない。それでも俺が鍛きたえればそれだけお前が強くなり、無用な血が流れずに済む。俺たち『聖』の手の届かないケアをしてくれるかも、という希望もあるからな》

　俺は未だに『邪』の称号を持つ相手とやらがどんな見た目でどんな能力を持っているのか分からないが、もしウサギ師匠の言う通り、『聖』を持つ者たち全員で『邪』と戦っている間、『邪』の何かしらの能力で周囲に影えい響きようが出るなら、たとえ『聖』の称号を受け継がなくとも、その力で周りの人々を助けられるだろう。

《それで、どうする？　『聖』を受け継ぐか？》

「その……遠えん慮りよしときます」

　そんな責任重大な役職、とてもじゃないけど継げません。しかも元々は地球の人間なので、もし万が一、この世界に来られなくなってしまったらそれだけ戦力がなくなるわけだから目も当てられない。

《フッ……そうか。まあいい、稽けい古こをつけてやるのには変わらん》

「あの……でもどうして俺なんでしょうか？」

《言っただろう？　お前の潜在能力の高さと……あとは俺の気まぐれだ》

「もしそうだとするなら、何の対価もなしに教えてもらうなんて……それこそ、もっと相ふさ応わしい人を探して、その人に時間を割さいた方がいいと思います」

《はぁ……俺がいいと言っているのに。馬ば鹿か正直なヤツだ》

　俺の言葉にウサギ師匠は呆れた様子で溜息を吐くと、俺の家を訪れた時と同じように軽く家を見渡す。

《……分かった》

「え？」

《お前が何の対価もなく俺から教えを受けるのが嫌いやだと言うのなら、お前も俺に魔法を教えろ》

「へっ!?」

　再び予想外の要求に固まっていると、ウサギ師匠は続けた。

《ここに来た時も驚おどろいたが、こんなとんでもねぇ結界を俺は見たことがない。今回は特に敵意も害意もあるわけじゃないからそのまま入れたが……この結界、もし俺が少しでも敵対行動をとろうもんなら一いつ瞬しゆんで結界外にはじき出され、どれだけ攻こう撃げきしても傷一つ付けられないだろう。正直な話、ここまでとんでもない結界を作り出す存在がいるとは思わなかった。それこそ『邪』クラスの化物だろうが……お前からは『邪』の気配も感じないし、違うのは分かるんだがな》

　やっぱり賢者さんすげぇぇぇえええ！

　通常はステータスが半減してたり、その道で頂点を極めていたりする『聖』の称号だが、それを二つも保持しているウサギ師匠がここまで驚いているんだから、相当なもんだろう。

《もちろん魔法の頂点である『魔聖』もいるが……というより、お前を確認するまではソイツが魔法においては頂点に立つヤツだと思っていた……。それが一瞬で崩くずれ去った。むしろ今までお前が無名のままでいたことのほうに驚くがな……》

　そりゃ異世界人ですから。普段は地球で生活してますよ。

《とにかくごちゃごちゃと細かいことはいい。お前が俺から一方的に教えを受けるのが嫌だと言うのなら、この超ちよう魔ま法ほうを俺に教えてくれ。そうすればお互たがいに教え合えるわけだから万ばん事じ解決だろう》

「えっと……そもそもウサギ師匠は魔法は使えるんですか？」

《スキルを見たと思うが、全く使えないぞ！》

「そんな威い張ばられても……」

　どうやら耳と足は素晴らしいようだが、魔法の理解や発動はとてつもなく苦手らしい。

　それよりも、俺が教えてもいいんだろうか？

　俺だってたまたま賢けん者じやさんの日記らしき本を見つけ、そこで魔力回路や魔法の理論を受け継いだだけにすぎないのだ。

　だから、偉えらそうに人に教えられるような立場ではないのだ。

　……それでもウサギ師匠の蹴けりはとても魅み力りよく的だ。つい昨日、【大魔ま境きよう】の奥地で【ミスリル・ボア】と遭そう遇ぐうし、まるで歯が立たなかったんだ。少しでも対抗する手段が多いに越こしたことはない。

　俺は一つ頷うなずくと、ウサギ師匠に手を差し出した。

「じゃあ……どこまで教えられるかは分かりませんが、よろしくお願いいたします」

《うむ》

　一応、魔法理論も俺自身理解はしてないが教えたりすることはできるので、思ったより悲ひ惨さんになることはないだろう。

《それにしても……俺の弟で子しにして師匠というのも変な感じだな》

「た、確かに」

　あまり意識してなかったが、俺は神獣であるウサギ師匠の弟子にして師匠になったようだ。

《さて、こうして互いに師弟となったのだ。俺に名はないが、お前たちの名を教えてくれ》

「あっ、俺はユウヤです。それとナイトとアカツキです」

「わふ」

「ふご」

　ナイトとアカツキは器用に前足を挙げて挨あい拶さつをすると、ウサギさんは頷いた。

　それから俺とウサギ師匠は軽くお互いの教えられることを伝えあった後、お互いに蹴りと魔法の修行のため、魔物を狩かっていくのだった。
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《────何か面おも白しろいことはないだろうか？》

　優ゆう夜やとウサギが出会う前。

　普段はあまり近寄らない【大魔境】にウサギは足を踏ふみ入れていた。

　ウサギの実力的には問題ないのだが、それでも強力な魔物が多いこの【大魔境】には中々足を運ぶことがない。

　しかし、今日は何な故ぜか、ウサギはこの【大魔境】へとやって来ていた。

《……どうしたんだろうな。普段はこんな場所、面めん倒どうで近寄ることすらしないんだが……》

　さすが『聖』を冠かんする存在だけあり、【大魔境】の奥地へと躊躇ためらいもなく突つき進む。

　すると、ウサギの特とく殊しゆな耳は、微かすかな音を確かに拾いとった。

《ん？　縄なわ張ばり争いか？》

　何が争っているのかまでは把は握あくできなかったウサギだが、ちょっとした興味から音の方へと足を向けた。

　すると……。

《む？　人間だと!?》

　この【大魔境】の中層あたりでも強力な部類に入る、ミスリル・ボアと人間────優夜が戦闘している姿が目に飛び込んだ。

《……いや、戦闘と言うにはミスリル・ボアにダメージは与あたえられていないが……》

　ウサギの言う通り、優夜の攻撃はミスリル・ボアにあまり効いていない。

　ミスリル・ボアの身を包むのは魔法攻撃に対して無類の強さを発揮し、さらに物理攻撃にすら高い耐たい性せいを持つ希少な【ミスリル】である。ただの人間では傷一つ負わせることすら難しいだろう。

　そしてさらに、ミスリル・ボアが厄やつ介かいなのは、その圧あつ倒とう的防ぼう御ぎよ力に加え、すさまじい速度でその巨きよ体たいをぶつけてくる突とつ進しん攻撃にあった。

　本来ならその攻撃をただの人間が受ければ、一瞬にして肉片と化すのだが……。

《何っ!?》

　優夜は、確かにミスリル・ボアの突進を受け吹ふっ飛ばされるも、その身を爆散させることなく生き延びたのだ。

　その事実に驚きを隠かくせず、さらには優夜と共に戦っているナイトの強さにも舌を巻いた。

《あの子こ狼おおかみ……今はまだ子供だが、とんでもない潜在能力を秘めているな。まあ方向性は違うが、あの子ブタも中々……そして────》

　改めて優夜をじっくりと観察したウサギは、内心冷や汗あせをかいた。

《……あの人間が一番読めない。いや、違うな……一番底が見えない》

　ナイトとアカツキに関しては、ウサギはある程度の強さを予測できた。とはいえ、所しよ詮せんは予測でしかないため、今後の成長で大きく変わることもある。

　だが、優夜に関しては『聖』を冠するウサギであってもその成長の限界を見通すことができなかった。

《まさか、俺たち『聖』を持つ者以外で、ここまでの潜在能力を有する存在がいたとは……》

　ウサギが優夜に対して感じたことは、恐きよう怖ふと────喜びだった。

《もし俺がアイツを鍛えたら？》

　ウサギは【耳聖】と【蹴聖】という二つの称しよう号ごうを持ち、【耳】に関しては人間に教えることはできない。

　しかしこの世界で一番だという自負がある【蹴り】に関しては別だ。

　できれば【蹴聖】の後こう継けい者しやとして育てたいが、それよりも潜在能力の底が見えない優夜に、己おのれの技術を授さずけてみたくなった。

　ただし、ウサギの立場上、そう簡単に技術を教えるわけにはいかない。

　それは、その技術を悪用する者が現れるかもしれないからだ。

　だからこそ、【聖】を冠する者の後継者に選ばれる存在は、ある種の高潔さが求められた。

　面倒な【聖】の制約を思い返していると、優夜たちは自分たちでは分ぶが悪いと感じたらしく、ミスリル・ボアから逃のがれようとしているところだった。

　しかし、ミスリル・ボアもそう簡単に見逃すはずもなく、攻撃を続ける。

　そして、優夜がミスリル・ボアと一人で戦うことを決め、自分を犠ぎ牲せいにしても、仲間を守ろうとしたその姿に、ウサギは後継者としての最後のピースを見み出いだした。

　元より見殺しにするつもりもなかったが、これ幸いにと、ウサギは早さつ速そく優夜たちを助けることにしたのだった。

　────こうしてウサギは優夜という弟子を手に入れたわけだが、優夜の住む家にかけられた結界を見て、【魔聖】をも超こえる魔法の才能を体感し、優夜に弟子入りするという師匠で弟子という不思議な関係になるとは、この時はウサギにも分からなかった。








第五章　進化









　ウサギという師し匠しようにして弟で子しを手に入れた俺は、あれから蹴けりを見てもらいながら魔ま法ほうを教えるという生活を続けていた。

　ウサギさんに俺が賢けん者じやさんから受け継ついだ魔法を教えるにあたって驚おどろいたのが、ウサギさんと同じように数ある『聖』の称号の中に魔法を極きわめた【魔聖】と呼ばれる方がいるそうなのだが、賢者さんの魔法はそれ以上のモノらしい。いや、本当に賢者さんすごすぎ。

　まあ生きてる状態で神様の域にまで到とう達たつしたって書いてあったわけだし、冷静に考えれば何もおかしくないんだけどね。

　それはともかく、ウサギさんには俺なりに賢者さんの魔法を教えたわけだが……本当に賢者さんの魔力回路に改めて感謝することになった。

　だって、ウサギさんは今まで思うように魔法を使えなかったらしいのだ。

　どうやら俺の認識が甘かったようで、魔法は訓練すれば誰だれでも使えると思っていた。

　だが、魔力の制せい御ぎよや魔法を発動するために必要な理論などを覚え理解することは、優ゆう秀しゆうな魔法使いの下もとで住み込みの弟子入りをしなければ中々難しいというのが異世界での常識らしい。

　と言うのも、魔法使いにとって自身が研究して発見した魔術理論は財産らしく、秘ひ匿とくするのが普ふ通つうだそうだ。

　俺は地球の科学者たちのように研究成果は公表するイメージがあったが、魔法使いはそうではないようだ。まあ商売が絡からむと技術は秘匿されるって考えれば分からなくもないかな。

　そう言った魔術理論を教えてもらうのも一苦労で、さらにそれを理解し、魔力も制御したうえで魔法を操あやつる魔法使いという人間は、極めて希少だということが分かった。

　……以前、レクシアさんに回復魔法らしきものをかけていた兵隊さんがいたけど、あれも特殊な専門部隊の一人なのかもしれない。

　そう考えれば魔法をごく自然に戦せん闘とうに織り交ぜ、遠近ともにバランスよく攻こう撃げきを仕し掛かけてくる魔物は本当にすごいなと思った。今の俺は、そんな魔物と戦いながらいかに魔法を戦闘に有利に運ぶように使えるかというのを課題にしている。

　ウサギさんも以前、【魔聖】の称号を持つ方に教えを乞こうたらしいが、全く魔法を使えるようにならなかったそうだ。

　だからこそ、俺が教えても果たして力になれるかと思ったのだが、どうも賢者さんの魔術理論などは分かりやすいらしく、ウサギさんには以前より魔法が使えるようになったと喜んでもらえたため、ひとまず安心した。

　そんなウサギさんから蹴りを教わっている俺はというと、ウサギさんがあまり出来の良し悪あしを言うタイプではないので分からないが、日に日に蹴りの威い力りよくが上じよう昇しようしているのは実感できた。

　そして今、俺は一つの修行の区切りとして、とある魔物の前に連れてこられていた。

　それは────。

「ブルルル……」

「あの……本当に勝てるんでしょうか？」

《勝てる勝てないじゃない。勝つんだ》

「わふぅ……」

　先日、俺が太刀たち打ちできず、ウサギさんがいとも容易たやすく蹴散らしミスリル・ボアだった。

　しかも、よく見ると以前俺が戦った個体より大きい。

「いや、いくら何でもリベンジが早すぎません？　まだ一週間くらいしか経たってないですよ？」

《そんな悠ゆう長ちようにリベンジの機会を待つわけないだろう。前と同じ種族なんだから行動パターンもある程度分かっているだろう？》

「はあ……」

　もはや何を言っても通用しないと悟さとった俺は、戦力の確認として、一応【鑑かん別べつ】スキルを発動させてみる。

【キング・ミスリル・ボア】

レベル：３、魔力：５０００、攻撃力：６００００、防御力：１０００００、俊しゆん敏びん力：５００００、知力：３０００、運：１０００

スキル：【突とつ撃げき】、【鉄てつ壁ぺき】、【魔法反射】、【超ちよう嗅きゆう覚かく】、【魔力操作】、【土属性魔法】

「いや、同じじゃないですよ!?」

　むしろ強くなってるんですが!?　どうりで何か貫かん禄ろくやら気配やらに違い和わ感かんを感じたと思った！　だって明らかに格が違ちがうよな!?

　しかも恐おそろしいのが、以前のミスリル・ボアの時でさえレベル10という低レベルであの破格のステータスだったのだ。

　それがランクアップして、さらに低いレベル３でステータスアップとか冗じよう談だんじゃない。

「ウサギさん、さすがに無理ですって！」

《大だい丈じよう夫ぶだ。死ぬ直前で助けてやる》

「いや、ケガする前に助けてくれません!?」

　何一つとして大丈夫な要素がない！

「ブルル……ブヒィィィィイイイイ！」

　俺とウサギさんが言い合っている間、しびれを切らしたキング・ミスリル・ボアがミスリル・ボア以上の速度で突つっ込んできた。

　俺は何とか体を捻ひねって避よけるも、その俺に牙きばを当てようとすれ違いざまにすさまじい勢いで頭を振ふるってきた。

「ぐっ!?」

　俺は咄とつ嗟さに【無限の籠こ手て】を出現させその攻撃を防ぐが、簡単に吹き飛ばされ、【黒こつ堅けん樹じゆ】に叩たたきつけられた。

「わふっ!?」

《おい。お前は参加してはダメだ。これくらいはアイツ一人で切り抜ぬけてもらわなければ困る》

「ぶひぃ……」

　ナイトはウサギさんに止められ、そんな様子をアカツキがドン引きしながら見ている。

　ま、マジか……ナイトの協力を期待していたのに……。

《どうした？　そんな調子だとすぐに殺されるぞ。前にも話したが、この世界には『邪じや』を冠かんする連中が存在する。もちろんそいつらはその猪いのししなんかとは比べ物にならないほど強い。そんな強敵を前にした時、お前は誰も守れない》

「それは……」

　それは、嫌いやだ。

　ナイトやアカツキ、それにレクシアさんやルナ。この世界で知り合った人たちに何かあった時、それをこの手で救うことができないのは……絶対に嫌だ。

　俺はすぐに体勢を立て直すと、【絶ぜつ槍そう】を取り出す。

　黒堅樹に叩きつけられたとはいえ、俺なりに衝しよう撃げきをある程度逃にがしたおかげで【完治草のジュース】を飲まずとも動ける。

「ブギィィィイイイイ！」

　そんな俺の姿を見て、キング・ミスリル・ボアは癪しやくに障さわったのか、さらに勢いを増して突撃してきた。

　その突撃に対し、俺はキング・ミスリル・ボアの側面に沿うように回転しながら衝撃を逃がした。

　キング・ミスリル・ボアが俺の横を通り過ぎた瞬しゆん間かん、そのお尻しりに向けてウサギさん直じき伝でんの蹴けりを叩き込むッ！

「おらああああああああっ！」

「ブッ……ブギィィィイイイイ!?」

　前回のミスリル・ボアとの戦いの時は全くダメージを与あたえられなかった俺だが、今俺の目の前ではキング・ミスリル・ボアが顔から地面に突っ込み、俺の蹴りによるダメージで悶もだえている。

　それに、前回は動きにもついていけなかったのだが、今はキング・ミスリル・ボアの動きにしっかりとついていくことができている。

　ウサギさんとの特訓の中で、蹴りの威力が増すのに比例し、脚きやく力りよく全ぜん般ぱんが超強化されていたのだ。

　だからこそ、踏ふみ込み一つが今までとはまるで異なり、以前の俺では想像もつかないような速度で動くことができている。

　地面に転がり、痛みに耐たえているキング・ミスリル・ボアに対し、俺は蹴りを放った体勢から手にした絶槍を投とう擲てきした。

　他の魔物なら、魔法で攻撃してもいいのだが、キング・ミスリル・ボアのスキルに【魔法反射】があったことから、魔法は使えない。だから本当の意味で【絶槍】やウサギさんの教えをフル活用する必要があるのだ。

　すると絶槍の存在に気付いたキング・ミスリル・ボアが慌あわててその巨きよ大だいな牙で絶槍を上に弾はじく。

　だが俺は、追つい撃げきの手を緩ゆるめなかった。

「はああああああっ！」

　絶槍を投擲したタイミングでキング・ミスリル・ボアに向かって走り出していた俺は、新たにアイテムボックスから【天てん鞭べん】を取り出すと、絶槍目め掛がけて振るった。

　すると絶槍を目標として定めた天鞭は絶槍の柄えに絡みつく。

　そのまま一気に強化された脚力で空中に跳とぶと同時に天鞭を引き、絶槍を引き寄せると、俺はキング・ミスリル・ボアの頭上で宙に浮ういた絶槍目掛けてかかと落としを繰くり出した。

「っらあああっ！」

「ブギィヒィ!?」

　ウサギさんの特訓によって鍛きたえられた脚力を駆く使しして放たれる絶槍の威力はすさまじく、超硬かたいキング・ミスリル・ボアの脳天を容易く貫つらぬき、そのまま地面に縫ぬい付けるだけでなく、かかと落としの風圧だけでその場にクレーターができ上がった。

　絶命したキング・ミスリル・ボアはそのまま光の粒りゆう子しとなって消え、その場にはドロップアイテムが散らばる。

　俺はその場に着地すると、精神的疲ひ労ろうから思わずその場に座り込んでしまった。

「か、勝てたああああああああ！」

《フン。本当なら蹴りだけで倒たおせと言いたいところだが……今回は及きゆう第だい点をやろう》

「ま、マジですか……」

　今の戦いでさえ、賢者さんの残した武器に頼たよらなければ正直長引いていたはずだ。それに、勝てる保証もない。

　ウサギさんの言葉に頰ほおを引きつらせていると、ナイトとアカツキが俺に駆かけ寄ってきた。

「わふ～。わふ？」

「ふご、ふごふご」

「心配してくれたのか？　ありがとう。俺はこの通り大丈夫だよ」

　ナイトもアカツキも俺にすり寄ったり、舐なめたりしてくれる様子から心配してくれていたようだ。よかった、死ななくて。

《まあいい。今日の修行はこれで終わりだ。ドロップアイテムを確認し、回収したら戻もどるとしよう》
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「はい」

　ウサギさんがそう言ったので、俺は改めて辺りに散らばるドロップアイテムを集め、一つ一つ確認していった。

【無む魔ま王おう猪ちよの大牙】……キング・ミスリル・ボアの大牙。あらゆる魔法を無効化するミスリルで構成された牙であり、生半可な攻こう撃げきでは傷一つ付けることができない。武器として加工する際に特とく殊しゆな技術が必要だが、加工すれば魔法を反射、または切り裂さく武器となる。

【無魔王猪の大皮】……キング・ミスリル・ボアの大皮。あらゆる、魔法を無効化するミスリルで構成された皮であり、物理攻撃に対しても高い耐たい性せいを誇ほこる。ミスリルそのものではなく皮であるため、ミスリルと比べれば軽い。そのため、防具などに使用され、その防具は冒ぼう険けん者の間でも幻まぼろしの逸いつ品ぴんとして扱あつかわれる。

【無魔王猪の肉】……キング・ミスリル・ボアの肉。少し癖くせのある味と匂においを持つ肉だが、一度食べればこの味の虜とりことなる。数百年に一度、市場やオークションなどで出回ればいい方。この味を知る者からすれば喉のどから手が出るほど欲しい食材。

【魔石：ＳＳ】……ランクＳＳ。魔力を持つ魔物から手に入る特殊な鉱石。

【破魔の箒ほうき】……キング・ミスリル・ボアから手に入る、レアドロップアイテム。どれだけ頑がん固こな汚よごれや塵じん埃あいもたった一ひと掃はらいで綺き麗れいに浄じよう化かされる。自動でゴミが箒に着くため、どれだけ掃はいてもゴミが飛び散る心配はなく、掃そう除じが終われば自然と箒からゴミが離はなれる。ゴミ以外にも、霊れいや呪のろいを祓はらう効果を持つ。

「ランクＳＳ!?　いや、それよりどこから箒が来た!?」

　魔石のランクがＳＳということにも驚おどろきだったのだが、相変わらずの超有能な日用品シリーズにすべてのインパクトを持って行かれた。いや、本当に箒の効果がすごい。というより普ふ通つう箒にそんな効果はないだろう。

　これだけ有用な箒自体はとても嬉うれしいので、素直に回収した後、改めて魔石のランクについて考えた。

「ランクＳＳって……てっきりＳランクが最高だと思ってた……」

《何を言っている？　Ｓランクどころか、ＳＳランクですら最高ランクではないぞ》

「え、そうなんですか!?」

　ＳＳランクでさえ驚きだというのに、その上が更さらに存在するってこと!?　もう想像がつかない。

　ナイトとアカツキは俺以上に理解できないのか、首をひねり、アカツキはひねりすぎて横にこてんと倒れた。可愛い。

　少し現実逃とう避ひ気味にナイトたちに癒いやされていると、ウサギさんが腕うでを組んで教えてくれる。

《ＳＳランクの上にはＳＳＳランク、ＥＸランク、そしてＬレジエンドランクが存在するぞ》

「予想以上に多かった!?」

　上のランクがあるといっても、せいぜい一つだと思ってました！　それがまさかそんなにあるの!?

　というか、【大魔ま境きよう】の入り口付近で遭そう遇ぐうする魔物たちはランクＡが多いわけだが、それでもオーウェンさんたちからすればすごい脅きよう威いで出会えば絶望する存在みたいに言われていたのに、ＥＸランクやらそれこそＬランクとかいうもう想像を絶する存在が姿を現したらどうするんだろう。もう世界が滅ほろんでしまうのでは？

「ひぃ……Ｌランクなんて想像したくもない……」

《安心しろ。ＥＸ以上はそうそうお目にかかれない。それにそう言った魔物は争いなどには基本興味を示さないからな。こちらからちょっかいを出さなければ無害だ》

「もし……ちょっかいを出したら……？」

《塵ちり一つ残らず消し飛ぶだけだが？》

「っ！」

　俺は息を飲み込むしかなかった。絶対出会ったら逃げよう。出会いたくもないけど。

《ちなみにだが、この【大魔境】の最深部あたりにはＥＸランクやＬランクの魔物がいると言われているぞ》

「めちゃめちゃ身近にいるじゃないですかッ！」

　まあそうでしょうね！　【大魔境】が畏おそれられてる理由に強力な魔物が生息しているからってあるわけだから、いてもおかしくないよね。

「ち、ちなみにウサギさんは……その……どのランクくらいなら相手にできますか？」

《そうだな……ＥＸランクまでは何とか……いや、正直分からないな。一つ言えるのは、戦えばまず無事ではないということだ。それに『邪』を冠する存在はＬランクだが、そいつ一体を相手にするのに俺たち『聖』を冠する連中は束になって戦うからな。そもそも一人で倒すなど論外だ》

「えっ、『邪』ってそんなに強いんですか!?」

《当たり前だろう？　なんせ世界中の負の側面が結けつ晶しよう化した存在だぞ。たかだか一存在でしかない俺たちが一人で太刀たち打ちできるわけがない。どうだ？　後こう継けい者しやになりたくなったか？》

「一生お断りします」

　無理だよ。俺の中でウサギさんは賢けん者じやさんに次ぐ実力者なのに、そんな実力者が一人じゃ絶対勝てないって言うような相手と戦う義務を背負うなんてとてもじゃないができない。俺はそこまで心が強くはない。

　……そう考えると、賢者さんってどれくらい強かったんだろうか？

「もしかしたら、そのＬランクなんかより強かったりして」

《ん？　何の話だ？》

「あ、いえ、何でもないです」

《そうか？　まあいい。ドロップアイテムを回収できたのなら、もう行くぞ》

「はい！」

　ドロップアイテムを回収し終え、いざ帰ろうとした瞬間、突とつ然ぜん目の前にメッセージが出現した。

『レベルが上がりました。一定レベルに達したため、種族の進化を行います』

「……へ？」

《ん？　なっ!?》

　俺が何も反応できないうちに、いきなり俺の全身が光り始めた。

「何、何!?　何が起きてるんだ!?」

「わ、わふ！」

「ぶひぃ！」

　ナイトとアカツキが俺の近くに寄ろうとするが、果たして触ふれていいのかと迷い、周囲を忙せわしなく動き回る。

　俺を含ふくめて突然の事態に慌てふためいていると、唯ゆい一いつウサギさんがすぐに冷静さを取り戻し、俺の状態の説明をしてくれた。

《安心しろ。それは進化の準備だ》

「し、進化!?　え、進化とは!?」

《そのままの意味だ。お前のレベルが一定にまで達したから、より優すぐれた存在となるために進化しているのだろう。……まあ人の身で進化するのはとんでもなく珍めずらしいが》

「サラッと衝しよう撃げきの事実!?」

　ウサギさんの最初の説明から案外進化って皆みなしてるもんなんだと思ったのに、俺のように人間でありながら進化するのはメチャクチャ珍しいらしい。いや、それより！

「俺、どうなっちゃうんですか!?　ば、化物にならないですよねぇ!?」

《初めての進化だろう？　ならばそう大きな変化はないはずだ。……たぶん》

「不安しかないですね！」

　ここで角が生えたり翼つばさが生えたりされると大変困るのだ。

　いや、この異世界だけで生きていくなら問題ないのかもしれないけど、俺は地球での生活もあるからね!?

　そんな俺の思いとは裏腹に、体の発光は止まらず、俺自身ではどうしようもないため、大人しくするしかなかった。

　しばらく待っていると、やがて光が収まり、ようやく自分自身の姿を確認することができた。

「ど、どうなったんだ……？」

　この異世界に来て、初めてレベルアップした時のような激痛も覚かく悟ごしていたのだが、そんな痛みは一切なかった。

　体をざっと見たり顔や頭を触さわってみるが、特別変化があったようには思えない。

「あの……何か変なところはありますか？」

「わふー？」

「ふご？」

　ナイトとアカツキも俺の周りを見て回ってくれたが、またも二人とも首を傾かしげて横にこてんと倒たおれた。可愛い。

《見た目で言えば、特別変わったところはないぞ》
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「ほ、本当ですか！」

　よかったー！　もしこれで最初のレベルアップ以上に姿が変わってたら、もう言い訳も何もできないもんな。

《ただし、一度ステータスを確認してみるといい。進化自体は確かに行われたんだからな》

「あ……そ、そうですね」

　ウサギさんの言う通り、何気に久しぶりな気がする自分自身のステータスを確認してみることにした。

　すると────。

【天てん上じよう優ゆう夜や】

種族：人間（超ちよう越えつ種）、職業：なし、レベル：１、魔力：１００００、攻撃力：１５０００、防ぼう御ぎよ力：１５０００、俊しゆん敏びん力：１５０００、知力：９０００、運：１５５００、ＢＰ：１００００

スキル：《鑑かん別べつ（ＳＲ）》《忍にん耐たい（ＳＳＲ）》《アイテムボックス（ＳＳＲ）》《言語理解（ＳＳＲ）》《真武術（ＳＲ）：９》《気配察知（Ｎ）》《速読（Ｎ）》《料理（Ｎ）：Ｍ》《地図（ＳＲ）》《心眼・改（ＳＳＲ）》《同化（ＳＲ）》《テイム（Ｒ）》《心身統一（Ｒ）》《精神強化（Ｒ）》《図鑑（ＳＲ）》《魔力操作（Ｒ）》《魔法の極きよく致ち（Ｕ）》《加減（Ｎ）》《蹴聖術（Ｕ）：２》《隠いん蔽ぺい（Ｒ）》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》《賢者の弟子》《至高の魔力回路の後継者》《究極の魔ま術じゆつの後継者》《蹴聖の弟で子し》《蹴聖の師し匠しよう》

「なんか色々増えてる!?」

　知らない間にスキルのレベルが上がってることはあったけど、スキル自体の増減やここまで劇的に称号が増えたのは初めてだ。

　ひとまずＢＰを勢いと勘かんで割り振ふる。

　その結果、最終的なステータスはこうなった。

【天上優夜】

種族：人間（超越種）、職業：なし、レベル：１、魔力：１１０００、攻撃力：１７０００、防御力：１７０００、俊敏力：１７０００、知力：１０５００、運：１７０００、ＢＰ：０

「よ、よし。ひとまず落ち着け、俺。一つずつ確認していこう……」

【人間（超越種）】……人間の進化の一つ。容姿などに変化はないが、ステータス全ぜん般ぱんが強化される。病気に強い耐たい性せいを持つ。

「なんかすごそう！」

　ステータスが強化されたのは純じゆん粋すいにありがたいし、何より病気に強い耐性を持つという点がとても嬉うれしい。

【完治草のジュース】で治すことができるとはいえ、何が起こるか分からないしね。

　普ふ段だんから体調管理には気を付けているけど、これは本当に心強い。

「次はスキルだ。新スキルの【心眼・改】はウサギさんが持ってた【心眼】のちょっと良いバージョンってことかな？　スキル【見切り】と【弱点看破】がなくなってるからこの二つが統合された結果だって分かるけど……それ以外がさっぱり分からん」

　しかもしれっと【蹴聖術】を覚えている俺。確かにウサギさんが【蹴聖】で、そんな人から教えを受けてるわけで、覚えていてもおかしくはないけど……この【蹴聖術】ってレア度がユニークなんですが？　もう俺とウサギさんが使える時点でユニークじゃないと思うんだけどいいんだろうか？

　気を取り直して見慣れないスキルを一つずつ確認していく。

【心眼・改】……【見切り】スキルの究極系である【心眼】に、【弱点看破】の効果も得たスキル。

【魔法の極致】……通常の属性魔法スキルとは異なり特とく殊しゆな魔術理論を理解した結果、属性に関係なく魔法を使用することができる。魔法の効果は使用者のイメージや魔力に依い存そんする。

【加減】……あらゆる能力の加減を自由に調整することができる。だが、慣れるまでには一定の時間がかかる。

【隠蔽】……様々な事象を隠かくすことができる。ステータスに使用した場合、他人からステータスを見られないようにすることも可能。魔法を隠すこともできる。

「どれもメチャクチャ使えるスキルだ……」

　とくに【加減】はありがたい。なんせ進化した俺のステータスじゃ、地球での生活に支障をきたすかもしれないからね。

　それに【隠蔽】もあまり考えたことなかったが、俺以外にも【鑑定】や【鑑別】のスキルを使える人がいるわけで、そんな人たちに俺の【異世界人】とかの称号を見られたら困るので、この異世界で活動する時には活かつ躍やくするだろう。

「さて、最後に称号だけど……」

　一番身に覚えがないのは、【賢者の弟子】という称号だ。確かに賢者さんから魔力回路や魔術理論を引き継ついだが……。

【賢者の弟子】……賢者の思念に触れ、その知識を得た者に与あたえられる称号。消費魔力軽減の効果を持つ。

【至高の魔力回路の後継者】……至高の魔力回路を受け継いだ者に与えられる称号。

【究極の魔術の後継者】……究極の魔術を受け継いだ者に与えられる称号。

【蹴聖の弟子】……蹴聖の弟子となった者に与えられる称号。スキル【蹴聖術】の開放。

【蹴聖の師匠】……蹴聖の師匠となった者に与えられる称号。

「なる……ほど……」

　どうやら俺は、賢者さんの本を手に入れ、魔法を使えるようになったから弟子として認識されたようだ。他の人から見れば、こんなことで師弟関係って言うのもおかしな話だろうが、俺は賢者さんとの繫つながりを感じることができて嬉しかった。

　他にも、俺が【蹴聖術】を使えるようになってた理由も分かったし、この称号に恥はじないよう、日々精しよう進じんしないとな。

　とはいえ、今回の進化で一番ヤバかったのは種族の変化だったみたいだ。

「はあ～……まさか進化しちゃうなんて……」

《何を嘆なげいている？　普ふ通つうであれば喜ぶべきだ》

「そ、そうなんですか？」

《それはそうだろう。進化とはそれだけで以前より強くなるんだ。人間は知らんが、獣じゆう人じんやエルフどもであれば狂きよう喜きすることだぞ》

「そ、そうですか……」

　正直、ウサギさんの言うエルフや獣人とやらがいまいちピンとこないが、まあ強くなる分には構わないのかな？　この世界はまだまだ物ぶつ騒そうみたいだし。

　それでも……賢けん者じやさんの本に書かれていた通り、俺は強くなるだけじゃなくて周りの人ともっと関わって行こう。せっかく賢者さんが忠告してくれたんだもんな。

　改めてそう実感していると、ウサギさんが俺の方をじっと見ている。

《……進化したことで、もっと先が読めなくなったな……果たして、どうなるのか……》

「え？」

《……何でもない。とにかく、今日はこれ以上の修行はなしだ。家に帰ってゆっくり休め。……ああそれと、もし俺がいない間にトラブルに巻き込まれた時は、俺が教えた技術を実じつ践せんしてみるといい。魔ま物もの相手の修行はもちろん、対人戦せん闘とうの経験は大切だからな》

　ウサギさんはそれだけ告げると、以前と同じように軽やかにその場で跳とび上がり、空中を足場にしてそのまま跳んでいった。

「……俺もこのまま修行を続けたら、あんなとんでもない動きができるんだろうか？」

「わふ？」

「ぶひ～」

　俺の問いに、ナイトたちはただ首を傾げるだけだった。




　　　　＊＊＊




　球技大会の前日。

　種目決めは前回の時間で終わっているが、それぞれが作戦を立て、球技大会へ向けて入念な準備をしていると、ふと思い出した様子で亮りようが口を開いた。

「そういえば、優夜の写真を撮とるために、球技大会に撮さつ影えいスタッフが来ることになったんだよな？」

「そ、そういえばそうだったね」

「むっ!?　亮君、慎しん吾ご君。それは一体どういうことかな？」

　亮たちがこの間の芸能事務所の社長さんたちとの会話を思い出し、俺にそう訊きいたところをたまたま聞いていた影かげ野の君が眼鏡を光らせて訊いてきた。

　すると他の生徒たちも驚おどろいて俺たちの方に視線を向ける。

「えっと……この間の帰り道にさ、優夜をスカウトしに芸能事務所の人が来たんだよ」

「そ、それで優夜君は断ったんだけど、どうしても事務所の人が優夜君を諦あきらめきれなかったみたいで、優夜君の芸能界入りの代わりにこの【王おう星せい学園】の特集って形で雑誌に掲けい載さいすることにしたらしいんだ。それで撮影の許可も下りたみたいだから、この球技大会にそのスタッフさんたちが来るって話なんだけど……」

　ウサギさんのことや進化のことですっかり忘れていた俺だが、亮と慎吾君の説明を聞いたクラスメイトの皆みなはざわざわし始める。

「そ、そんなことになっていたとは……」

「え、じゃあ俺たちもワンチャン雑誌に載のる可能性が!?」

「うおおおお！　これは余計に頑がん張ばらねぇといけねぇな！」

　学校のイベントに外部の人が来るのはどうなんだろうと心配していたが、皆はむしろ歓かん迎げい的な雰ふん囲い気きになっていたので俺は本当にありがたかった。

　すると、一人の男子生徒が思わずといった様子で呟つぶやいた。

「あれ？　待てよ？　その撮影が優夜が目当てだとすれば、その優夜をチームに引き込めば写真に入り込める可能性が高くなる……？」

「「「……」」」

　その一言に、皆が一いつ斉せいに黙だまった。

　そして────。

「優夜くぅぅううん！　ぜひとも……ぜひともサッカーに参加しないか!?」

「はあ!?　バスケに参加するに決まってるだろ！」

「いやいや、ここはドッジボール一択たくだろ！」

「え、えっと……？」

　勧かん誘ゆうされること自体はすごくありがたいし嬉しいことなのだが、結局どの種目に参加してもトラブルは避さけられないわけで……。

　それに、皆は忘れているんだろうか？

「あの……俺、卓たつ球きゆうに出ることが決まってるんだけど……」

「「「……」」」

　俺の言葉に固まる男子たち。

「そうだったああああ！」

「なぜ……なぜあの時勝てなかったのか……！」

「もう一度、あの日に戻もどってジャンケンをやり直したい……！」

　皆俺が思っている以上に悔くやしがっているため、俺は何と声をかけていいのか分からなかった。

　すると、亮が呆あきれた様子でそんな皆を見ながら、俺の肩かたに手を置いた。

「ま、コイツらは気にせず、卓球頑張れよ！」

「う、うん」

　何とも言えない表情で、俺は頷うなずくことしかできなかった。




　　　　＊＊＊




　球技大会当日。

　学園はイベント特有のちょっとフワフワした雰囲気に包まれており、皆ＨＲの時からソワソワしていた。

　今日の日程は球技大会だけなので、皆制服ではなく体操服やジャージ姿となっている。

「おーし、今日は先生のボーナスがかかった大事な球技大会だ。負けるんじゃないぞー」

「いや、別に先生のために戦うわけではないんですが？」

　亮の冷静なツッコミに皆も頷く。うん、相変わらず沢さわ田だ先生は正直というか……まあ場を和なごませるために言ってるんだと思う。……そうだよね？

　その後も簡単な注意事じ項こうなどの説明を受けた後、俺たちはそれぞれの種目の会場へと向かった。

　すると途と中ちゆうで芸能事務所の黒くろ沢さわさんとその社長さんに出会う。

「さて、優夜君。今日は貴方あなたの勇姿をしっかりと写真に収めさせてもらうわね」

「は、はあ……」

「ああ、でも、変にカメラとか意識しないでちょうだい。美み羽うや光ひかるから話を聞いたところ、まだ撮られ慣れてないらしいし、自然体でいいわ」

「えっと……」

　俺は社長さんの言葉に困こん惑わくしながら、社長さんの背後に構える多くのカメラマンの姿に視線を移した。

　そんな俺の視線につられ、社長さんと黒沢さんも背後のカメラマンさんたちに一度視線を向ける。

「……緊きん張ちようしないでいいからね！」

「無理ですね！」

　いや、予想以上にカメラマンさんの人数が多いぞ!?　多くても二人くらいだと勝手に高を括くくっていたのだが、実際にやって来たスタッフさんは十人くらいいそうだ。

　それに、一眼レフカメラだけでなく、何やらテレビ局のカメラのようなモノまで用意されており、かなり大がかりだ。

「大だい丈じよう夫ぶよー！　芸能界に入れば、これくらいすぐ慣れるんだから！」

「いや、ですから、そのお話は一度お断りしたと思うんですが……」

「あら？　私は諦めてないわよ？」

「……」

　もう諦めてくれたと思っていたため、ハッキリと社長さんにそう告げられた俺は啞あ然ぜんとするしかなかった。

「でも本当に今日は緊張しなくてもいいわ。一応名目は【王星学園】の特集なわけだし、これから学園の風景を撮ったり他の生徒の写真を撮影したりするんだから。まあでも、優夜君の写真は絶対に欲しいから、そこだけは頭に入れておいてちょうだい」

　緊張しなくていいとは言ってくれるが、必ず俺の写真が撮られるとなれば緊張するのも仕方ないだろう。

　……まあ写真撮影に気をとられて試合に負けたら元も子もないもんな。気を引き締しめよう。

「えっと……すみません。そろそろ会場に向かうので……」

「ええ。楽しみにしてるわ」

「優夜さん。頑張ってください」

　黒沢さんたちと別れた俺は、そのまま会場に向かった。

「が、頑張ろうね、優夜君」

「うん！」

　卓球の会場である体育館に着くと、同じく卓球に出場する慎吾君や他のクラスメイトたちも集まってきた。

「うひゃー！　緊張するな……」

「まさか優夜君が卓球に来るとは思わなかったもんなぁ」

「そうそう。てっきりサッカーとかバスケとか、そっちに行くもんだと思ってたからさ」

「やべぇ……別に俺が撮られるって決まってるワケじゃないけど、優夜君を撮るために必ずここにカメラマンさんが来るって思うと……余計に緊張しちゃうな」

　この卓球の種目で、慎吾君以外のクラスメイトは亮のようなスポーツが得意という子たちではなく、どちらかと言えば慎吾君に近いインドア系の子たちが多かった。

　俺自身も異世界に行くようになる前はあまり外に出かけなかったし、同じようなタイプの子が多くて少し安心する。

　俺はサッカーやバスケに参加すると思われていたようで、芸能事務所の撮影スタッフさんたちもそっちに行くからカメラマンさんたちがここに来ることはないと思っていたようだ。

　迷めい惑わくだったかな？　と思ったが、皆好意的に受け止めてくれたので本当にありがたい。

　今回俺が出る卓球はダブルスとシングルスの二種類あり、俺はシングルスに出場することになっており、慎吾君はダブルスに出場するようだ。

　少しして、今回の対戦表が貼はりだされ、それを確認しに向かう。

　すると、慎吾君は対戦表を見て、表情を曇くもらせた。

「うわあ……最初に当たるのが体育クラスの子かあ……」

「体育クラス？」

「あ……この間の野外学習には体育クラスとかはいなかったから、優夜君は知らないんだっけ」

　知らない言葉に首を傾かしげる俺に、慎吾君は優しく説明してくれた。

　その説明の内容をまとめると、俺や慎吾君たちが所属している『一いつ般ぱんクラス』とは別に、スポーツ推すい薦せんなどで入学した子の集まる『体育クラス』という別のクラスが存在するらしい。

　今まで俺が知らなかったのは、この別のクラスは校舎も違ちがうため学園内では会わなかったし、俺たちが参加した野外学習には参加していなかったからだ。

　とはいえ、その『体育クラス』は野外学習に代わる別の特別授業を受けていたらしい。『体育クラス』って言うくらいだから、俺たちの野外学習よりキツイ特別授業だったのかな？　まあ幸い俺はスキルとかあったから野外学習もそこまで苦労しなかったけど……。

「ほ、本当は亮君も『体育クラス』だったらしいんだけど、運動以外にも目を向けたいってことで僕らと同じ『一般クラス』にしたんだって」

　亮、本当に物語の主人公みたいなスペックの高さだなぁ！

　別のクラスの存在より、亮のことの方が俺にとって驚おどろきだった。

「うう……初戦敗退だけは嫌いやだなぁ」

　慎吾君が悲しみを背負ったままダブルスを組むクラスメイトの元に歩いて行った。が、頑張れ。

　いや、慎吾君の心配もだけど、俺も対戦相手のことを考えなきゃいけないのか。

　卓球は授業でもやってないし、上手うまくできるんだろうか？

　今いま更さら不安になっていると、いつの間にか俺の番が回って来た。

「さあ、じゃんじゃん撮とってちょうだい！」

　そんな俺に、カメラマンさんがぴったりと引っ付きながら追いかけてきた。いや、この状じよう況きようで自然体は無理ですね！

「あの……もう少し離はなれてもらえますか……？」

「それは嫌よ」

「ええ……」

　嫌って……俺に拒否権はないらしい。

　もう諦あきらめて指定された卓球台まで向かう。

　すると……。

「ほう？　貴様がこの俺の対戦相手か」

　すごい筋肉の男性が仁に王おう立ちしていた。

　パツンパツンの半はん袖そで半パンの体操服姿で、身長は俺よりも高く１９０㎝くらいありそうだ。

　そして何より、某ぼう背後に立つことを許さないスナイパーのような、鋭するどさと貫かん禄ろくのある顔立ちをしている。

　…………ん？　あれ!?　本当に高校生!?　全然同い年に見えないんだけど!?

　予想外の対戦相手に固まる俺をよそに、相手の男子生徒？　は指を鳴らした。

「フフフ……この俺の繊せん細さいな技についてこれるかな？」

　どう見ても繊細さとはかけ離れた容姿なんですが!?　どちらかといえば力こそすべてとか言い出しそうな雰ふん囲い気きを感じるんだけど!?

　ていうか、何で卓球にこんな子がいるの！　どう見ても卓球っていうガタイじゃないよ！　もっと相応ふさわしい競技あったんじゃない!?

　……どう見ても慎吾君の言ってた『体育クラス』ってところの子じゃない？　いきなり当たっちゃったけど……。

　なおさら不安になってくる俺をよそに、几き帳ちよう面めんに自身のラケットに不備がないかを確認する目の前の男子生徒。

　男子生徒はチラリとカメラマンさんたちの方に視線を向ける。

「ふむ……妙みような視線を感じる中試合をするというのは些いささか居い心地ごこちが悪いが……」

「あ、ご、ごめんね」

　クラスメイトたちは好意的に受け止めてくれたけど、目の前の男子生徒のように嫌な子は嫌だろう。

「何、そう謝るな。どのような状況でも常に最高のパフォーマンスを披ひ露ろうする……それでこそプロというものだ」

「……ぷ、プロ？」

　見た目も高校生っぽくないが……。俺が知らないだけで有名な選手なのかもしれない。

　ただ、どちらかと言えば裏稼か業ぎよう系のプロっぽい貫禄を纏まとっているけど。

「んん!?　か、彼は！　全国常連の【狙そ撃げき手しゆ】じゃないか!?」

「な、何ぃ!?　あの狙ねらった所へ確実に打ち込むあの【狙撃手】か!?」

「そういえば彼も【王星学園】の生徒だったな……」

「初戦が【狙撃手】とだなんて……彼も運がない」

　いや、本当に有名なんですね！　しかも【狙撃手】なんて異い名みようまでついてるの!?　ピッタリだよ！

　でも……確かにスタッフさんたちが言うように、俺はそんな有名選手が相手とか運がない。

　授業でも卓たつ球きゆうだけはやってないし、ちゃんと戦えるんだろうか……？

　ラケットを手にしながら不安に思っていると、審しん判ぱん役の先生がやって来た。

「はい、試合を始めます。それでは……始め！」

　すると、相手は低く構えた。

「フッ……貴様など、サーブだけで十分だ……！」

　そう言うと、すごいスピンのかかったサーブを打ってきた！

　その球はまるで銃じゆう弾だんのように回転しながら、俺へと向かってくる。

「な、なんてサーブなんだ！」

「的確に相手コートの角を狙ってやがる……」

「【狙撃手】の異名は伊だ達てじゃない……ってことか」

　スタッフさんたち、いつから実じつ況きよう者になったんですかね？

　撮さつ影えいという仕事をそっちのけで彼の技術に恐おそれおののいている。いいのかな？

　それはともかく、俺は向かってくる球に意識を集中させた。

「う、うお……お？」

　ラケットを振ふる勢いとあまりにも異常な回転数に驚いたが、彼が打った球に意識を集中させた瞬しゆん間かん、俺には球が急にゆっくりとした動きに見えた。

　今まで普ふ通つうの速度で動いていたのに、今はボールだけでなく周囲の動きもスローモーションに見える。

　ただ、この現象には何となく俺は覚えがあった。

　それは前に美羽さんと撮影した時、遅おくれてやって来たボクサーの男性モデルに殴なぐられそうになった時にも起こったことで、どうも異世界での戦せん闘とう速度に慣れつつある俺の体は、あの魔ま物ものたちと同等の速度のモノじゃないと速く感じなくなったらしい。

　未だに慣れないし困こん惑わくするが、このまま立っていたら点を取られてしまうので、俺は彼の球を彼の打ち方と全く同じ要領でそのまま打ち返した。

　ピュン！

「へ？」

　その球は卓球台を貫かん通つうし、そのまま体育館の床を打ち抜ぬいた。

「「「…………」」」

　先生、俺、そしてカメラマンさんたちも無言で打ち抜かれた卓球台と床を見つめる。

「先生、棄き権けんします」

　俺はそっと手を挙げるのだった。
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「お、おい……彼が打った瞬間、捉とらえられたか……？」

「いや、無理だろ。ていうか、普通に卓球してたら鳴るはずのない音が聞こえたからな？」

「……それより、卓球台って打ち抜けるんだな」

　はい、やらかしましたね！　もう取り返しのつかないレベルで！

　まさかの展開に思わず棄権してしまったが……よくよく考えたら棄権してよかったんだろうか。

　今回の撮影の表向きの理由は【王星学園】の特集ってことだけど、元々は俺の写真が撮りたいからってことらしいし……やっぱり棄権したのはダメだったかな？

　今更そんな考えが過よぎるも、このまま続けて誰だれかをケガさせる方が怖こわいし、やっぱり棄権したのは間違いじゃなかっただろう。

　だって、卓球の球で卓球台と体育館の床を打ち抜く威い力りよくのモノが人に当たったら……うん、俺が【狙撃手】になっちゃうよ。

　一つ溜ため息いきを吐ついていると、芸能事務所の社長さんが足早に俺の元へやって来た。

「ちょ、ちょっと、優夜君！　困るわよ、一回戦で負けてもらっちゃ！　しかも棄権って……」

「い、いやあ……でも相手は有名な卓球選手なんですよね？　それじゃああのまま続けても俺が負けるのは分かってたと思うんですが……」

「そんなことないでしょ。相手の子の球、打ち返せたんだし。少なくともボロ負けってことはなかったはずよ？」

「……」

　社長さん、よく見てらっしゃる……。

「とはいえ、まさか卓球台を打ち抜いちゃうとはさすがに思いもしなかったけどね。貴方あなた、何か秘密でもあるんじゃない？」

「あ、あははは……そんなワケないじゃないですか」

　か、勘かんが鋭い、この社長さん！

　とはいえ、正直に異世界のことを話すつもりもないので、俺は笑って誤ご魔ま化かした。

「……まあいいわ。とにかく、ここで貴方が負けたままだと本来の目的が果たせないから、何とかしてちょうだい」

「えっ!?　いや、何とかって言われても────」

「じゃ、今度こそ頼たのんだわよ？」

　俺が止める前に社長さんは黒沢さんを伴ともなって足早に去って行った。え、ええ……まさか、他の競技に何とかして参加したりしないといけないのか……？

　果たしてそんなことが本当に許されるのか分からないが。

　それはともかく、早くに棄権してしまったため、その何かをやることになるまではちゃんと戦ってるクラスの皆みなを応おう援えんしないとな。

　まず近くの卓球台でダブルスの試合をしていた慎吾君の元に向かい、彼らを応援するも、始まる前に言っていたように体育クラスの子が相手だったため、残念ながら負けてしまった。

　ちなみに、その相手の体育クラスの子はさっきの子みたいにムキムキじゃなく、普通の男子だ。よかった、体育クラスの通常体型がムキムキだったらどうしようかと。

　試合を終えた慎吾君は俺に気付くと、肩かたを落としながらやって来る。

「うぅ……やっぱりダメダメだった……」

「でも何点かとれてるし、そこまで悲観することもないんじゃない？」

「ま、まあそう言われたら……運動が苦手な僕なりに、頑がん張ばった方かな？　あと、ペアの子にとても助けられたんだ」

　負けたことは残念だが、最終的に慎吾君は楽しかったようで、俺も思わず笑みを浮うかべた。

「そ、そういえば、優夜君は結局どうだったの？」

「え？」

「ほ、ほら、撮影スタッフの人たちが近くにいただろうし、それに何より優夜君のことだから勝てたんじゃ────」

「…………棄権した」

「……へっ？」

　思わず視線を逸そらしながらそう言うと、慎吾君は目を見開く。

「き、棄権って……何があったの？」

「……えっと……その……卓球台と、体育館の床をピンポン玉で打ち抜いちゃって……」

「打ち抜いちゃって!?」

　まあそういう反応されますよねー。

　言ってる俺自身が現実味がないことはよく分かっているのだ。でも本当なんだから仕方ない！

「な、何だかよく分からないけど……お疲つかれ様！」

「うん……」

「そ、そうだ！　この後、優夜君はどうする？　僕は外にいる亮君の試合を見に行こうと思うんだけど……」

「えっと……実はさっき言った通り、俺が試合を棄権したからちゃんと写真が撮とれなかったので、何とかしてくれって言われて……とりあえず他の競技に出てみようかなと……」

「ほ、他の競技？　それ、いいのかなぁ……？」

「さあ……。正直、俺もいいのか分からないんだけど、まあ体育館内の他の種目に出てるクラスメイトたちを応援しつつ、参加できそうな競技を探してみようかなって。だからある程度体育館内を見回った後、亮がまだ試合してるようだったら、そっちにも顔出すよ」

「そっかぁ……それじゃあ一いつ旦たん、別行動だね」

　というわけで、ここで俺と慎吾君は一旦別れ、俺は体育館内を見て回った。

　すると不意に声がかかる。

「優夜君！」

「ん？　あ、楓かえで！」

　小走りで駆かけ寄ってきたのは楓だった。

　楓は俺の前に来ると、不思議そうに首を傾かしげる。

「やっほー！　どうしたの？　もう試合は終わっちゃった？」

「あー……実は色々あって棄権しました」

「え、そうなの!?　でも残念だなあ……せっかくだから応援に行きたかったのに」

「あー……それはごめん。楓の方はどう？　確かバレーボールだっけ？」

「うん、そうだよー！　……あ！　優夜君って今、手が空あいてるってことだよね!?」

「え？　ま、まあそうなるのかな？」

　楓の言葉の真意が見えず、首を傾げると、楓は俺の手を取った。

「お願い！　バレーに参加してもらってもいい!?」

「ええ!?」

　まさかのお願いに驚おどろいていると、楓がしょんぼりしながら教えてくれた。

「私が参加予定の試合は男女混合の部門なんだけど……さっきメンバーの一人がケガしちゃって、人数が一人少ない状態で戦わないといけなくなっちゃったの。でも次の対戦相手がバレーボール部の子がたくさんいるクラスで、正直人数が足りてないと厳きびしいんだ……どうかな？　参加してもらえない？」

　不安そうに俺を上うわ目め遣づかいで見る楓。

「俺としては参加するのは問題ないんだけど……登録外のメンバーが参加しても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、それは大丈夫だから安心して！」

「そ、そうか。それじゃあ俺もやってみようかな」

「本当!?　ありがとう、優夜君！」

　楓は本当に嬉うれしそうに笑った。

　俺としても、社長さんの無茶ぶりで何かしらの競技にもう一度参加しないといけなかったので、楓の申し出はありがたかったのだ。

　楓に連れられてバレーボールチームのところに行くと、そこには凜りんの姿もあった。

「おや、優夜じゃないか。もしかして、助すけっ人とかな？」

「うん、楓に誘さそわれてね。いいかな？」

「もちろんさ。なあ！」

　凜が他のメンバーにも声をかけると、皆やる気を漲みなぎらせて頷うなずいた。

「ま、まさか優夜君と一いつ緒しよに戦えるなんて……！」

「え、てか、優夜がここにいるってことは、写真撮られるんじゃないか!?」

「うおー！　こりゃあ余計に負けられねぇぜ！」

　皆が次の試合に向けてやる気を出していると、俺に付いて来ていたカメラマンさんたちも準備を始めていた。

「どうやら次はバレーボールみたいだな」

「しかも男女混合だろ？　これはいい写真が撮れそうだ」

「それに、【王星学園】の女子はみんなレベルが高いからな。優夜君と並んでより一層写真映ばえするぞ」

「これはいい被ひ写しや体たいだ」

　そして予想通りというか、カメラマンさんたちがそんな話をするもんだから、クラスメイトの……特に何な故ぜか女の子たちが目に炎ほのおを宿した。

「これは……やる気がわいてきたー！」

「優夜君と写真に写れるかもしれないんでしょ!?」

「絶対カッコ悪いとこ見せられないね！」

　それぞれがコンディションを整え、いざ試合が開始すると、楓が相手はバレーボール部の子が多いと言っていたにもかかわらず、次々とポイントを決めていった。

「そらっ、楓！」

「よっしゃー！　行くよー！」

　凜がトスしたボールに楓が勢いよく跳び上がり、そのまま綺き麗れいなスパイクを決める。

　そんな楓に笑顔で俺は声をかけた。

「いいぞ、楓！　さすがだね！」

「わわ、優夜君に褒ほめられた……！」

「楓、顔がニヤけてるよ」

「う、ウソ!?」

　楓が自分の顔を押さえているのを眺ながめていると、ニヤニヤしながら凜が俺に近づいてきた。

「それで、どうだった？　優夜」

「ん？　すごかったよ。凜も絶ぜつ妙みようなタイミングでトスを────」

「違ちがう違う、楓の胸の話っ！」

「ぶっ!?」

「うぇええ!?　り、凜ちゃん!?」

　凜は急に楓の背後に回り込むと、そのまま楓の胸を鷲わし摑づかみにした。

「ほら、さっきのスパイク打った時なんて超ちよう揺ゆれてただろう？　ん？」

「いや、そういうところを見てたわけじゃないからな!?」

「えー？　それこそおかしくないかい？　この子の胸、こんなにすごいのに……」

「ひゃう!?　ちょ、ちょっと凜ちゃん!?　これ以上すると怒おこるよ!?」

　遠えん慮りよなく楓の胸を揉もみ続ける凜を前に、俺はスキル《心身統一》と《精神強化》を全力で発動させ、必死に視線を外した。ありがとう、スキル！

　なんだか本来の使い方とは違う気もしながら、俺は楓が凜に怒るのを宥なだめるのだった。

　そんな緩ゆるいやり取りをしながらも俺たちは確実に点を重ね、着実に勝利へと近づいていく。

　しかし、そんな俺に試合展開を見ていた社長から声が飛んできた。

「ちょっと、優夜君！　ずっとサポートばかりじゃない！　スパイク決めなさいよ！」

「ええ……」

　俺は社長さんの言う通り、この試合中スパイクを打たないようにしながら、相手のスパイクをブロックしたり、皆が届かないようなボールを拾ったりと、主おもにサポートに徹てつし続けていた。

　それは卓たつ球きゆうの試合内容からも分かる通り、俺が普ふ通つうに参戦するととんでもないことになるからだ。

　だからこそ、社長さんの要望にどうしたもんかと頭を悩なやませていると、凜と楓が近づいてくる。

「そうだねぇ……それじゃあ次は優夜が打ちやすいよう、私たちがサポートしようかね？」

「え!?　そんな……わざわざ俺に合わせなくても……」

「いいの！　それに、優夜君だって私たちのためにたくさんサポートしてくれたでしょ？　だから、今度は私たちが優夜君のサポートをするねっ！」

　ここまで純じゆん粋すいな好意でそう言われてしまうと、俺としても断りにくい。

　だからこそ余計にどうするか悩んだのだが、時間は決して待ってくれず、試合が続けられた。

　そして、相手のスパイクを凜が拾い、楓がトスをするが……。

「あっ、ごめん！　高すぎた!?」

　楓のトスは予想以上に大きく上げられ、打てる位置に落ちてくるまで待っていたら相手にブロックのタイミングを完かん璧ぺきに合わせられるだろう。

　しかし────。

「フッ！」

「ええっ!?」

　俺はそんな楓のボールについ反射的に地面を蹴けって跳とび上がる。ウサギさんとの修行で脚きやく力りよくが上じよう昇しようしている俺は、たとえ体育館の天てん井じようにボールが届こうとも、そこまで跳んでボールをとれる自信がある。

　あれこれ考えたが、もうなるようになってしまえと半ばやけくその状態で俺は高く上げられたボールに対し、相手コート目め掛がけてスパイクを放った。

「はっ！」




　ドパァァァァアアアアアアン！




　そんな盛大な破は裂れつ音が聞こえたかと思えば、俺のスパイクの勢いによって生み出された風圧でバレーコートのネットがなぎ倒たおされた。

　半ばやけくそとは言いつつ、制せい御ぎよしたはずの俺のスパイクはボールを破裂させ、バレーネットを吹ふっ飛ばしたのだ。

　幸い怪け我が人はいなかったものの、無残な姿となったバレーコートを見て、生徒たちが無言になる。

「「「……」」」

「えっと……ご、ごめんなさい」

　カメラマンさんたちや、スパイクを要望した社長でさえ、呆ぼう然ぜんとする中、俺はただ謝ることしかできなかった。やっぱり、スパイクなんて打つんじゃなかったよ……。

　この後の試合はどうするんだろうかと心配していると、相手のチームの一人が手を挙げた。

「棄き権けんします」

　────こうして、今度は相手の棄権という形で勝利を収めたのだった。
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　俺たちの試合を見ていた他のクラスが、その後も俺たちのクラスと当たるたびに即そく棄権を宣言したため、あれから最後まで戦うことなく優勝することができた……というか、してしまった。

　正直俺は全く素直に喜べないのだが、凜たちが勝ちは勝ちだからと喜び、俺を慰なぐさめてくれたので、俺の心は少しだけ軽くなった。本当にありがたい。

　そしてバレーボールで俺たちの優勝が決まったように、他の種目も優勝クラスが決まっていき、結局応おう援えんには行けなかったがサッカーでも俺たちのクラスが優勝したようだ。

　俺が参加した卓球はいい成績を残せなかったものの、他の種目は全体的に好成績だったようで、沢田先生がすごく喜んでいた。本当に欲よく望ぼうを隠かくそうとしないよね。

　他の種目の応援をしながら歩いていると、何やらテニスコートが騒さわがしいことに気付いた。

　よく見るとテニスコート周辺に人が集まっており、何やら担たん架かのようなモノまで見える。

　誰だろう、大丈夫だろうかとその騒ぎの中心を見に行くと────。

「え、佳か織おり？」

「あ……優夜さん」

　騒ぎの渦か中ちゆうにいたのは、何と佳織だった。

　佳織は元気のない様子でその場に座り込んでおり、思わず近づいて話を聞く。

「一体どうしたの？　なんか大おお事ごとになってるんだけど……」

「その……私はテニスのダブルスでこの球技大会に参加していたのですが……先ほど私とペアを組んだ方がケガをしてしまい、試合が続けられなくなってしまったんです……」

　思わず担架の方に視線を向けると、そこには一人の男子生徒が気を失って唸うなっていた。見た感じ大ケガって感じじゃなさそうだけど、それでも気絶したわけだから続けるのは難しいのか。

「それじゃあ……この後はどうするんだ？　試合の途と中ちゆうだよね？」

「残念ですが、ペアでないと続けられないので、ここは棄権するしか……」

　悲しそうな表情を浮うかべる佳織に、俺は気付けば口を開いていた。

「それじゃあ、俺が参加しよう。見たところ、男女混合の試合だったんだよね？」

「えっ!?　そ、そうですが……別のクラスですし、さすがに……」

「そうだけど、少なくとも今の相手は俺のクラスじゃないからさ。それに登録していない人でも出ていいみたいだし……もし試合途中で元々のペアの子が目を覚ませば、また交代すればいいからさ」

　どこか申し訳なさそうにする佳織を何とか納得させ、相手チームも了りよう承しようしてくれたことで、俺は限定的な佳織のペアとしてテニスの試合に参加することになった。

「そ、それじゃあ優夜さん。お願いします！」

「うん、任せといて」

　どうやら佳織からのサーブで試合が再開するらしく、俺は適当な位置で構えていると────。

「えいっ！」

「ッ!?」

　不意に悪お寒かんを感じた俺がその場で首を動かすと、さっきまで俺の頭があった位置をすごい勢いでテニスボールが駆かけ抜ぬけていった。

「ごご、ごめんなさい、優夜さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「だ、大丈夫だよ。あ、あははは……」

　ちょっと待て。もしかしてだけど……このサーブが原因で佳織のペアの子は気絶したんじゃ……？

　些さ細さいなことだが、異世界での戦せん闘とう経験や勘かん、反射神経が活いかされてよかったとひっそりと思った。もしかしたら俺も餌え食じきになってたかもしれないしな。

　気を取り直して、再び佳織が慎しん重ちようにサーブを打つと、今度は何とか相手のコートに入る。

　しかし、相手はレシーブを俺の方ではなく、佳織を狙ねらって打ち返した。

「わわっ！　えいっ！」

　スカッ。

　悲しいまでに盛大な空から振ぶりをしたことで、相手に得点が入ってしまった。

「うぅ……やっぱり運動では足を引っ張ってしまいます……」

「だ、大丈夫！　何とか……何とかするから……！」

　そう言ったはいいモノの、恐おそらく相手はこれから佳織を積極的に狙ってくるだろう。そりゃあ勝ちに来てるんだから当たり前だよね。

　さて、それじゃあどうするか────。

　再び佳織のサーブからスタートし、今度は一度目で相手コートに入ると、案の定相手は佳織の近くに打ち返してきた。

　そして────。

「えいっ！」

「────らあっ！」

　佳織が空振った瞬しゆん間かん、俺はかなり厳きびしい体勢からボールを拾い上げ、そのまま相手コートに返した。

　すると必然的に俺と佳織が一か所にいることになって片側が空あくことになり、相手はもちろんそこを狙ってくるのだが……。

「ハアッ！」

　俺はウサギさん直じき伝でんの脚力を発揮させ、コート内を一瞬で移動し、そのまま相手に打ち返した。

　その様子を付いて来ていたカメラマンさんたちが見て驚おどろく。

「お、おいおい……優夜って子、無茶苦茶じゃないか……？」

「空振った子のフォローでもスゲェってのに、あの一瞬でコート内を移動するとか……」

「しかも、そのボールも的確に相手のコートのラインギリギリ狙ってるんだからヤバいだろ」

　正直、今の状態は俺一人対相手ペアといった状態になっているため、カメラマンさんたちの様子にまでは気が回らなかった。

　それでも何とか力を抑おさえつつ、なおかつ佳織のフォローをしながら得点を重ねていき、遂ついにマッチポイントというところまで来た。

　そして再び俺がラリーを続けていると、相手がミスをして高く打ち上げてしまう。

　そのボールは佳織の上まで来ており、佳織はやる気を漲みなぎらせてラケットを構えた。

「今度こそ、私も役に立ってみせます……！」

　そう意気込み、佳織はボールに狙いを定めて勢いよくラケットを振ふり下ろした。

「えいっ！」

　スカッ。

「「「あ」」」

　残ざん酷こくなことに、佳織のラケットはボールを捉とらえることなく宙を切り、その光景に佳織自身やカメラマンさんだけでなく、観に来ていた社長や周囲の生徒たちまでがそんな声を漏もらす中────。

「はああああっ！」

　俺は佳織の後ろから助走し、バウンドして一番高い位置まで跳はねたボール目掛けて、飛びながらラケットを振り抜いた。

　そして俺のラケットはボールをしっかり捉え、相手ペアのちょうど真ん中を綺き麗れいに打ち抜いた。

「わわっ！」

　すると、先ほど空振った佳織は、その勢いでこけそうになり、俺は着地と同時に佳織の元まで移動すると、倒れそうになった佳織を抱だき留とめた。

「大丈夫？」

「ゆ、優夜さん……その、ありがとうございます」

　何とか佳織がケガすることなく済んだのでよかった。

「今の撮とった!?　撮ったわよね!?」

「だ、大丈夫です」

「よしよしよおおし！　これで完かん璧ぺきね！」

　すると、何やら社長さんが興奮した様子でカメラマンさんと話しているが、まあ俺には関係ないだろう。

　とにかく先ほどの一球が最後の得点となり、俺たちは無事に試合に勝つことができたのだった。

「うぅ……結局私は優夜さんの足を引っ張ることしかできませんでした……」

「そ、そんなことないと思うけど……」

　落ち込む佳織を何とか慰めようとするが、佳織は何を言っても首を横に振るばかりだった。




　────その試合の後、無事にペアの子が目を覚まし、改めて次の試合に臨のぞんだ佳織だったが、再び佳織のサーブでペアの子が気絶してしまった。

　そしてもうこれ以上は迷めい惑わくをかけられないということで、残念ながら棄権してしまったんだが……何て声をかけるのが正解なのか分からない。

　でも異世界でレベルアップどころか進化したはずの俺でさえ悪寒を感じるサーブだったことは、素直にすごいことだろう。……いや、本人からすれば嬉うれしくないだろうけどさ。

[image: ]

　本気で何て声をかければいいか迷っていると、いい写真が撮れたのかほくほく顔の社長さんとカメラマンさんたちが近づいてきた。

「優夜君。さっきの試合、よかったわよー！　それに、さっき優夜君が佳織さんを抱き留めたシーン、しっかり撮ったから！」

「えっ!?」

　どうやら先ほどカメラマンさんと話し合っていたのは、俺が佳織を抱き留めたシーンについてのことだったようだ。あの時は特に気にならなかったけど、よくよく考えればすげぇ大だい胆たんなことしたな、俺……！　今いま更さらながら恥はずかしいっ！

「うぅ……最初から最後まで足を引っ張りっぱなしでした……」

　しょんぼりしている佳織に対し、社長さんは何やら思いついた表情を浮かべた。

「そうだ！　佳織さん、もしよろしければ、優夜君と一いつ緒しよに写真を撮りませんか？」

「え……えっ!?　い、いいんですか!?」

「もちろん！　さっきのシーンで二人がとてもお似合いだったし、もう少しだけ二人の写真が欲しいんです。優夜君もいいわよね？」

「へ？　え、ええ。俺は大丈夫ですけど……」

「ぜひ、ぜひお願いします！」

　さっきまでの落ち込みはどこに行ったのかと言いたくなるほど、佳織は一気に表情を明るくさせた。いや、本当にいいのか？

　そして社長さんの指示の下もと、俺と佳織は横に並ぶ。

「ほら、優夜君。そんなに離はなれてないで、もっと近づいてちょうだい」

「え、これ以上ですか!?」

「別に抱き合えって言ってるんじゃないんだから、いいでしょう？」

　社長さんはそう言うが、もう俺と佳織は肩かたが触ふれ合うほどに近い距きよ離りなのだが……。

　ふと横を見るとちょうど佳織とも目が合い、お互たがいに顔を赤くして思わず顔を逸そらしてしまった。

「まったく、おばさんには眩まぶしいほど初うい々ういしいわねぇ。でも今はその初々しさはいらないから、ちゃんと笑みを浮かべてちょうだい」

「「む、無理です！」」

　全く同じタイミングで同じセリフを口にした俺と佳織は顔を見合わせると、お互いに吹ふき出してしまった。

「今がシャッターチャンスよ！」

　そして俺たちが笑った瞬間、さすがプロのカメラマンさん。その笑顔を逃のがすことなくしっかりと写真に収められるのだった。
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　無事に球技大会も終わり、皆みな体操服から着き替がえ終え、家に帰ろうとすると、校門近くに佳織が立っているのが目に入った。

「あれ？　佳織、どうしたの？」

「えっと、その……」

　少し顔を赤くしながら言いよどむ佳織は、やがて決意した様子で口を開いた。

「ゆ、優夜さん！　途と中ちゆうまで、い、一緒に帰りませんか!?」

「？　いいけど……どうしたの？」

「その……今日は迷惑をおかけしましたし、何より……困っていたところを助けていただいたのは本当に嬉しかったんです。だから、そのお礼も兼かねて、帰り道、どこか寄り道しませんか？」

　どうやら佳織は今日の球技大会のお礼をしてくれるらしい。

「そんな、気にしなくていいのに」

「いいえ！　私は何度も優夜さんに助けてもらってます。もちろん、この寄り道でそのすべてのお礼ができるだなんて思いませんが、それでも……」

「うーん……そこまで言ってくれるなら、せっかくだし行こうかな」

「ほ、本当ですか!?」

　俺の言葉に佳織は目を輝かがやかせて喜んでくれた。正直、ここまで喜んでくれるだけでも俺にとってはありがたいことなんだけどね。

　それに……。

「まあ、俺は佳織と一緒にいられるだけでも十分それ以上の価値があるんだけどね」

「えっ!?　そ、それって……」

　今まで友だちがいなかった俺からすれば、こうして遊びに誘さそってくれるというのは本当に嬉しいことだし、何よりかけがえのない時間なのだ。

　……また今度、もう一度みんなで遊びたいな。

　そんな風に思いながらも、何な故ぜか顔を赤くして固まってしまった佳織は、何やら決心した様子で口を開いた。

「ゆ、優夜さん！　その……目を瞑つぶっていただけますか？」

「目を？」

　よく分からないが、佳織が真しん剣けんな表情でそう言うので素直に目を瞑る。

　すると、一瞬いい香かおりが鼻をくすぐり、以前ルナにキスされた頰ほおとは反対の頰に本当に微かすかに、何かが触れたような気がした。

「も、もういいですよ」

「え？」

　目を開けると、さっき以上に頰を赤く染める佳織の姿が。

「その、一体何だったの？」

「秘密ですっ」

　首をひねる俺をよそに、佳織はどこか悪戯いたずらっぽく、そして魅み力りよく的な笑みを浮うかべるのだった。








第六章　異世界の街へ









　優ゆう夜やが球技大会を行っていた頃ころ、無事に王都に到とう着ちやくしたオーウェンたちは、国王の元へ報告に向かっていた。

「ただいま戻もどりました、お父様」

「おお、レクシア！　無事だったか」

　レクシアの無事な姿に安心した国王……アーノルドは破顔して喜ぶと同時にすぐに近くにいたメイドに指示を出す。

「レクシアは帰って来たばかりで疲つかれただろう？　今はゆっくり休んできなさい。あとでお前からも話を聞こう」

「分かりました」

　アーノルドの言葉に素直に頷うなずいたレクシアは、メイドに連れられて部屋を後にした。

　すると部屋に残されたオーウェンに対し、アーノルドは先ほどとは違ちがい真ま面じ目めな顔で問う。

「オーウェンよ。【大魔ま境きよう】にいるという青年の姿が見えぬが……どうしたのだ？」

「ハッ！　それが……色々ありまして、今回は来ていただくことができませんでした」

「ふむ……その色々と言うのはそこにいる女が関係しているのか？」

　アーノルドが鋭するどい視線を向ける先にいたのは、刺し客かくからレクシアの護衛となったルナだった。

　アルセリア王国の国王であるアーノルドの威い圧あつを真正面から受けるルナだが、ルナ自身は特に気負う様子もなく素直に答えた。

「ああ。私がレクシアを暗殺しようとしたからな。それで諸もろ々もろの日程が遅おくれ、ユウヤは来れなくなった」

「お、おい！」

「────ほう？」

　あまりにも正直に告げるルナに、オーウェンは焦あせった様子を見せ、アーノルドは視線をさらに鋭くさせた。

「貴様、我の娘むすめであるレクシアの暗殺を口にしたか？」

「ああ。だが、今レクシアが生きているのを見れば分かる通り、私の暗殺は失敗したがな」

「ならば何な故ぜ貴様は生きている？　暗殺者ならば依い頼らいの失敗は死と同義であろう？」

　噓うそは許されない雰ふん囲い気きの中、やはりルナは気け圧おされることなく……それどころかレクシアに護衛の件を持ちかけられたことを思い出し、小さく笑った。

「もちろん、私も死ぬつもりだった。だが、それを他でもないレクシア自身が止めたのだ。だからこそ、今の私がここにいる」

「ふん……なるほどな」

　アーノルドは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻で笑った瞬しゆん間かん────。

「ッ！」

　国宝【斬ざん剣けんグレイクル】を抜ぬき放はなち、ルナへと斬きりかかった。

　しかし、ルナはそんなアーノルドの行動に焦あせることなく、周囲に糸を張り巡めぐらせ、その動きを止めた。

「ほう？　一瞬にして我の剣の特性を見み抜ぬいたか」

「ああ。剣そのものを糸で止めようとすれば容易たやすく切り裂さかれる。だから、お前の腕うでを止めさせてもらった」

　ルナの言う通り、ルナが一瞬にして張り巡らせた糸は剣の動きを阻そ害がいするものではなく、アーノルドの腕を動かなくするようになっていた。

　そのため、アーノルドは腕を動かすことができず、結果的にルナを斬ることができない。

　面おも白しろそうに笑ったアーノルドは、先ほどまでの様子を一変させ、苦笑いを浮うかべた。

「お前の実力は分かった。だからこの糸を解いてもらえないだろうか？」

「もう襲おそって来ないと言うのならいいぞ」

　国王とルナの睨にらみ合いが続く中、オーウェンがどうするか頭を悩なやませていると、いきなり扉とびらが勢いよく開けられた。

「あー！　お父様、私のルナに何してるのよッ！」

「れ、レクシア!?　さっき部屋に向かったんじゃ……！」

　勢いよく扉を開けたのは、さっき出ていったレクシアだった。

　だからこそ、いきなり現れた愛まな娘むすめを前に、アーノルドは盛大に焦る。何故なら、ルナの糸によって身動きが取れないとはいえ、傍はたから見ればアーノルドがルナに斬りかかっているように見えるからだ。

「もちろん、部屋に行こうとしたわ。でもルナが付いて来てないことに気付いて、戻ってきたのよ。そしたら……！」

　怒いかりを再燃させたレクシアは、父であるアーノルドを睨んだ。

「ルナに酷ひどいことするなんて……お父様なんか嫌きらいっ！」

「き、きらっ!?」

　アーノルドはまるで灰のように真っ白になり、その場に崩くずれ落ちそうになるも、ルナの糸が邪じや魔まをして強制的に斬りかかる体勢を維い持じさせられた。

　そんな親子のやり取りを見ていたルナは、鼻を鳴らす。

「フン……ま、今回はこれで許してやろう」

　国王相手に傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を見せるルナは、すぐにアーノルドの動きを阻害していた糸を回収した。

　ようやく身動きが取れるようになったアーノルドは、そのままよろよろとしながら椅い子すに座るも、必死に理性を働かせ、ルナの実力について評価した。

「……今は動きを阻害するだけだったが、本来はあれで殺すのか……」

「そうだな。首元に仕し掛かければ簡単に飛ぶぞ」

「恐おそろしいことを口にする娘だ……我の場合、すでにレクシアからの嫌い発言で死にかけておるが……」

「そんなこと知るか」

　オーウェン自身も、この時ばかりはルナの発言に内心で同意した。

　するとレクシアが腕を組んだ状態でアーノルドに訊きく。

「それで、お父様。もうルナの実力は十分わかったでしょう？」

「そう、だな……護衛としての腕は十分のようだ。オーウェンの意見は？」

「ハッ！　私としても問題ないかと。その……元々が闇やみギルドでも名の知れた腕うで利ききの暗殺者ですので、その手の者たちからレクシア様をお守りするのであれば大変心強いかと思います」

「分かった」

　オーウェンの言葉に頷いたアーノルドは、さっきまで打ちひしがれていた人物とは思えないほど威い厳げんある姿で、改めてルナを見た。

「名は？」

「ルナだ」

「では、ルナよ。これよりお前をレクシアの護衛として認める。我の娘を守ってくれ」

「ハッ！」

　ルナはその場で初めて頭を下げると、そのままアーノルドに促うながされてレクシアと一いつ緒しよに部屋を出ていった。

「ふぅ……娘からの嫌いは堪こたえるな……」

「陛下はレクシア様に甘すぎます」

「娘が可愛いからな！　……まあその話は今は置いておこう。それでオーウェンよ。あのルナという者、ただの暗殺者ではないな。腕利きとは言っていたが、相当な実力者だぞ」

「そうですね。闇ギルドでは【首狩かり】と呼ばれていたようです」

「何と！　あの有名な【首狩り】だと!?　それは確かに手て練だれだ────それで、暗殺が失敗したことに、【大魔境】に住む青年が関係していると」

「はい。暗殺を防いだ青年────名はユウヤと申すのですが、その者がそのまま先ほどのルナを捕つかまえたのです。詳くわしくは聞いていないのですが、その際、レクシア様の無茶ぶりに付き合わされたユウヤ殿どのはルナとレクシア様を伴ともなって【大魔境】内にある家まで────」

「なにっ!?　レクシアが男の家に一人で行っただとぉ!?」

「あの……陛下？」

　さっきまでの威厳はどこに消えたのか、アーノルドはオーウェンの報告に目を吊つり上げた。

「まさかとは思うが、その者の家に泊とまったなどとは言わぬだろうな？」

「………………」

　オーウェンは頭をフル回転させ、何と答えるのが正解なのか必死に考えた。

　だが、その沈ちん黙もくこそが正解であり、アーノルドは暗い笑みを浮かべる。

「確かにレクシアの恩人であろうが……そこまで許した覚えはない。そいつを我の【斬剣グレイクル】の錆さびにしてくれる」

「さすがにそれは不味まずいですよ！　特に何かあったわけではないんですから！」

「そんなの分からぬだろう!?　貴様はその場にいなかったのだからなぁ！」

「くっ！　冷静なのか興奮しているのかどっちかにしてくれ……！」

　ここまで怒おこっておきながら冷静な面を見せるアーノルドにオーウェンは頭を抱かかえた。

「と、とにかく！　ルナの暗殺の件で日程が一日ズレてしまい、ユウヤ殿が来られなくなってしまったのです」

「ふぅ……では、我はその者といつ会えるのだ？　不敬ではないか？　ん？」

「以前も申し上げましたが、ユウヤ殿は恐らく他国の貴族または王族だと思われます。へたなことをしますと外交問題にまで発展しますぞ！　それに、【大魔境】に住んでいるような相手に勝てるとお思いですか？」

「ぐぬぬぬ……」

　本気で悔くやしそうな表情を浮かべるアーノルド。

　そんなアーノルドに対し、オーウェンは一つ溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……ひとまずは王城に来られる時に来ていただくように伝えているので、そう遠くないうちに来ていただけるかと思いますよ」

「仕方がない……もうしばらくは待つとしよう」

　────こうして、優夜は知らぬところで勝手に国王に目の敵かたきにされているのだった。




　　　　＊＊＊




　────アーノルドたちが優夜のことで話し合っている頃ころ、別の場所でも一つの思おも惑わくが動き始めていた。

「……殿でん下か。一つお耳に入れておきたいことが……」

「どうした？」

　王城の一室にて、一人の男がフードを被かぶった男から報告を受けていた。

　その男はアルセリア王国の第一王子であるレイガーだった。

　レイガーは興味なさげに手にした酒に口をつけたが、フードの男の報告内容に動きを止めた。

「────【大魔ま境きよう】にいる存在についてです」

「……なに？」

　微かすかに目を見開き、レイガーはフードの男に続きを促す。

「何が分かった」

「ハッ……どうやら、【大魔境】に住む者がいるそうなのです」

「なんだと!?」

　フードの男の言葉に、レイガーは目を大きく見開いた。

「あの【大魔境】に住む者だと？　何かの間ま違ちがいではないのか？」

「いえ。以前、レクシア様が襲しゆう撃げきされた際、レクシア様のみ【大魔境】から生せい還かんいたしました。その時はまだ分かっていなかったのですが、どうやらその者がレクシア様を助けたようです」

「……もし本当に【大魔境】に住んでいる者がいるとして、どこからその情報を得た？　父上がそこら辺の情報を規制しないとは考えにくい」

「この度たび、その者を王城へと招く予定だったらしく、その迎むかえにレクシア様自身がオーウェンなどの護衛を引き連れて【大魔境】へと向かいました。その護衛として参加していた兵士たちの会話から推測した次第でございます」

「なるほどな……オーウェンならばお前の存在にも気付いただろうが、一いつ般ぱん兵士レベルでは気付かれることもない。それに、箝かん口こう令れいも出ていたのだろうが、一般兵士の……それも互たがいに内容を知っている者同士であればその警けい戒かい心のなさも仕方ないだろうな」

　レイガーは報告内容に驚おどろきながらも納得した。

　するとフードの男はさらに言いづらそうに続ける。

「それと、もう一つお伝えしたいことが……」

「なんだ、まだあるのか？」

「はい……実は殿下のことを支持する貴族の一人が、闇ギルドにレクシア様の暗殺を依い頼らいしたようでして……」

「ほう？　いい心がけだ。それで、どうなった？」

「……闇ギルドで雇やとわれたのは凄すご腕うでの暗殺者、【首狩り】だったようですが……その……」

「なんだ、煮にえ切らぬ態度だな。それほどの凄腕ならば暗殺は成功したのだろう？」

　フードの人物はレイガーの機き嫌げんが悪くなったことを察し、仕方なく続けた。

「……【首狩り】による暗殺は、先ほどお伝えした【大魔境】に住む者に阻そ止しされ、【首狩り】はそのままレクシア様の護衛となったようです……」

「なんだとっ!?」

　レイガーは思わずその場から立ち上がった。

「【首狩り】だぞ!?　その凄腕の暗殺が阻止されただけでなく、何故レクシアなどの護衛になるのだ……！」

「申し訳ございません。そこまでは……」

「使えぬヤツめッ！」

　レイガーは苛いら立だたし気に叫さけぶと、部屋の中をうろうろする。

「クソっ……ただでさえオーウェンという厄やつ介かいな存在がレクシアの近くにいるというのに、そこに【首狩り】による護衛だと!?　今まで以上に手を出しにくくなったではないか……！」

　しばらくの間部屋中を行ったり来たりしていたレイガーは、少しして不意に立ち止まった。

「仕方ない。この手段はまだ先にとっておくつもりだったが……」

　レイガーはフードの人物に向き直ると、冷たい視線を向ける。

「おい。その【大魔境】にいるという人物を王城に招くといったな？」

「ハッ！」

「それはいつだ？　もう来ているのか？」

「いえ。どうやら今回は来ていないようですが、いずれ来るのは確実だと思われます」

「そうか。ならば多少の猶ゆう予よはあるな」

　考え事を始めたレイガーに、フードの人物は尋たずねた。

「あの……一体何をお考えなのでしょうか？」

　すると、レイガーはフードの人物に対し、邪じや悪あくな笑みを浮うかべる。

「何、父上にはそろそろ退しりぞいてもらおうと思ってな……」

「なっ!?」

　それはつまり、国王であり、父親であるアーノルドの殺害を意味していた。

　そんな不敬な発言に絶句するフードの人物に対し、レイガーは笑いながら続けた。

「何を驚いている？　いずれこの俺が王となる。それが少し早まるだけの話ではないか」

「で、ですが、陛下の暗殺は危険です。オーウェンほどではないにしても、腕利きの護衛が何人も陛下を守っております。それに、陛下ご自身も大変お強いですし……何より、もしこの件が公おおやけになれば、殿下ご自身のお立場も危あやうくなります！」

「何も俺が直接手を下すとは言っておらぬだろう？」

「は？」

　予想外の言葉にフードの人物は目を丸くした。

「確かに、父上もその護衛も強いだろう。だが、お前ならば問題あるまい？」

「それは……そうですが……」

「それに、俺の持つ【切り札】の一つも貸し与あたえよう。オーウェンや【首狩り】に効果があるかは分からんが、父上の護衛ならば何の問題もない」

「そ、その……【切り札】とは……？」

　恐おそる恐る尋たずねるフードの男に、レイガーは不敵な笑みを浮かべた。

「発動すれば、その内部では魔法が一切使えず、外部からの干かん渉しようも遮しや断だんする【封ふう魔ま結界】というアイテムがある。そして俺はそれを持っている」

「なっ！」

「いいか？　これを使えば父上の護衛は無力だ。剣けんの腕うでに自信がある父上は、魔法使いばかりを傍そばに置いているからな。だから【封魔結界】を使用してしまえば気にするべき対象はオーウェンと【首狩り】、そして父上だけということになる。これならば貴様らでも対処できるだろう？」

「魔法使いやオーウェンなどの干渉がないのであればやりようはありますが……し、しかし、万が一失敗した場合、殿下のお立場が……」

「そんなモノ、擦なすり付けてしまえばよかろう」

「っ！」

「気付いたか？　ちょうど【大魔境】に住む者とやらが来るというのだ。そいつにすべての罪をかぶせ、殺してしまえば早かろう。ついでに、その首しゆ謀ぼう者しやにレクシアを挙げればレクシア自身も裁くことができる。余よ所そ者と、その余所者を連れてきたレクシア。果たして、父上が死んだ際、疑われやすいのは誰だれであろうな？」

「……」

「それに、【大魔境】に住む者とやらがやって来れば、必ず謁えつ見けんをするだろう。それも恐らく最低限の人数での対応だ。【大魔境】に住む者など誰も信じないだろうし、もし本当だとすれば他国に引き抜ぬかれぬよう、最初は隠かくすだろう。そして時機を見て、公にするはずだ。だからこそ、父上にご退場願うことができる。少人数の護衛に【封魔結界】を使用し、お前たちが襲撃すればすべてが終わる。なんなら皆みな殺ごろしにしてしまえば、レクシアやその余所者に罪を擦り付けずとも私の証言がすべて通るであろう。何、外へは【大魔境】に住む野や蛮ばん人が暴れ出したとでも言っておけばよかろう」

　黒い笑みを浮かべ、そう告げるレイガーに、フードの人物は何も言うことができなかった。

「さて、そうと決まれば準備だ。今は来ていないと言えど、悠ゆう長ちようなことは言っておられぬ。お前は父上を確実に殺す算段をつけておけ。これこそ、失敗は許されないぞ？」

「……ハッ！」

「ふふふ……どこの誰だか知らぬが、せいぜいこの俺の踏ふみ台として役立ってくれたまえ」

　────王都では、優夜を歓かん迎げいする手とは別に、悪意の手も同時に伸のびてきているのであった。




　　　　＊＊＊




　異世界で優夜の話題が持ち上がっている一方で、地球でも【王おう星せい学園】の特集が組まれた雑誌が発売された。

　最初は有名な学園ということもあり、そこそこの人が興味本位でその特集記事を読んでいたのだが、そこに掲けい載さいされた写真が世間で反はん響きようを呼んだのだ。

　それは優夜がテニスで勢いよく飛び上がり、ボールを打つところが収められた写真で、以前モデルの美み羽うとのツーショット写真で話題になった人物だと特定されるまでに時間はかからなかった。

　その結果、優夜が【王星学園】の生徒だという情報が広がり、出待ちのような存在が現れるようになるということを、この時の優夜はまだ知らなかった。

　そして他の芸能事務所などはこの雑誌と提てい携けいしている芸能事務所に気付き、すでにそこと契けい約やくを結んでいるのでは？　と考え、引き抜くのが一足遅おそかったことを嘆なげくが、もっと強したたかな事務所は、その契約している事務所からよりよい条件で自分のところへ引き抜けないかを考え始めていた。

　たった一つの学園の特集記事から一気に話題に上った優夜は、再びテレビやネット関係で大きく取り上げられ、知らず知らずのうちに多くのファンを生み出していた。

　そんな世間の動きを見ていた女社長は、黒い笑みを浮うかべる。

「ふふふ……確かに、優夜君はあの場で契約しなかったけど、こうして外そと堀ぼりを埋うめてしまえばもうウチ以外とは契約できないわよねぇ？　それに、ここまで大きな騒さわぎになってしまったんだから、芸能界に入るのも時間の問題ね」

　特集記事の載のった雑誌を手にしながらそう呟つぶやいた女社長は、さらに次のビジョンを思い浮かべる。

「さて、ここまでくれば……あとはメジャーデビューだけね……」

　こうして、優夜は己おのれの知らないところで着実に外堀を埋められていくのだった。




　　　　＊＊＊




　球技大会の翌日。

　振ふり替かえ休日となり、さらにその次の日からちょうど三連休ということもあって、俺はこれを機に王城に向かうことにした。

　むしろこの機を逃のがせば本当に行く機会がなくなりそうだ。

　そして王城に行くにあたり、その日も異世界の家に来ていたウサギさんに伝えると……。

『そうか。まあ用事があるなら仕方がない。それに、基き礎そは教えたからな。あとはそれをどう鍛きたえていくかってところだ』

　と言われ、修行もお休みとなったのだ。

「というわけで、今日から王城に向かうぞー！」

「わふ！」

「ブヒ！」

　俺の掛かけ声にナイトもアカツキも前足を挙げて応こたえた。うん、いつも通り可愛いな。

「あ、でも……俺異世界のお金持ってないや……どうしよう？」

　よく考えれば、初めての異世界の街だ。もしお金が必要になったら、今の状態じゃ何も買えない。できれば王都までの地図が欲しいし、最悪地図はなくても地球で言うバスやタクシーのような役割を持つ存在があるかもしれないので、お金は必ひつ須すだ。

　一応アイテムボックスの中には換かん金きんできそうな素材類は入っているけど、果たして換金しても大だい丈じよう夫ぶなモノなのか俺には分からない。

　もう分かっているが、オーウェンさんたちの様子や賢けん者じやさんの本の通りなら、この森に生息する魔ま物ものはよそから見ればメチャクチャ強力な部類に入るはずだ。
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　そんな魔物の素材を売ったりしたら、変に悪目立ちするかもしれない。

「うーん……どうすれば金策できるかなぁ……」

　異世界への扉とびらの効果で、魔石などのいらない素材は全部日本円に換金できるが、逆ができないので困った。

　そんな風に頭を悩なやませていると、不意に一つの案が浮かぶ。

「あれ？　異世界の素材が扉で日本円に換金できて、逆に日本円や日本のモノが扉で換金できないなら……その日本のアイテムを異世界で売ればいいのでは？」

「わふ？」

　思わず近くにいたナイトたちに訊きいてみるが、ナイトたちは首を傾かしげるだけだった。分からないよねぇ。

　でも、この考えは悪くない気がするぞ。扉で換金できないからって、別に異世界のお店でまで換金できないワケじゃないもんな。

　ただ、異世界産のアイテムは魔力やら武器やらと普ふ通つうに持っていたらおかしい品々なので、扉で換金する以外は基本難しい。まあ服とか鎧よろい、食器なんかならアンティーク品として売れるかもしれないけどさ。

　この世界の文明レベルがどれくらいか分からないから何とも言えないけど、賢者さんが残してくれたこの家の雰ふん囲い気きや、オーウェンさんの着ていた鎧から、中世くらいの文明かなぁって勝手に想像している。

　その時代に合わせたもので、なおかつ電子機器とかじゃなければ売れると思うのだ。

　そう考えると……地球にあるモノで売れそうなのって言えば……胡こ椒しようとかは地球でも中世の時代では金と同じくらいの価値があったって言うし、他には石せつ鹼けんや鏡なんかもいいよね。昔なら今の鏡ほど綺き麗れいに映らないかもしれないし、石鹼だってよりいい匂においで汚よごれ落ちもいいわけだからさ。

　でも、この世界にはドロップアイテムって概がい念ねんがあるから、果たしてどこまで地球のモノが通用するのかは本当に未知数なんだけど。

「……うん、考えても仕方ないし、全部用意しよう」

　日本円は異世界のドロップアイテムのおかげで多少あるので、俺は胡椒のビンを十本、石鹼を十個、手鏡十枚を近くのスーパーなどで買い揃そろえた。

「うん、もし足りないものがあったら、家に取りに帰ればいいか！」

「ワン」

「ブヒ」

　というワケで、ようやく俺たちは街に向けて出発した。

　レクシアさんたちを送り届けたり、他にも入り口付近の魔物は定期的に狩かっているので出口までは迷う心配はない。

　道中ゴブリン・エリートなんかを倒たおしつつ歩いていると、見たことない魔物をナイトが発見した。

「ワン！　ワンワン！」

「ん？　どうした？」

「わふ」

　ナイトの示した方に視線を向けると、真っ白いモコモコの体毛で覆おおわれた羊がのそのそと草を食べていた。

　そしてある程度草を食べると、その場で無防備に寝ね始める。……と思えば、寝たまま草を食べていた。

「な、なんだあの羊……」

　とりあえず【鑑かん別べつ】を発動させてみた。

【スリープ・シープ】

レベル：４００、魔力：１００００、攻こう撃げき力：７０００、防ぼう御ぎよ力：８０００、俊しゆん敏びん力：３０００、知力：１００００、運：５００

【スキル】

《睡すい眠みん魔法（Ｒ）》、《突とつ進しん（Ｎ）》、《睡眠治ち癒ゆ（ＳＲ）》、《魔力察知（Ｒ）》

　何とも言えないステータスだった。昔の俺からすればすごい脅きよう威いなのだが、ウサギさんとの修行でこれ以上にヤバい存在と戦わされたし、何より俺自身が進化したことでステータスも目の前の羊以上になっている。

　それよりも魔力と知力が１万超こえてることから、おそらく魔法を使ってくるんだろうと思えば案の定だった。つか、睡眠魔法って名前の通り眠ねむりに関する魔物なのか？　【睡眠治癒】ってスキルも初めて見たし、少し変わっている。

　そんな風に思っていると、不意に羊の目が開き、俺の方に視線を向けてきた。

　どうやら【魔力察知】のスキルで【同化】を見破られてしまったようだ。しまったな……これからは【同化】を見破る可能性のあるスキルを持つ存在がいたら、より警けい戒かいしよう。

　そう決意していると羊はすぐに起き上がり、俺たち目掛けて突進してきた。

　しかし、キング・ミスリル・ボアの突進を見ている俺からするとその動きはとても遅く、俺は余よ裕ゆうを持って仕留めることにした。

　俺は【無む弓きゆう】を出現させ、矢を弦に当てて引き絞しぼる。

　狙ねらうなら的まととして大きい胴どう体たいなんだろうけど、何となく矢を弾はじきそうな気がして除外する。これが蹴けりなら問題ないんだろうけど、向こうから近づいてきている今、わざわざその危険に飛び込む必要もない。蹴りも修行だが、他の武器でも修行したいしね。

　そして俺の考えを決定づけるように、【心眼・改】では胴体を狙わない方がいいと勘かんが告げていた。

　そしてついでに弱点も【心眼・改】のスキルで確認すると、額ひたいがいいという結果が出たため、俺も大人しくそこを狙うことにした。

　息を殺して────一いつ矢し。

「ッ！」

「!?　め、メェエエエエエ！」

　羊の突進の勢いとも合わさり、羊の脳みそを貫かん通つうする勢いで額に矢が突つき刺ささる。

　すると羊は悲鳴をあげてその場で暴れたが、やがて光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「ふぅ……何とか遠えん距きよ離り攻撃一つで仕留められたな」

「ワン」

　ドロップアイテムに近づくと、手のひらサイズの魔石とお肉など、そして────布ふ団とんが落ちていた。

「何でだよ」

　とりあえず魔石を【鑑別】してみると、Ｂ級と表示されたのであの羊もＢ級だったのだろう。

【睡眠羊ようの肉】……スリープ・シープの肉。ねっとりとした食感が特とく徴ちよう的でクセが強く、通常の料理では好みが分かれる。ただし、この肉を使った燻くん製せいは酒飲みの間では非常に人気が高いツマミとして有名。

【睡眠羊の羊毛】……スリープ・シープの毛。保温性・吸きゆう湿しつ性に優すぐれ、肌はだ触ざわりなどは非常に心地ここちよく、この毛を使った寝しん具ぐや服などが貴族の間で人気。ただし、スリープ・シープ自体が非常に珍めずらしいため、その価格は凄すさまじく高い。

【睡眠羊の角】……スリープ・シープの角。武器の素材などには使えないが、粉末状にすれば、心地のいい眠りへと誘さそう睡眠薬になる。そのため、安楽死を望む者に使われる場合もある。

　どれも使いにくいなぁ。

　いや、お肉は個人的に味が気になるし別にいいんだけど、羊毛と角はなぁ……特に角に至っては使われ方が少し怖こわいし。

「まあいいや。この素材より、問題なのはどう考えてもこの布団だよねぇ」

「フゴ？　フゴ～」

　掛け布団までセットになった、見た目はごくごく普通の布団。

　だが、それに突とつ撃げきしたアカツキが、もう目に見えてだらけきった姿を晒さらしたので普通の布団じゃないと一いつ瞬しゆんで分かった。

　とりあえず調べてみないと何も分からないので例によって【鑑別】を。

【極ごく楽らく布団】……スリープ・シープから手に入る、レアドロップアイテム。常に清潔であり、洗せん濯たく不要。冬は暖かく、夏は汗あせなどでべたつくことなく常にサラリとした寝心地を実現。野外での使用も可能。【惰だ眠みんモード】と【快かい眠みんモード】の二つが備わっており、【惰眠モード】を選せん択たくすれば極楽浄じよう土どかと思うような寝心地の良さを発揮し、【快眠モード】を選択すれば、布団に入ってすぐ心地のいい眠りへと誘いざない、圧あつ倒とう的な質のいい睡眠を体験できるため、翌朝シャキッと目が覚める。肌触りにもこだわっており、ただ触ふれているだけで幸せを感じる。寝ている間、体力や魔力が微び少しようだが上じよう昇しようする。

「相変わらずの日常品シリーズ」

　もはや驚おどろくことはなくなったけど、やっぱり日常品シリーズはぶっ飛んでるな。

　アカツキがぐてーっとしてるのも頷うなずける性能だったわけだ。

　しかもありがたいことに野外でも使えるって。

「なんていうか、幸先良いな」

「わふ」

「ぶひ～」

「……アカツキ、もう行くよ」

「ブヒ!?　ぶ、ぶひ……」

　アカツキは名残なごり惜おしさを見せつつ、トボトボと俺の足元に帰って来た。

「そう落ち込むなよ。寝る時はこれで三人一いつ緒しよに寝ような」

「ワン！」

「ブヒ？　ブヒ！」

　そんな約束をしながら先へ進むと、ついに森の出口へと辿たどり着いた。

「やっと着いた！」

「ワン！」

「ブヒ！」

　いやぁ、長かったような短かったような……。

　あの後も再び別のスリープ・シープに見つかってしまったのだが、その羊が群れでいたこともあり、布団が追加で十セットほど手に入った。ま、まあいくらあっても問題ない……ってワケじゃないけど、一応予備ができたと考えればまあ……。

　……ん？　そういや、ここまで転移魔法使えばもっと早く移動できた上に、スリープ・シープの群れに襲おそわれることもなかったんじゃ……。

　…………。

「いや、こういうのも一つの醍だい醐ご味みだよな！　うんうん」

「わふ？」

「ふご？」

　俺が何とか自分に言い聞かせるように頷いている様子を見て、ナイトたちは首を傾かしげた。

「さて、確かオーウェンさんたちが向かったのは……あっちか」

　オーウェンさんたちが向かった方とは逆には何があるのかも気になるが、取りあえずはこの【大魔ま境きよう】の近くにあるっていう街に向かおう。ルナの看病をしていた時、そこでオーウェンさんたちは食料とか手に入れていたみたいだしな。

　そして異世界のお金なんかを手に入れて、王都に行こう。

「よし、それじゃ出発！」

「ワン！」

「ブヒ！」

　こうして俺たちは異世界の街に向けて歩き出したのだった。
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　しばらく歩き続けると、遠くに街らしきものが見えてきた。

「おお、ここがオーウェンさんの言っていた街かな？」

「わふ」

「ブヒ」

　ようやく異世界の街に辿たどり着いたということもあり、俺は少し早歩きで街へと近づく。

　すると日本じゃ中々お目にかかれない巨きよ大だいな城門らしきモノの前で人の列ができていた。

　たぶんだが、検問らしきことをしてるんだろう。

　俺も他の人と同じように列に並ぼうとすると、何な故ぜか多くの視線を向けられた。

　一瞬ナイトやアカツキが見られてるのかと思ったが、その二匹ひきを見た後、何故か俺を見て驚いたような表情を浮うかべるので原因は俺だろう。

　なんかおかしい格好してるかな？　怖がらせちゃダメだと思って【血けつ戦せん鬼きシリーズ】の鎧は脱ぬぎ、賢けん者じやさんが残してくれたシャツとズボンを着てるんだけど。……チャック全開とかないよな？

　とはいえ皆みな見てくるだけで特に何もしてこないし、もう気にしないことにする。

　逆に俺も周囲の人を観察してみると、馬車で来ている人なんかがいてとても驚いた。

「レクシアさんが乗ってた馬車は見たけど、あの時は遠目だったからなぁ。こうして近くで見ると中々迫はく力りよくがあるね。人じん力りき車とかも乗ったことないけど、馬車なんて地球じゃ中々見れないし乗れないもんなぁ」

　他にも失礼にならない程度に観察していると、とある特徴を持つ人を見つけ、俺は目を見開くほど驚いた。

　なぜならその人の頭には何かの動物の耳が生えているのだ！

　何だアレ！　猫ねこ耳!?　いや、犬耳!?　どっちでもいいけどスゲェ！　しかもよく見たら尻しつ尾ぽまで生えてるじゃん！

　異世界では珍しくないのか、そんな人がいても皆特に驚いた様子を見せたりしない。

　まあ日本でもアキバとかに行けば猫耳付けた人くらいいるだろうけど、アレは作りものだしなぁ。

　異世界のまだ街にすら入っていないというのに、すでに俺のテンションはかなり高かった。

　普ふ段だんなら楽しくない待ち時間も全然気にならず過ごしているとついに俺の番になった。

「はい、次の方ー……っおお!?」

「あ、あの……何か？」

　係の人らしき鎧よろいを着た男性の前に行くと、待ってる間と同じように俺を見て驚かれる。

「いや、すまない。ちょっと驚いただけだ。さて、身分証などは持っているかな？」

「へ？」

　身分証……？

　…………。

　持ってねぇえええええええ！

　いや、よく考えたらいるのか！　海外に行く時にパスポート必要だもんね！　海外行ったことないけど！

　どうしよう、なかったら捕つかまったりするのかな……が、学生証ならあるんだけど……ダメですよねぇ！

　すごく焦あせる俺とは対照的に、係の人は笑顔で言った。

「その様子だと持っていないみたいだね。ないならないで問題ないから安心してくれ」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。ただ、この街に来た理由やちょっとした検査に協力してもらうが、それが終われば街には入れるよ」

　よかったあああ！

　メッチャ焦った！　ここで俺の人生詰つむのかと思ったよ！

　心の底から安あん堵どすると、それを見てまた係の人は笑う。

「そこまで緊きん張ちようしなくてもいいんだけどな。さて、まず名前とこの街に来た理由を教えてくれるかな？」

「あ、天てん上じよう優夜です。理由ですが、単純に観光です」

　うん、観光で間ま違ちがいないな。本当はすぐに出発して王都に向かわなきゃいけないんだけど、少しくらい見て回ってもいいだろう。

「なるほど……ところでその二匹は君の仲間かな？」

「あ、はい。この子がナイトでこっちがアカツキです」

「わふ」

「ブヒ」

　俺が紹しよう介かいすると二匹とも片手を挙げて挨あい拶さつをする。

「ずいぶん賢かしこいな。まあ街に入れるには問題ないだろう。さて、それじゃあ検査だが……この水すい晶しように触れてくれるかな？」

　そう言って差し出されたのは、占うらない師が使っていそうな丸い水晶だった。

　よく分からないが検査らしいので俺は素直にその水晶に触れる。

　すると水晶はすぐに青色に光った。

「青色……犯罪歴はなしと……。よし、この街での滞たい在ざいを許可する。ぜひ楽しんで行ってくれ」

　どうやら犯罪者かどうかを確認されたらしい。

　あの水晶で犯罪を犯したかどうか分かるのか……何というかずいぶんと便利な道具だな。

　あれが地球にあれば、冤えん罪ざいとか減るんじゃないか？

　……いや、何を犯したかまでは分からないから難しいか。

　それでも便利であることには変わらないし、異世界ってやっぱりスゲェな。

　そんなことに感心しながらも、俺たちは無事に街に入ることができたのだった。
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「さて、無事に入れたわけだし、早さつ速そくどこかでお金を手に入れたいなぁ」

　観光と言っておきながら、観光できるだけのお金がない。

「どこかで日本のアイテムを買い取ってくれる場所はないかなぁ？」

　一つだけ胡こ椒しようを取り出して、何となく【鑑かん別べつ】してみた。

【胡椒】……地球で採とれた胡椒。異世界で採れる胡椒より品質が良く、このビン一本の異世界での価値は金貨５枚ほど。商人ギルドで売ばい却きやくする際、交こう渉しようをするならば金貨15枚ほどから交渉を始め、金貨５～10枚の辺りで売却するのが望ましい。

「予想以上に細かい説明が!?」

　しかも売値まで教えてくれるの!?　優ゆう秀しゆう過ぎない!?

　よくわからないが【鑑別】スキルは俺の求めていた以上の答えを教えてくれた。

　この金貨というモノが、この世界での貨か幣へいでどれほどの価値があるのかは知らないけど、とても助かるな。

　それに今一番知りたかった買い取ってくれる場所まで書かれている。どうやら商人ギルドという存在があって、そこで売ることができるようだ。

「よし、ナイト、アカツキ。商人ギルドってのに行こう！」

「わふ」

「ぶひ」

　とはいえ、この土地のことはまるで分からないのだから、俺は城門にいる兵隊さんに声をかけ、道を訊きいた。

　やはり城門に立っていた兵隊さんは地球で言う警察みたいな役割をしているらしく、丁てい寧ねいに教えてくれたので助かった。

　そして教えてもらった道を行くと、小こ綺ぎ麗れいな木造の建物が目に入る。

　そこは多くの積荷を乗せた馬車や人々が忙せわしなく出入りし、この街の物流とかはここが中心になっているのかなとかぼんやりと考えた。

　街に入るのを待っていた時と同じように、よく分からない視線を多く向けられながら俺たちはその小綺麗な建物の中に入ると、やはり同じような視線をまた向けられる。

　多少居い心地ごこちの悪さを感じながらも中を見み渡わたすと、受付らしきものがあったのでそこに向かった。

「あの、すみません」

「は、はい！　いかがなさいましたか？」

　受付の女性はびっくりしたように俺を見た後、すぐに営業スマイルを浮かべて対応をしてくれる。

「えっと、実は売りたい物がありまして……」

「はぁ……失礼ですが、お客様は商人ギルドとの取り引きは初めてですか？」

「はい。実はこの街に来たのも初めてでして、手持ちのお金がないのでとりあえず売れる物を売ってしまおうかと」

　受付の人は俺の言葉を受けて、納得したように頷うなずいた。

「かしこまりました。では、まず売却などを行う前に商人ギルドに登録していただく必要があるのですが、よろしいですか？」

　はい、来ました。登録です。お金がかからないといいんだが……。

　俺は不安に思いながらも質問する。

「それはお金がかかったり、何か登録したことによる不都合なんかはありますかね？」

「いえ、手数料などは特にございません。また、【ギルド】に所属することによって身分証が発行されますし、何よりそれぞれのギルドで多少の便べん宜ぎを図はかってもらえたりします。ただし、素行不良者などは除名される場合もございますが、基本的には不都合はないかと」

　なるほど、ギルドへの登録には特別なデメリットはないのか。

　しかも身分証を発行してもらえるっていうのはとてもありがたいな。

「また、【ギルド】とは各国に存在する、国に干かん渉しようされない組織です。もちろん、各国に支部を置かせていただくからにはその国の法律を守ったり、有事の際は協力したりなどしますが、国からの理り不ふ尽じんな干渉などは防ぐことができます」

「おお」

　思わず声をあげてしまったが、【ギルド】って組織はすごいな。

　逆に言えば、そんな組織を敵に回すのはとても厄やつ介かいだってわけで……まあ悪いことはするつもりもないので大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、少し怖こわいな。

　それより、聞いてた感じだと登録したほうが明らかにメリットしかないようだし、何より登録しなきゃ胡椒を売れないのなら仕方ないな。

「説明ありがとうございます。じゃあギルドへの登録手続きをお願いしてもいいですか？」

「かしこまりました。では、こちらに記入をお願いいたします」

　そう言って渡わたされたのは、俺が普段使ってる紙とは材質が違う不思議な紙だった。なんていうか、ザラザラしてて書きにくそう……。

　それに、ペンもいわゆる羽ペンってヤツで……ちょっと待って、俺羽ペンなんて使ったことないんだけど？

　何？　このインクにつければいいのか……？

　慣れない紙とペンに苦戦しながらもなんとか記入を終える。

　内容は氏名と出身地を書くだけだったが、名前はともかく出身地が困った。

　まあ結局『日本』って記入したんだけどね。

「できました」

「はい……ユウヤ様ですね。この『日本』という場所は国名でしょうか？」

「ええ。東の……小さな島国です」

　地球での話だけどね。

「なるほど、この大陸の方ではありませんでしたか。大陸が違えば、商人ギルドがない場所もあるんですね。とにかく問題ないようなのでこれで登録は完かん了りようです。こちらがギルドカードとなっております」

　そう言って渡されたのは、おそらく鉄だと思われる素材でできたプレートだった。

　そこには名前と星が一つだけ刻まれている。

「そちらのギルドカードですが、星が刻まれているかと思います。その星はギルド内でのランクを示しており、一つ星の方は旅商人としての資格を与あたえられますが、露ろ店てんや街で正式な店を持つことはできません。ですがこの商人ギルドなどでの売却は可能となっております。露店を出したい場合は二つ星、店を持つには三つ星が必要です」

「その星はどうやったら増やせるんですか？」

「商人ギルドはギルドへの貢こう献けん度どで星の数が増えていきます。露店やお店を持った場合、売り上げの何割かをこの商人ギルドへと納めていただくのです。そして一つ星の方は直接こちらで売却した物などの金額を貢献度として換かん算さんするため、あまり難しく考えずとも星三つ星までは上げられるでしょう。ただ、四つ星以降は商人としての信しん頼らいや販はん路ろ開かい拓たくの実績、新商品の発売などが必要となってくるため、審しん査さ基準が厳きびしくなります」

　なるほど……まあ俺は旅商人という資格でも問題ないし、あんまり考えなくてもいいか。

「さて、話が長くなってしまいましたが、ユウヤ様のお売りになりたいものを見せていただいてもよろしいでしょうか？」

「あ、はい」

　そう言って俺はアイテムボックスから胡椒を取り出した。

　すると、なぜか受付の人は目を見開いて驚おどろいている。

「あ、【アイテムボックス】持ち……」

「あの？」

「はっ!?　す、すみません！　【アイテムボックス】のスキルをお持ちの方は非常に珍めずらしいので……ですが、【アイテムボックス】を使えるなんて商人としては大きなアドバンテージですよ！　ユウヤ様は商人として大変恵めぐまれていらっしゃいますね！」

「そ、そうですか」

　なんてこった。

　まさか【アイテムボックス】がそんなに珍しいスキルだったなんて……。

　でも持ってる人がいないわけじゃないし、大丈夫か。

　そんなことを考えていると、受付の人は渡された胡椒を見て────。

「えっ……えええええええええ!?」

　大きく驚いた。

　驚きよう愕がくの声をあげた受付の人に対して俺が驚いていると、すぐに受付の人は頭を下げた。

「しっ、失礼いたしました！　ここまで高品質の胡椒と……何よりこんなに綺麗なビンを初めて見たので……」

「そ、そうですか？」

　やっぱり地球の胡椒って高品質なんだ。てか、ビンも珍しいのね。

「すみません、こちらの品はいくつほどお持ちでしょうか？」

「え？　あー……今は十本ほどですが、時間をもらえればまだ用意することができますよ？」

「な、なるほど……すみません、少々ギルドマスターに確認してまいります」

　受付の人はお辞じ儀ぎをすると、背後の扉とびらを開けてどこかへ行ってしまった。

　てか、ギルドマスターって何？

「うーん……なんか予想以上に大おお事ごとになってる？」

「わふ？」

「ぶひ？」

　アカツキとナイトが首を傾かしげる様子が可愛くて、まあいいかとすぐに気が緩ゆるんでしまった。

　ちなみに後で知ったのだが、ここの受付は特とく殊しゆな魔ま法ほう具が使われているらしく、受付の人と商人の会話などを、他の人に認識されないよう阻そ害がいする働きがあるそうだ。

　おかげで受付の人が大きく驚いたことも、今までのやり取りも周りには知られていないらしい。

　商人は情報が命っていうし、本当にこの世界の道具って便利だよね。お風ふ呂ろは毎回お世話になってます。

　しばらくの間ボーっとしながら待っていると、先ほどの受付の人と白はく髪はつで同じく白色の髭ひげを綺麗に整えた、紳しん士し風な初老の男性が姿を現した。

「彼がそうかな？」

「はい！　ユウヤ様、お待たせいたしました。こちらは当商人ギルドを取り仕切っている、ラインハルトさんです」

「こんにちは。ギルドマスターのラインハルトだ」

「こんにちは。天上優夜と申します」

「ふむ……変わった名前の響ひびきだ。テンジョウ……が名前かな？」

「あ、いえ！　優夜が名前で、天上が……苗みよう字じ？　家名？　です？」

　なんて説明すればいいんだ？

　しかもよくよく考えればこっちの人と日本の名前は順番が逆なんだよな。海外もこの世界と同じ名前の形式なんだっけ？

　なぜか疑問に疑問形で答えるというなかなか失礼なことをしてしまったが、ラインハルトさんは気にしていなかった。

「ハハハハハ！　なかなか面おも白しろい子だね。それにこの『日本』という国も聞いたことがない……私は職業柄がら、この大陸だけでなくほかの場所もよく訪れるのだが、どこら辺にある国なのかな？」

「えっと……東のほうの小さな島国ですよ」

「なるほど……うむ。君は見た限り上位階級の者に見えるが……」

「いやいやいや！　俺は一いつ般ぱん市民ですよ」

　俺なんかが上位階級って……地球で上位階級の人間は佳か織おりとかああいう人たちのことを言うんだろう。それに、リアルお姫ひめ様であるレクシアさんも見ている俺としては、俺なんかを上級階級なんて言われたら恥はずかしさしかない。

　そんなことを考えていると、なぜかラインハルトさんも受付の人も目を見開いて驚いていた。

「そ、そうか。じゃあ、君は貴族ではないんだね？」

「そうですよ？　むしろ、なんでそう思ったんですか？」

　純じゆん粋すいな疑問としてそう訊きいたが、ラインハルトさんと受付の人は顔を見合わせて苦笑いを浮うかべただけだった。

「ううむ……まあ貴族の方が身分を隠かくすのはよくある話か。君が平民だと言うのなら、そういうことにしておこう」

「へ？」

　あれ？　なんでか知らないけど疑われてる？　しかも貴族じゃないかって。

　思わず呆ほうけた表情を浮かべると、ラインハルトさんは俺の持ってきた胡こ椒しようを手に取った。

「こ、これは……！　……ユウヤ君、君は本当に身分を隠す気があるのかね？」

「だから平民なんですけど!?」

　やっぱり疑われてるじゃん！　それも貴族かどうかってさぁ！

　いや、いろいろな疑われ方って世の中にあると思うけど、貴族と間ま違ちがわれるなんてそうそうないよね!?

　そう考えると案外貴重な体験してるな、俺。

　でももし噓うそを吐つくなら、平民ですって言わずに貴族ですって見栄を張るほうに噓って吐かないかな？　何が悲しくて平民アピールをしなければいけないんだ。いや、小市民ですけど、俺だってできるなら堂々とした男になりたいよね。

　するとラインハルトさんたちは『大丈夫だ、身分を隠したいのだろう？　うんうん』って感じで非常に生温かい目を向けてくるのが何とも言えない。

　それはともかく、ラインハルトさんはしばらくの間胡椒と胡椒の入ったビンを様々な角度から眺ながめ、やがて溜ため息いきを吐いた。

「ふぅ……長年、いろいろな商品を取り扱あつかってきたつもりだが、ここまで品質のいい胡椒は初めてだ。しかもこれと同じものが今の時点であと九つもあり、時間をかければまた用意できるというが……確かかな？」

「はい」

「ふむ……」

　ラインハルトさんはしばらく考える様子を見せると、受付の人に何かを告げ、大きな革かわ袋ぶくろを持ってこさせた。

「さて、この胡椒だが……すべてを金貨１００枚で買い取ろう」

「金貨１００枚！　……ってどんなもんなんですかね？」

　俺の疑問にラインハルトさんたちはずっこけた。無知で申し訳ない。

　それにしても、【鑑かん別べつ】で調べた時は金貨５～10枚の間で売れたらいいって書いてあったけど、その中でも最高金額で売れたことになる。

　なんでそんな査定結果になったのかは知らないが、お金が今欲しい身としてはありがたいね。

「そ、そうか。ユウヤ君はこの国の者じゃないのだから、貨か幣へいの価値が分からなくても不思議じゃないのか……それでは簡単に説明させてもらうが、まずこの国には価値の低い順に銅貨、銀貨、金貨、そして白金貨の四種類の貨幣が存在する。また、銅貨１００枚＝銀貨１枚といったように、下の貨幣１００枚で一つ上の貨幣１枚になる」

　おお、それは分かりやすい。

「そしてこの国では一般的な四人家族が一年不自由なく生活するのに必要なお金は金貨５枚ほど……つまり、君は今、約二十年ほど働かずに暮らせるだけのお金を手にしたことになる」

「…………」

　今、なんと？

　四人家族が一年間金貨５枚で生活できる？　二十年も働かなくてもいい？

　でもそれは四人家族での話であって、俺一人なら一年間で金貨１枚と少し……。

　つまり、約百年働かなくてもいい。

　…………。

「えっ……えええええええええ!?」

　今度は俺が大きく驚くのだった。

「それほど驚くようなことでもないだろう？　君ならばこれほどの大金は扱いなれているはずだ」

「そんなワケないじゃないですか！」

　確かに地球では異世界のドロップアイテムのおかげで大金が手に入ったけど、元が貧びん乏ぼう人な俺は未だに大金を前にすると困こん惑わくするんだから！　この調子じゃ何時いつまで経たっても小市民は脱だつ却きやくできませんね！

「まあいい。ひとまず、ユウヤ君はこの売ばい却きやくで三つ星へとランクアップだ」

「えっ!?」

　金貨１００枚って時点でもうお腹いっぱいなのに、ここに来てまさかのギルドランクまで上じよう昇しようするという。

　すると驚おどろく俺から受付の人が先ほど発行されたばかりのギルドカードを回収し、何やら手続きをしていた。

「二つ星になるための条件が金貨１枚分の売却で、三つ星になるための条件が金貨10枚分だからね。それに、すでに受付で簡単な説明を受けたと思うが……四つ星になるための条件は実績だ。しかし、そこにプラスして取引金額が金貨50枚に達したらという条件も存在する。……君は登録したばかりで商人として必要な信しん頼らいなどがまだまだないが、金貨50枚という規定は満たしているため、あとはその実績さえ手に入れればすぐにでも四つ星になれるだろう」

　なるほど……それにしても、まさか登録初日から一気に三つ星にまでランクアップするとは思わなかった。

　今のところ予定はないが、これで俺は異世界で露ろ店てんだけでなく、普ふ通つうに店を持つ権利も手に入れてしまった。

「これで買い取りは以上かな？」

　呆ぼう然ぜんとしている俺に、星が二つ増えたギルドカードを渡わたしながらそう訊いてくるラインハルトさん。

　その言葉に我に返ると、俺は地図の件を思い出した。

「あ、は、はい。買い取りはひとまず大だい丈じよう夫ぶなんですが……王都までの地図などは売ってますか？」

「ん？　地図か……王都までということは、王都に用事でもあるのかね？」

「はい。知り合いが王都にいまして、会いに行く予定なのですが……道が分からないので買えるのなら買っておこうかと」

　そう言うとラインハルトさんと受付の人は顔を見合わせ、少し言いづらそうにしながら教えてくれた。

「あー……その、ユウヤ君。君の国ではどうなのかは知らないが、この国では基本的に地図は作成も販はん売ばいも禁止されているんだよ」

「え!?　そ、そうなんですか!?」

　地図が作成禁止というあまりなじみのないルールに驚いていると、ラインハルトさんの代わりに受付の人が答えた。

「現在はこの国では戦争などはしていませんが、もし戦争が起きた際、地図が敵国に渡ってしまうと、軍の動きが読まれる可能性があります。そのため、地図の作成は国の軍部などが取り仕切っているのです」

「な、なるほど……」

　戦争を体験したことがない俺には分からない理由だった。

　確かに、詳しよう細さいな地図などが相手に渡ってしまえば、相手もその地図を参考に軍を置くだろうし、こちらの動きも先読みされる可能性があるだろう。

「とはいえ、完全に国も統制することはできないから、隠れて地図を作成している冒ぼう険けん者や商人もいる。まあバレれば大おお事ごとだからおすすめはできないぞ。最悪死罪だからな」

「しっ!?」

　死罪って……よく考えればこの世界の法律も何も知らないわけで、何かの拍ひよう子しに法を犯していたら恐おそろしいので、なるべく早い段階で法律は調べておくべきだろう。でも今回はその時間がない……！

「もしその地図が軍部が使用している地図以上のものだった場合、運が良ければ軍部にその地図を超ちよう高額で買い取ってもらえる場合もある。とはいえ、そんな大おお博ばく打ちなどはせず、堅けん実じつに稼かせいでいけば常に稼ぐことができるのだから、気にするほどのことでもないだろう」

「そ、そうですね」

「ああ、もし冒険者としても活動する予定があるなら、ダンジョンの地図は作成、販売してもいいということを覚えておいてほしい」

「ダンジョン？」

　そんなモノもこの世界にはあるのか？

「ああ。ダンジョン内部の情報は冒険者の財産であり、命いのち綱づなである。その情報を売買することは禁止されていないし、何ならダンジョン内部の地図を専門に販売している商人もいるよ」

　さすが異世界なだけあって、俺が知らないような職業がたくさんあるようだ。

「とにかく、ダンジョン以外の地図の作成、販売は禁止されているので誰も買うことはできない」

「分かりました」

　とは言ったものの、一体どうしたものか……。

　オーウェンさんが言うにはこの街から王都までは道が真っすぐって話だけど……。

　王都に行く方法で悩なやんでいると、受付の人がアドバイスをくれた。

「あの、王都に行くのでしたら、裏門から定期的に出ている乗合馬車を利用されてはどうでしょうか？」

「乗合馬車ですか？」

「はい。一定間かん隔かくで王都まで出ている馬車なのですが、商人ギルドに登録されてる方ならお安く乗れますし、これなら地図がなくとも確実に王都まで行けますよ！」

「そうだな。それに、乗合馬車には護衛として冒険者も相席するだろうから、安全面でも安心だ」

「なるほど……」

　バスやタクシーと同じ役割のモノがあるとは思っていたけど、実際にあるなら使わない手はないな。

　それに、護衛という形で冒険者の人もいるなら、確かに安全そうだし。

　胡こ椒しようの金額で驚いたこともそうだが、地球の基準で考えても知らない地での一人旅は危険だ。

　街道にはそれこそ魔ま物ものがいるわけだし。戦う術すべのない人からすると冒険者がいるのは安心だろう。

「それじゃあその乗合馬車で行くことにします」

「ああ、そうしなさい。あと三十分ほどで出発だろうから、少し早めに行った方がいいだろう」

　スキル【言語理解】のおかげか、三十分と脳内変へん換かんされたわけだが……この世界の時間感覚も一いつ緒しよなのかな？

　ひとまず移動手段と裏門までの道順を教えてもらった俺は、ラインハルトさんと受付の人に挨あい拶さつをして、商人ギルドから出るのだった。
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　優夜が出ていったあとを見つめ、ラインハルトが口を開く。

「それにしても……【日本】か……」

「あの、ギルドマスター。ギルドマスターでも聞いたことがないんですか？」

　受付は驚いたようにラインハルトを見るが、それにはラインハルトの実績が関係している。

　若い時から世界中を回り、珍めずらしい素材や食材の販はん路ろを次々と切り開いては、貧しい村に特産品を生み出し豊かにしてきたラインハルト。

　多くの国を回り、現在商人ギルドのギルドマスターという地位を得るにまで至った実績があるからこそ、ラインハルトが知らないという国があることに驚いたのだ。

「ああ。だが、ギルドカードには確かにそう記き載さいされた。つまり、彼は噓うそを吐ついていないんだ」

　優夜には説明されていなかったが、ギルドカードには噓を載のせることができない。

　そのため、知られたくない情報などは噓の情報を記載するのではなく、最初から記載しないようにするというのが一いつ般ぱん的だった。

　ただし、隠かくし事があれば信用第一の商人には少なくない影えい響きようが出るため、あまり隠す人はいない。

　だが、どう見ても訳アリに見えた優夜が、空くう欄らんにせずきちんと記載して出していたことには驚いたのだ。

　そしてその記載内容には一つも噓がないようで、ラインハルトは唸うなる。

「それにしても……この胡椒もそうだが、ここまで透とう明めいなガラス瓶びんはどんな技術があれば作れるんだ？」

　異世界の技術力では、ガラス瓶は歪ゆがみや不純物が混ざった物が多く、優夜の置いていった透すき通るガラス瓶はまずありえなかった。

「このビン一つを、貴族がこぞって買い求めるぞ」

「えっ!?　そ、そこまでですか？」

「貴族は見栄を張りたがる者が多い。そして、珍しい物を集め、披ひ露ろうすることで家の財力を見せつけるというわけだ」

「はあ……私にはよく分かりません」

「安心しなさい。私も未だに貴族の考えは分からん」

　素直な受付の反応に苦笑いを浮うかべたラインハルトは、改めてガラス瓶を眺ながめる。

「うーむ……これならオークションをすすめてみてもよかったかもしれないな。まあ今回は登録も込みで今すぐお金が欲しいようだったが……」

「そうですね」

「オークションなら胡椒も今回の買い取り金額の倍はいくだろう。せっかくだ、今度またこのギルドに寄ってくれるようなら、改めて教えるとしよう」

　ラインハルトの言葉に受付は頷うなずくと、そのまま職務へと戻もどった。

「……彼の動向に注意しよう。そして少しでも彼の支えになり、我々の利益に繫つながることを祈いのろう。彼がこの世界の経済を大きく変える日がいずれ来るかもしれない」

　そしてラインハルトも小さくそう呟つぶやき、同じく仕事に戻るのだった。
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　商人ギルドを出て、裏門の乗合馬車のところまで歩いていると、正門で見かけたような獣けものの耳が生えた人や、子ども並みに背が低くて体ががっしりとしたおじさんなど、地球じゃ見ない人たちがたくさんいた。

　完全にお上りさん気分で周囲の建物や人々の雰ふん囲い気きを眺めながら俺は楽しむ。

「なんていうか……想像以上に綺き麗れいなところだね」

「わふ～」

「フゴ」

　街路樹的なモノや花か壇だんがあり、全体的に清潔そうだ。

　雰囲気的に中世ヨーロッパくらいの文明レベルで考えてたから、てっきり街中はすごく汚きたないのかなって偏へん見けんを持っていた。

　確か、地球の歴史的にはそれくらいの時って糞ふん尿にようが垂れ流しだって習ったような気もするし。

　でもこの街ではそんな様子は感じられない。

　空気に異い臭しゆうが混じってる様子もないし、本当に綺麗なんだろう。むしろ、文明レベルの進んでる日本より空気がきれいだ。

　まあ排はい気きガスとかそこらへんがないだろうから、空気が綺麗なのも分かるけどね。

「それでも不思議だなぁ。上下水道が整備されてるのかな？」

　ふとそんな風に考えながら歩いていると、街中を小さな光が飛んでいることに気づいた。

「え？」

　その光には、赤や青といった色がついており、数は少ないが黒色や金色も飛んでいる。

　色のついた光は、街路樹や花壇などに多く集まっており、何だか踊おどってるようにも見えた。

「ねぇ、あれって何だろうね？」

「わふ？」

「ブヒ？」

　ナイトたちに訊いてみるも、何な故ぜかナイトたちは俺が何のことを指しているのか分かっていないようだった。

「あれ？　見えない？　ほら、あの街路樹のところとかにたくさん集まってるんだけど……」

「わふー」

「フゴ。フゴフゴ」

　俺の問いかけにナイトは申し訳なさそうに鳴き、逆にアカツキは何言ってるんだといった感じで首を振ふった。あ、あれぇ？

　俺は目の錯さつ覚かくかと思って目をこすってもう一度見たけど、やはり光の球は存在する。

　俺と同じように周囲の人にも見えてるのかと辺りを見み渡わたしてみたが、誰だれも光の球を気に留とめていない。

　気になった俺は、そのまま近くにいた緑色の光の球に向けて【鑑かん別べつ】スキルを発動させた。

　すると【木の精せい霊れい】という表示が出てきて、他に赤色の光の球は【火の精霊】など、とにかく光の球が精霊という存在だと分かった。ただ、いつも出るようなスキル表示が何故か出ないが……何でだろう？

　うーん……日本じゃまず存在しないというか、目にすることがない精霊だけど、この世界じゃ当たり前だから気に留めていないのか、本当に俺だけしか見えないのか……。

　おそらく当たり前だから気にしてないんだろう。事実、精霊が人間に近づいてる様子もないし、影響はないのだろう。

　適当に自分の中で納得させると、再び俺たちは歩き始めた。

　しばらく進むと、大きな広場に出た。

　そこには大きい噴ふん水すいと、何個かベンチが置いてあり、周囲には屋台のようなものも出ている。

　広場ではその屋台で買ったであろう食べ物を口にしてる人もいれば、子供たちが元気よく遊んでいたり、ここがこの街の憩いこいの場なのかもしれない。

　時間がないのでしっかりとした観光はできないが、綺麗な街並みを見ながら歩いていると、目的地に到とう着ちやくした。

「ここがラインハルトさんたちの言っていた乗合馬車乗り場かな？」

　そこには乗合馬車らしきものと、鎧よろいや剣けんを腰こしに下げた屈くつ強きようそうな男の人、そして俺と同じように普ふ通つうの格好をした人たちが集まっている。

　さっそく馬車に近づくと、馬の世話をしていた男性が俺に気づいた。

「おう、いらっしゃ────貴族様!?」

「いや、違ちがいますけど!?」

　俺を見て貴族だと言った男性に、俺はすぐさま否定した。どうしてこんなにも貴族だと思われるんだろうか。

「あの……なんで俺が貴族だって思ったんですか？」

　思わず男性にそう尋たずねると、男性はきょとんとした表情を浮かべた。

「そりゃお前……そんな高そうな服着てて、どことなく立ち振ふる舞まいから気品を感じるからよ。お忍しのびかなんかの貴族だと思ったってわけだ」

　どうやら服装とかが原因だったらしい。な、なるほど……どうやらこの世界では地球感覚の普通の服装、普通の立ち振る舞いが高貴な貴族に見えてしまうようだ。

「まあいいです……えっと、御ぎよ者しやさんですよね？」

「そ、そうだが……もしかしてお前さんもこの馬車に乗るのかい？」

「あ、はい。空あいてますか？」

「おう、空いてるぜ」

「よかった……あ、それと、この子たちも一緒に乗ってもいいですか？」

「わふ」

「ふご」

　ナイトとアカツキが前足を挙げて挨拶をすると、御者さんは一いつ瞬しゆん目を見開くも、すぐに笑みを浮かべた。

「ずいぶん可愛らしいお仲間だな。暴れたりしなければ問題ないぞ」

「ありがとうございます！」

　いやあ、ここに着くまですっかり忘れていたが、もしかしたらナイトたちは乗せてもらえないかもしれなかったんだよな。

「ほれ、それじゃ乗りな。もう出発するからよ」

　御者さんに促うながされ馬車に乗ると、そこには俺と同じように王都に行く人たちが横並びに座っていた。

　その中で俺は端はしの席に座ると、ゆっくりと馬車が動き出す。

「王都か……どんなところか、楽しみだな」

「ワン！」

「ブヒ！」

　ナイトたちの返事を聞きながら、俺たちは王都へ向かうのだった。
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「おお！」

「わふ～」

「ぶひぃ」

　街を出発してから約三時間。

　俺たちはついに王都へと到着した。

　道中は特に魔ま物ものの襲しゆう撃げきもなく、中々の速さで進むことができたが、ここで俺は馬車の過か酷こくさを体感した。

「ま、まさか馬車がこんなに乗り心地ごこちが悪いなんてね……」

「わふ……」

「ふご」

　アカツキはあまり気にならなかったようだが、俺とナイトは馬車の乗り心地に疲ひ弊へいしていた。

　というのも、俺は完全に地球のタクシーやバス感覚だったため、乗り心地までそれを想像していたのだ。

　だが実際走るのはある程度舗ほ装そうされただけの道でしかなく、車輪もゴムが使われているわけではないので振しん動どうがとんでもなく腰やお尻しりに響ひびくのだ。

　幸いレベルアップと進化した体のおかげで耐たえられないほどの痛さじゃないけど、二度と体感したくないと思ったほどだ。帰りは絶対に転移魔法を使おうとさえ思ったしね。

　移動時間は馬車で約三時間だったことを考えると、歩いて移動してたら夜になっていただろう。まあ走ればもっと早く着いたのかもしれないけど、道中に人がいないとも限らないし、できるだけ悪目立ちするのは避さけるべきだろう。今いま更さらかもしれないが。

　それはともかく、ようやく辿たどり着いた。王都はバカでかく、検問をしている正門は最初に訪れた街の倍以上の大きさだ。

　馬車に乗ったまま検問を受け、早さつ速そく商人ギルドで手に入れた身分証を使うと問題なく入ることができた。

　そして目的の停車位置まで着くと、御者の人にお礼を言って俺は馬車を降りた。

「うーん！　王都の活気はやっぱり違うなぁ」

　最初の街も人で賑にぎわっていたが、ここはその比ではない。

　何ていうか……初めて東京に行って、その人の多さに驚おどろいた時を思い出すほどだ。

　とはいえ、東京と違うのは辺りを見渡しても高層ビルは一つもないし、代わりに不思議な雑貨？　が置かれている怪あやし気げなお店や、剣などの武器が乱雑に立てかけてあるお店、そして立派な鎧が飾かざられているお店など、まず地球じゃお目にかかれないようなお店で賑わっている。

　そんな賑わう通りの先に視線を移すと、そこそこ距きよ離りがあるにもかかわらずその威い容ようを誇ほこる白はく亜あの城が建っていた。

　その立派なお城に俺は間ま抜ぬけな表情を浮うかべる。

　え、もしかして、あんな立派なお城に行くの？　どう考えても俺場違いじゃない？

　王城に行くことを決めたはずなのに、お城を前にしてその決意が揺ゆらぎそうになった。

　何ていうか、某ぼう夢の国の有名なお城を彷ほう彿ふつとさせる。

　とはいえ、何時いつまでも呆ほうけているわけにもいかないし、ここまで来たからには早く王城に行かないと、いい加減、王族を待たせているという事実にお腹が痛くなりそうだ。

　覚かく悟ごを決めた俺はナイトたちを引き連れてお城に向かうが、緊きん張ちようしすぎて到着したばかりの時より周囲が見えなくなっていた。

　無事に王城の門に辿り着くと、門番であろう兵士の一人が俺に気付いた。

「君。ここから先は立ち入り禁止だぞ」

「あ、あのぉ……オーウェンさんたちに招待されていた天上優夜と申します……」

　兵士さんは特別威い嚇かくをしてきたわけではないが、それでも自然と肩かたに力が入る。あれだ、地球で悪いことをしたわけじゃないのに、お巡まわりさんの前を通ると自然と緊張しちゃうアレに似てる。というか、同じだと思う。

　そんなくだらないことを考えていると、驚いたように俺の姿を確かめた兵士さんはさらに慌あわてて口を開いた。

「ゆ、ユウヤ様でしたか！　お話は伺うかがっておりますが、少々お待ちください……！」

　兵士さんは全力疾しつ走そうで持ち場を離はなれると、すぐに一人の人物を連れて帰ってきた。

「こ、こちらです」

「ユウヤ殿どの！」

「あ！　お久しぶりです、オーウェンさん！」

　兵隊さんが連れてきたのは、何とオーウェンさん自身だった。

「まさかもう来ていただけたとは……もう少し時間を要すると思っておりましたぞ」

「すみません……たまたま時間がとれたのと、なるべく早めに来た方がいいと思って……迷めい惑わくでしたか？」

「とんでもない！　そこまで考えていただき、こちらとしてもありがたい。さ、こちらへ」

　オーウェンさんに連れられて門を潜くぐる際、門番をしている兵士さんたちがビシッと姿勢を正し敬礼してきたので、ただひたすらに恐きよう縮しゆくするしかなかった。いや、オーウェンさんに対してしてるんだと思うんだけどさ。

　門を潜るとその先はまた別世界が広がっていた。

　この世界ではどういう原理で動いているのか分からない噴水や、木々が植えられた庭には多くの花が咲さいている。

　そしてそんな庭に、王都に来る前に寄った街で見かけたような、光の球がたくさん漂ただよっていてとても幻げん想そう的だ。

「わふ～」

「ブヒッ！」

　ナイトもお城のすごさに感動している中、アカツキだけ胸を張って堂々とオーウェンさんの後ろをついて歩いている。こんな緊張する場所で自分を崩くずさないアカツキが本当にすごい。

　とはいえ、少し緊張がほぐれたのも事実で、気になったことを俺はオーウェンさんに訊きいてみた。

「そういえば、今どこに向かってるんですか？」

「む？　ああ、伝えてなかったな。今向かっているのは謁えつ見けんの間だ」

「へ？」

　謁見の……謁見!?

「も、もしかして、いきなり王様に会うんですか!?　その、こう言っては申し訳ないですけど、正装とか用意してませんよ!?」

　早く王城に行かなきゃという思いだけですっかり忘れていたが、今から国のトップに会うというのに、俺は賢けん者じやさんの残してくれた普通の服で来ているのだ。

　慌てる俺に対し、オーウェンさんは笑う。

「ははは。そこまで気にしなくてもいい。謁見とはいえ、非公式だからな。陛下もそこまで服装のことは気にしないさ」

「そ、そうですか？　それに、その謁見の間というところにナイトたちも連れていっても大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

「それも問題ない。ナイト殿もレクシア様を救ってくださった一人だからな。ただ……」

「ふご？」

　そう言いかけて、オーウェンさんは不思議そうな目でアカツキを見る。

「その、ユウヤ殿。この子ブタは……前もいただろうか？」

「あ、この子……アカツキって言うんですが、最近新しく家族になったんです」

「ぶひ～」

　アカツキは俺の紹しよう介かいに対し、気安く前足を挙げて応こたえた。可愛いけど、気安すぎじゃない？　大丈夫？

　オーウェンさんはアカツキの仕草に関しては特に何も言わなかったが、少し頰ほおを引きつらせていた。

「そ、そうか。ユウヤ殿はずいぶんと変わった家族が増えるのだな……」

「そ、そうですかね？」

　家族じゃないけど、ウサギの師し匠しようかつ弟で子しもできましたしね。不思議な縁えんが多いのは確かだ。ありがたいけどね。

「まあそのアカツキ殿も一いつ緒しよに来るのは問題ないだろう。それと、心配ないと思うが、陛下へ失礼がないようにだけお願いしたい」

「あ」

　そうだ……そうだよ！　服装も忘れてたけど、礼れい儀ぎ作法みたいなのも俺知らないよ!?　地球でまず王族と会う機会なんてないんだからさ！　お、お辞じ儀ぎは九十度？　それとも跪ひざまずく感じ？　どっち!?

　何な故ぜか俺なら大丈夫という謎なぞの信しん頼らいに慌て、オーウェンさんに礼儀作法について訊きこうとしたら、いつの間にか大きな扉とびらの前に着いていた。

　ここまでの道で、色々考えたり思い出すことが多すぎてすっかり周囲が目に入っていなかった。

　綺き麗れいな細工が施ほどこされた重厚な扉の前には、また護衛らしき兵士の方が両サイドに控ひかえており、俺たちが扉の前に着くと声を上げた。

「ユウヤ・テンジョウ様、ご到とう着ちやくです！」

「っ!?」

　驚く俺をよそに、扉が開き、オーウェンさんが気にせず入っていくので俺もついていくしかない。いや、待って。本当にどうすりゃいいの!?

　かつてないほど頭をフル回転させ、なおかつスキル【精神強化】を発動させて心を落ち着かせる。

　するとだんだん視野が広がっていき、今まで見えてなかった周囲の景色にまで意識が向けられるようになった。

　軽く部屋の中を見み渡わたすと、立派な柱がいくつも立っており、俺たちが歩いているところはレッドカーペットが敷しかれている。

　その奥には階段があり、その頂上に置かれたひと際きわ豪ごう華かな椅い子すに、壮そう年ねんの男性が座っていた。

　その男性は頭に王おう冠かんを載のせ、真っ赤なマントを羽織っている。

　そんな男性の両りよう脇わきには、多分王様の護衛なのだろう黒いローブを身に纏まとった人物が控えていた。

　もう少し視線を巡めぐらせると、階段下のすぐ横に、レクシアさんとルナの姿が見えた。

　二人とも俺の姿を見ると、笑みを浮かべ、レクシアさんに至っては大きく手を振ふってくる。これは……俺も振り返したほうがいいのか……？　いやでも、王様の前だし……。

　レクシアさんたちを見つけたことで、また落ち着きを取り戻もどした俺は、ある程度進んだところでオーウェンさんが跪いたので、俺も慌てて真似して跪いた。その真似をして、ナイトも伏ふせるが、アカツキだけふんぞり返っていたので慌ててナイトと同じく伏せさせた。

「陛下、ユウヤ・テンジョウ殿をお連れしました」

「ご苦労」

　たった一言だが、その言葉にはとても威い厳げんがあふれており、顔を伏せているにもかかわらず自然と背筋が伸のびそうになる。こ、怖こわい……。

　すると、そんな威厳たっぷりの声で、ついに俺に声をかけてきた。

「ユウヤ、といったか。面おもてを上げよ」

「は、はい……」

　ガチガチに緊張したまま顔を上げると、自然と王様の顔が目に入る。

　レクシアさんのお父さんというだけあってすごい美形だ。

「そなたが、レクシアを救った者か」

「は、はい」

「……そなたが、レクシアに求きゆう婚こんされた者か」

「は、はい？」

　あ、あれ？　なんだ？　突とつ然ぜん何を訊かれているんだ？　それに、見るからに不ふ機き嫌げんそうになっているんですが!?

　もう冷ひや汗あせダラッダラの中、遂ついに王様は俺を睨にらみつけながら立ち上がった。

「そなたが……いや、お前が！　我の娘むすめを誑たぶらかしたクソ野や郎ろうかあああああああああ！」

「ええええええええ!?」

　た、誑かす!?　何の話ですか!?

　もう訳が分からない俺はただただ驚おどろく中、同じように跪いていたオーウェンさんがいきなり立ち上がった。

「陛下、非公式とはいえ謁見中ですよ!?　我が慢まんできないんですか!?」

「できるかっ！」

「しろよ！　それでも国王か!?」

　王様相手に乱暴な口調でそうツッコむオーウェンさん。いや、これ以上俺を混乱させないでもらえる？　ついていけないんですが？

　まるで漫まん才ざいのようなやり取りを終えた後、国王様は不機嫌そうに椅子に座ると、投げやりに口を開いた。

「フン。我がこのアルセリア王国の王、アーノルドだ」

「は、はあ……その、優夜・天上です。それと、ナイトとアカツキです」

　こちらの名前の形式に則のつとって自己紹介をし、ナイトたちも紹介したが、それでも国王……アーノルド様の機嫌は悪そうだ。

　……確かに、可愛い娘に悪い虫がついたと思えば世の父親からしたらたまったもんじゃないんだろうけど、俺がレクシアさんに求婚したわけでもないのにあんまりじゃない？　泣いちゃうよ？

　もうこちらとしては緊きん張ちようだのなんだのでいっぱいいっぱいなのだが、俺の自己紹介を受けたアーノルド様は、おもむろに手を突つき出した。

「ほれ」

「へ？」

　その手の意味が分からずに首をひねっていると、アーノルド様は眉まゆをひそめる。

「なんだ、意味が分からないのか？　ここまで来て、我の可愛い娘への手土産みやげの一つもないと？」

「陛下ッ！　さっきから見ていれば、横暴が過ぎます！　ユウヤ殿どのはレクシア様の恩人なのですよ!?」

「そうよ、お父様！　それなのにさっきからその態度は何なの!?」

　アーノルド様の行動に俺が呆ぼう然ぜんとしていると、オーウェンさんとレクシアさんまでが俺を庇かばうようにそう言ってくれた。

　でも……そうか、そうだよな。いきなりやって来たってのもあるし、何より王様の愛まな娘むすめであるレクシアさんに手土産の一つもないのはおかしい……よな？

　俺は自分中心の考えしかできないから、そういうことを忘れてしまうんだ。気をつけよう。

　服装や礼儀作法、そこに手土産のことも含ふくめて反省していると、未だにオーウェンさんたちがアーノルド様に色々と言ってくれているのが目に入った。俺が悪いのに、本当に申し訳ない。

　何か、すぐに渡わたせるモノないかな……。

　俺は必死にアイテムボックスの中に入っているモノを思い浮うかべ、この王都に来るまでの間に手に入れたあるモノを思い出した。

　道中でたくさん手に入ったし、レクシアさんにあげるのは問題ない。それに、これならあげても嫌いやがられることは……ない、よな……？

「あ、あの！」

「む？」

　俺が未だに言い合っているアーノルド様たちに向けて声をかけると、アーノルド様は不機嫌そうにこちらを向く。

「その……何がいいのか正直分からなかったのですが、レクシアさんに……もしよろしければこれなんかはどうでしょう……？」

　そう言ってアイテムボックスから取り出したのは────【極ごく楽らく布ぶ団とん】だった。

　この布団の効果なら、誰だれが貰もらっても嬉うれしいはずだ。なんせ、快適な睡すい眠みんが約束されるんだぞ！

　まあ王家への献けん上じようって言うくらいだから武器？　とかの方がいいのかもしれないけど、こんなところで武器を出したら兵士さんたちに変な誤解を与あたえそうだし、渡すのはレクシアさんだ。武器を貰っても困るだろうが、布団ならその心配もないだろう。

　そう思って布団を出すと、何故かアーノルド様は目を見開いていた。

「あ、アイテムボックス持ちだと!?」

　おっと、ここでもそれで驚かれるのか。商人ギルドで珍めずらしいってのは分かったけど、こればかりはアイテムボックスに収納していたんだから仕方ない。アイテムボックスを隠かくすなら何かしらの手を考えないとな。

　俺が布団を出したことで兵士さんのひとりがそれを受け取り、レクシアさんのところまで持って行く。

「なんだ、それは……まさか、布団？　布団!?」

　兵士さんがレクシアさんに布団を渡す姿を横目にしたアーノルド様は、そのまま慌あわてた様子でレクシアさんの顔を見た。

　すると何故かレクシアさんが頰ほおを赤くしていた。

「まあ、ユウヤ様ったら！　大だい胆たんね！」

　その意味が分からずに首をひねっていると、アーノルド様が顔を真っ赤にして叫さけんだ。
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「貴様あああああ！　この我の前で堂々とレクシアを誘ゆう惑わくしやがってええええええ！」

「何の話ですか!?」

　誘惑!?　え、どういうこと!?

「惚とぼけおって……！　もういい、今すぐここから出て行けッ！」

「ええっ!?」

　呼ばれたから来たのに出て行けとは!?

　もう訳が分からずにただひたすら困こん惑わくする俺に、オーウェンさんが額ひたいに手を当てて嘆なげいた。

「そうだ……すっかり忘れていたが、ユウヤ殿はこの国の人間じゃない。だから風習を知らなくてもおかしくはないか……」

「ふ、風習？」

　何やら不ふ穏おんな単語に顔を青くしていると、オーウェンさんが困った表情で教えてくれた。

「ユウヤ殿。この国では、寝しん具ぐを異性に贈おくるということは、その者と結けつ婚こんしたい、その者と床とこを共にしたいという意味があるのだ」

「え」

「つまり、レクシア様に布団を贈ったということは、ユウヤ殿はそのお誘さそいをしたことになる。これが別の贈り物ならば何もなかったのだが……」

　や、やらかしたああああああああ！

　さすがに風習までは把は握あくできないよ！　え、じゃあ俺は、アーノルド様の目の前で娘のレクシアさんに、その……夜のお誘いをしちゃったってこと!?

　自分のやらかしたことの重大さに頭が真っ白になっていると、アーノルド様が近くに控ひかえていたローブ姿の人から剣けんを受け取っていた。

「もういい……出て行かぬというのなら、貴様はここで、【斬ざん剣けんグレイクル】の錆さびにしてやる……！」

「陛下、落ち着いてください！　ユウヤ殿はこの国の風習を知らないのです！」

「いいや、問答無用！」

「いや落ち着けよッ！　お前らも何で剣を渡した!?」

　呆然とする俺に斬きりかかりに来るアーノルド様をオーウェンさんが必死に食い止めていると、突然、今まで我関せずといった状態で伏せていたナイトが起き上がった。

　そしてナイトは天てん井じようを睨み、唸うなりだす。

「グルルル……」

「え、ナイト？」

　いきなり唸りだしたナイトに驚き、ナイトが睨みつける先に同じく視線を向けると────。

「ッ!?　陛下ッ！」

「なっ!?」

　突然、部屋の天井から黒ずくめの男たちがたくさん現れた。

「な、なんだこいつらは!?」

「陛下、今すぐ私の後ろへ！」

「レクシア、私から離はなれるな」

　するとアーノルド様を守るようにオーウェンさんと護衛の魔ま法ほう使つかいの人たちが前に出て、ルナはレクシアさんを庇うように立った。

「貴様ら、何者だ!?」

「今から死ぬ貴様に知る必要はない」

　アーノルド様の言葉に冷え切った言葉でそう告げる黒ずくめの一人は、懐ふところを探る仕草をすると、謎なぞの水すい晶しようらしきものを取り出した。

「っ！　おい、アイツの動きを止めろ！」

「くっ！　【ファイアーアロー】！」

　黒ずくめの人物の動きを止めるためにローブ姿の人たちが火の矢を出現させ、一気に放つと、黒ずくめの男の持っていた水晶が輝かがやいた。

「【封ふう魔ま結界】」

「なっ────」

　その瞬しゆん間かん、黒ずくめの男に向かって飛んでいた火の矢が消え失せた。

「残念だったな。これでこの場には誰も侵しん入にゆうすることもできず、この場の誰も魔法を使うことができない」

「貴様の護衛で警けい戒かいすべきはオーウェンとそこにいる宮きゆう廷てい魔法使いたちだが、こうして魔法を封ふうじてしまえばオーウェンだけを気にすればいいからな」

　謁えつ見けんだけでいっぱいの俺に、ここに来て意味の分からない人たちの襲しゆう撃げきで頭が本当にパンクしそうだ。もうやめて。

「さあ、アーノルド。そしてレクシア。ここで貴様らには死んでもらう……！」

　そう言うと、一いつ斉せいに黒ずくめの男たちはアーノルド様たちに襲おそい掛かかった。

　それを何とかオーウェンさんとルナがさばいているが、数が違ちがうことと、どうやら中々の腕うでらしく、オーウェンさんたちでさえ相手をするのに苦労していた。

　ローブ姿の人たちは何度か魔法を発動させようと試みているが、どうも黒ずくめの男の言う通り、今この部屋では魔法が使えないようで、さらに誰も侵入できないと言っていたので援えん軍ぐんを待っても来ることはないだろう。

　えっと……さっきからずっと置いてけぼり状態だけど、どう見てもまずいよな……？

　そう感じた俺は、すぐにナイトたちに指示を出した。

「ナイトは俺と一いつ緒しよに黒ずくめの人たちを無力化するよ。アカツキは……この場所じゃ魔法が使えないみたいだけど、アカツキの【聖域】はスキルだから多分大だい丈じよう夫ぶだと思うし、誰かケガしたらそれで回復してあげて？」

「ワン！」

「ブヒ！」

　ナイトもアカツキも元気よくそう返事をしてくれ、俺は笑みを浮かべた。

「それじゃあ……行くよッ！」

　そう言うとウサギさん直じき伝でんの脚きやく力りよくを発揮し、一番近くにいた黒ずくめの男の一人に接近した。

「へ？」

　男は突とつ然ぜん懐ふところに入った俺に驚おどろき、間ま抜ぬけな声を上げるが、俺はそれを無視してウサギさんの教えを意識しつつ、全力で手加減しながらその胴どう体たいに蹴けりを叩たたき込んだ。

「ぐはああああああああ！」

　俺に蹴られた黒ずくめの男は吹ふっ飛ぶと、他にも仲間を巻き込み、壁かべに激げき突とつして気を失う。

　いきなり俺の攻こう撃げきで数人が退場したことで、黒ずくめの男たちだけでなく、オーウェンさんたちの視線も集めた。

　魔法が使えないなら、使わなければいい。

　というか、むしろ魔法を使った戦いの方が慣れていないので、今の状態の方が戦いやすかったりする。

　まあ本当に魔法が使えないのか確かめるため、俺は掌てのひらの中で炎ほのおが出るように念じてみたが……普ふ通つうに出た。

「なっ!?　なぜ魔法が使える!?」

　そんな俺の姿に襲撃者のリーダらしき人物がそう叫ぶが、俺だって知らない。ただ一応確認してみたら使えたってだけだし……。もしかして、賢けん者じやさんの超ちよう特別な魔力回路が原因なんだろうか？　なんてったって、神様の領域に足を踏ふみ入れたような人の魔力回路だし……。

　しかし、俺以外の人は本当に魔法が使えないようなので、どうやら現状魔法が使えるのは俺だけのようだ。室内だし、火事とか水みず浸びたしとかなったら掃そう除じが大変だもんね。

　あと魔法じゃなくて武器の【全ぜん剣けん】とかは問題なく使えるんだけど、魔法と同じで下手へたに武器を振ふり回して部屋を壊こわしちゃう方が後々怖こわいので、今回は蹴りだけで倒たおすつもりだ。ウサギさんに教えてもらった技は、全部魔物相手にしか使ったことなかったし、いい修行になるだろう。

　呆ぼう然ぜんと俺を見つめる黒ずくめの男たちに対し、俺はそのままナイトと一緒に次々と蹴りで意識を奪うばっていった。

「さすがユウヤ様！　一瞬で倒しちゃうなんて！」

「……ユウヤ、前より強くなってないか？　ま、まあその強さに私は助けられたわけだが……」

　俺が男たちと戦っている姿を見て、レクシアさんとルナが何かを言っていたが、戦いに集中していたのでよく聞こえなかった。というより、この状じよう況きよう下で王女のレクシアさんが普通にしているのがすごい。

「何だ、お前は……何なんだ!?」

　そして最初に水晶を使った人だけになり、俺を見てそう言ってくるが、俺はその言葉を無視して最後の蹴りを叩き込んだ。

　その人も壁にぶつかり、気絶したのを確認して、俺は改めて辺りを見み渡わたした。

　ナイトも何人か倒しているし、アカツキは特に行動していなかったから怪け我が人はいなかったのだろう。よかった。

　ひとまず安心した俺は、未だに呆然としているアーノルド様たちに訊きいた。

「それで……この人たち、どうします？」

「ッ!?　オーウェン！　今すぐこいつらを縛しばり上げろ！」

「ハッ！」

　アーノルド様に指示され、護衛の人と一緒に気絶している襲撃者たちを拘こう束そくするオーウェンさんたち。

　すると拘束する中で黒ずくめたちのフードを取り払はらい、持ち物を入念に調べていると、オーウェンさんがあるモノを見つけ、固まった。

「こ、これは……」

「なんだ、オーウェン。何か見つけたのか？」

「……はい。この者の持ち物に……レイガー殿でん下かの紋もん章しようが……」

「なんだとッ!?」

　オーウェンさんの言葉にこれ以上ないほど目を見開いたアーノルド様は力なく玉ぎよく座ざに座ると、一つ指示を出した。

「……その者たちは牢ろう屋やに入れ、厳げん戒かい態勢で監かん視ししろ。すまぬが我は……一度部屋に戻もどる」

「……はっ」

　フラフラとした足取りでアーノルド様は護衛の人を連れて退出していった。

　その入れ替かわりに新たに兵士さんたちがやって来て、オーウェンさんの指示で拘束された襲撃者たちを連れていく。

　よく分からないまま手助けした俺が、ただナイトたちとその光景を見ていると、オーウェンさんが真しん剣けんな表情で近づいてきた。

「すまない、ユウヤ殿どの」

「へ？」

「王都に来てもらったのに、こう告げるのは心苦しいが、王国は今から荒あれることになる……ユウヤ殿。王都の……いや、王国のために、お力を貸してもらえぬだろうか？」

「ええっ!?」

　本当に何が何だか分からぬまま、俺は王国をめぐる問題に巻き込まれていくのだった。
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　またこの作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　作者の美み紅くです。

　上京してしばらく経たちましたが、満員電車の洗礼を受け、毎度大変な思いをしております。そして満員電車に乗る度に、優ゆう夜やのように転移魔ま法ほうが使えたらなぁと考えずにはいられません。

　さて、今回の話ですが、優夜は新たな家族としてアカツキを迎むかえ、さらには師し匠しようかつ弟子になるウサギが登場します。

　元々、犬、猫ねこのアレルギーだった私は動物の家族というモノに憧あこがれていました。

　そして上京し、十数年ぶりにアレルギー検査を行ったところ、大好物である蕎麦そばや、犬、猫のアレルギーが消えており、心の底から喜びました。

　今住んでいる家ではペットを飼うことができませんが、お陰かげで、実家で犬や猫といった家族を迎え入れることができると思うと、本当に嬉うれしかったです。




　アイテムも魔法も手に入れ、どんどん力をつけていく優夜が次に手に入れたのは、ウサギという師匠です。

　今まで我流で成長してきた優夜が、ちゃんとした師匠を迎え入れたことで、より一層力をつけていきます。

　それに合わせて『聖』や『邪』といった異世界で圧あつ倒とう的な力を持った存在。さらにはＳ級以上の魔ま物ものの存在など、優夜がまだ見ぬ世界が広がっていきます。

　ルナやレクシアたち以外の異世界の人との交流も増え、少しずつですが、優夜は異世界へと存在感を示していきます。

　それは現実世界でも同じで、芸能界入りの話を断ったものの、それを許さぬ周囲の思おも惑わくなどが絡からみ、もはや優夜はこの先どうなるのか予測もつきません。

　果たして、彼はどのような未来を迎えるのか……そんなことを考えながら読んでいただけると嬉しいです。

　そんな真面目な話の裏で、今回も現実世界にあったらいいなぁという日用品シリーズが登場したり、地球の物が異世界で高額取引されるなど、そういった元々この話を書く上でやってみたかったことをまた少し書けたので、そこも楽しんでもらえると幸いです。




　さて、この度も色々打ち合わせをしたり、ご迷めい惑わくをおかけしながらもより良い作品作りのために協力してくださった担当編集者様。

　カッコよく、そして綺き麗れいな人物だけでなく、ナイトやアカツキといった動物のキャラクターを可愛かわいく描えがいてくださった桑くわ島しま黎音れいん様。

　カクヨムで楽しんでくださっている読者様、多くの書しよ籍せきからこのシリーズを手に取っていただき、読んでくださった読者の皆みな様さまに、心より感謝を申し上げます。

　誠まことにありがとうございました。

　またお会いしましょう。
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異い世せ界かいでチート能力スキルを手てにした俺おれは、現げん実じつ世せ界かいをも無む双そうする３




～レベルアップは人じん生せいを変かえた～
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